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 本研究はÄ地域がC?とな»て地域の「条件不利環境（µ¼）」を観光資源化していくh
iに½⽬しÄ±の活⽤促進メカニズムの解lと·¾化を¿À7るçのÁÂるÃ±のためÄ+
⽅J地域における⼈ÄのÅÆ⽣活Ç社会YÈに実害をçたら7冬季の雪氷にÉÊをÂてÄ
±6を観光資源化7る「雪氷観光」の創造)*を本研究はBりËÌるÃI寒ÁÍくÄ地理的
にç条件不利とさ6る冬季の+⽅Jの地域おいてÄ⼈Äは雪氷をÎのよaにÏåÄ雪氷にÎ
a関わ»ているのÐÑaかÃKたÄhÒに⼈間は±の雪氷とÎのよaにÓしてÉたのかÄ未
ÔにはÎa¥É合»ていくのが望KしいのÁÂÑaかÃ 

本研究はÄÕ6KÁの雪氷と⼈間の関わりの歴史をÖ解ÉÄ́ µの中pm的な地×環境の
3化に対して雪氷がÎのよaに位置づけら6るかを⾒ØåÄ⼈間が雪氷を観光活⽤しよa
とÇÉかけるS[の諸相をÙ求7るÃ価値多様化社会をÚåたS[においてÄ地域のÛÜに
と»て不利な条件と⾒なさ6る環境（ÝÞÄ条件不利環境と7る）をÄ地域がC?的に観光
活⽤していくメカニズムの解lをC⽬的としてÄ本研究はローカルな5Êから⾒る⽂化と
グローßルな5Êから⾒る科学がÓ合7るà域において±の¿ÀをñáるÃ 

本研究が¥É合aâ源的な問いは 2 éÂるÃ⼈はÎのよaに「雪氷観光」を創造7るの
かÄ±して⼈はなぜ「雪氷観光」を創造7るのかÄÁÂるÃÕ6らの問いのãåにäづくÕ
とÁÄ本研究がI寒Çå雪にæåる+⽅Jのt地域にと»てÄçいてはさらに多くのÄ±し
てより多様な条件不利環境にèKさ6る地域の戦略・éê的な観光ëÛÇMNìにíしÁ
ç©ªÁÉ6îïいÁÂるÃ 
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（1）研究の背景 

Å本のt地域においてÄ地⽅創⽣のñ要性はðÄñK»ているÃMりò6îÄ⼈óôíÇ
ñõ化の問題を背景としてÄö÷は 2014 ø 9 ùに「KL・çと・ú)創⽣本û」を内üに
ý置しÄ⼈óþÿ⼈の!"を中pm的に#»た「KL・çと・し$と創⽣ë合戦略」をì定
したÃ%ø 5 ùに⾏わ6たÅ本創成会&の@Aを'(りにÄ2040 øKÁにはä国の市町村
の)*+が消­7る«$性がÂるとした「地⽅消­」の問題,Öがなさ6（-ò 2014.29）Ä
国内に/0を1åたÃÕの,Öをめ2りÉÊが3た»たのはÄµ¼7る「h4地域」なÎの
いわ5る「条件不利地域」ÁÂる（6ò 2018.13）Ã 

·⽅Ä7Þ（2014）はÄÕの-ò（2014）の@AÄとくに国内äての市町村は消­の®
uからは8åないとした「選9と:中」のíåに対して批判的な&論をÜëしておりǞ ⽅Ä
;<（2013.3）はÄ⼈óôí社会は対応=第Áは´より#しÑ>かさÇï?をçたら7と
先⾒的に@A7るÃÕのよaにÄB望をç»て地⽅創⽣を>進7るÕとはçLÑCñ要ÁÂ
るとíåら6るÃしかしÄ不利な状況をB望に3åるためにはD?的Á^|な⽅ìがE要Á
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ÂるÃ 
Õのよaな地⽅創⽣に関7る&論をMりò6îÄ1980 ø[Áは先F的にÄ±して 1990 ø

[µ*からは地域関係/がC?的に関わる地域活性化Äいわ5る地域づくり!"#がBり組K
6てÉた（Gò 2009.13）Ã·⽅Ä2010 ø[からは国ìとしての地⽅創⽣が>進さ6ÄÕ
aした地域づくりは国と地域の両Hùルにおいてñ5さ6るよaにな»たÃ 

とÕÑがS実を⾒6îÄÕの地域づくりをIJと7る地理的条件がt地にK在7るÃ±6
はÄ「LM」Ç「7村」Ä「h4地域」なÎÁÂりÄÕ6らの地域はÄË¼の条件不利地域に
N定さ6ているÃÕの条件不利地域の中の 1 éに「O雪地P」はÂるÃ国QRSTによ6
îÄO雪地Pとは「å雪がはなはÐしいためÄUVのÛÜがWX的ÁÄかé住⺠の⽣活YZ
の¥Ëが[害さ6ている状況にÂる」地域をNしÄÕの地域におけるUVのMNÇ住⺠⽣活
のâ定と¥Ëを図るためにÄ「O雪地P対ì².\置法（ÝÞÄO雪法と7る）」が定めら6
ている!$#Ã 

O雪の]状にéいてはÄたとåî 1963 øに+^地⽅を中⼼に_»た「`a 38 ø 1 ùO
雪」は顕bな)*ÁÂるÃcìdの調査によ6îÄÕの災害によるe害はfg/が)hi⼈Ä
äjを"めたklmnは·o·pqÝËÁÂ»た（?< 1963.1）ÃÕaした災害はÄ·¾
に「雪氷災害」とrî6るÃ雪氷災害はÄ+⽅J地域の歴史のなかÁÄstÇ⼈uとい»た
ÅÄのnvからYÈ的n害へÄ±して社会的u$の[害へとÄ±の災害が地域に1åるwの
xyのz{を|}さ~てÉた（�{ 2006.1）Ã 

雪氷と⼈間の関わりの歴史をMりò6îÄ±の関係性は¦[とyに39してÉたとÄå
るÃ諸説はÂるがÄ雪氷に対7る⼈間のÅ識の39を:)76îÄ±6は「æ（Ç）雪」「é
雪」「利雪」「É（Ñ）雪」のr段階ÁÖSさ6るÃ�{（2006.2）はÄ雪害はÜuÐとá
à6ら6ていたUmの¦[を「âä的雪害」の¦mとãしÄ⼈Äの雪に対7る⾒⽅を「Çめ
る」とÏå「Ç雪」とÖしたÃ·⽅Ä}å（1987.3）はÄÕ6を⼈間が¡çにé~èê応
してë冬した「æ雪」¦[ÁÂ»たと説l7るÃいè6に~よかéて冬季の雪氷はÄ⼈間に
と»てæåるíÉ対象ÁÂ»たÃKたÄ雪氷はS[においてç地域住⺠の⽣活環境に実害を
1åるÐけÁなくÄ社会YÈ活動KÁç[害しているためÄO雪地PはUVÛÜがWX的と
8価さ6Ä条件不利地域にN定さ6たとíåら6るÃ 

¡ç科学の分{ÁはÄ雪氷の ì研究Ç災害防除へのî学的研究（中村 1997.12）に⾒
ら6るよaにÄ⼈間はpøにïるñóな雪氷研究をSじて雪氷防災にB組みÄô災を#»た
òý的な⼿段をnoしてÉたÃôö（1995.õ）はÄÕaした雪害への対ìの構úを「é雪」
としÄさらに·歩進めてÄåI的に雪の利活⽤を促進7る「利雪」¦[がùÔしたと¼íて
いるÃ 

科学的な雪氷研究の成gのûåをYてÄ雪氷はäøにおいて観光にç利⽤さ6るよaに
な»たÃT界ü}雪 りの 1 éとさ6る「さ»¡Ñ雪Kéり」に[Öさ6るよaにÄ雪氷は
´Áは地域YÈの活性化に©ª«$な観光資源として位置づけら6ているÃÕのよaな¢
(をáけて�{（2006.3）はÄS[Áは雪国のÅ性Ç£DjスタDルが¤8価さ6Ä±の
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¥らしの¦的な>かさを⾒出7<しい「É雪」の¦[が§⽣åたとÄ¨7るÃ 
©äÁはÄ雪氷災害をÖÕ7¡çS象KÁç観光活⽤している)*が⾒ら6るÃ*åîÄ

ª«¬­®e¯市の「地°雪±アー」ÁÂる（², 1997）Ã地°雪はÄとÉに地域住⺠の⽣
uを³a´象S象ÁÂりÄ+⽅Jのt地域にと»ては条件不利環境ÁÂるとÏåら6るÃし
かしÄ地域関係/による「µ¶のÛ·」をÉ»かけにÄ地°雪は観光資源として活⽤が促進
さ6Ä冬季の地域づくりに©ªしているÃ¸くíÉÕとにÄ観光客はÄ地°雪の?d¡?に
価値を⾒出し±アーに¶¹しているÃÕ6はÄ地域がºåる条件不利環境を:客«$な観光
資源に¶»さ~た¼*ÁÂるとÄåるÃ 

しかしÄ条件不利環境を観光に^|活⽤7るÕとÁ地域づくりに©ªしていくためにはÄ
Õ6KÁのよaな地域関係/らによるµ¶のÛ·Ç½%のE要性とい»たいわ5る¾¿論
をÀåてÄ戦略的ÁÁ⽤性のñいD?の⽅ìの,@が求めら6るÃ 
 
（2）研究の⽬的 

±ÕÁ本研究はÄ地域に1åら6た条件不利環境をÄáÂ7íÉ「環境」としてÁはなくÄ
ÇÉかけるíÉ「資源」として対象化しÄ地域が±6を観光活⽤していく·Ãのhiを観光
資源化プロWスとrÄÄ±の活⽤促進メカニズムを解l7るÕとを⽬的としたÃ±のため本
研究ÁはÄ+⽅J地域のÛÜを[害し不利な条件とさ6る雪氷を環境に^7る地域Ä±して
±6を観光活⽤7る「雪氷観光」の創造)*をCな分析の対象と7るÃ 

Õの条件不利環境の活⽤促進メカニズムの解lにÂたりÄ本研究ÁはÝÞの 3 éのD?
的な⽬的をý定したÃ1 é⽬はÄ「雪氷観光」の定義づけを試みÄ±の²性分析から「雪氷
観光」を類s化7るÕとÄ2 é⽬はÄ本メカニズムのu$分析に づいて条件不利環境の観
光資源化プロWスの²³をlらかに7るÕとÄ±して 3 é⽬はÄ本メカニズムの応⽤«$
性と´µの¬題をlらかに7るÕとÁÂるÃÕ6らの⽬的解lに¥け本研究はÄCに資源論Ä
 ì的なマーケティング論Ä欲求段階説Ä±して社会科学技!論（&'&）を適Å⽤いて分析
しÄ⽂化Ä科学ÄÅ⼈Ä社会の 4 éのÜÆから動的な観光資源化プロWスの諸相をlらかに
したÃ 

本研究はÄ「雪氷観光」の創造をÄµ¼7る「潜在資源」としての雪氷が観光活⽤さ6る
·Ãの要Çのu$のÛ動とÏåるÃÕの·Ãの要Çのë?としての本メカニズムÁはÄ⽂化
と科学の両à域における価値創造アプローチの相}~⽤|gが±の観光資源化に©ª7る
Êに½⽬したÃさらにÄu$のÛ動とした観光の「創造」といa語はÄÝÞの 2 éの条件が
Èたさ6た状態とÉ定7るÃ先èÄ地域が観光対象としての潜在資源の価値創出をSじて活
⽤を促進7るÕとÃ=にÄÕの地域内Êに¥けた価値のË求によ»て潜在的な観光欲求がÌ
Öさ6るÕとÁÄ観光/が顕在的に観光資源を消費7るÕとÁÂるÃ条件不利環境をÖÊと
7る「雪氷観光」創造はÄÕのよaに地域と観光/のÍ⽅に潜#Ä観光に対7る創出と消費
の両欲求のr応的なÖ出と実zÁÂると本研究はíåるÃ 
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（1）研究の⽅法と⼿段 
 ÝËの⽬的Îをx成7るためÄ本研究は条件不利環境の観光資源化に づくÏ+の)*
分析をSじて活⽤促進メカニズムをlらかにしÄ±の·¾化を試みるÃ±のÐÄ本研究Áは
「雪氷観光」に関7る)*調査をCに実ÑしたÃKたÄ雪氷ÝÊの条件不利環境の)*調査
çÕ6に¹å実ÑしたÃ±の理由はÄ条件不利環境±のçのをíし;い5{ÁÏåるÕとÁ
ÂりÄ「雪氷観光」の)*分析の位置づけがよりlnになるとíåたからÁÂるÃ 
 
Ò「雪氷観光」に関7る調査 

Ó/はÄÕ6KÁ) 10 øにïりÄ国内Êの+⽅Jにおける冬季の観光MNの諸相を研究
してÉたÃ±の内Âを}.76îÄ地域の雪氷活⽤による観光の創造プロWス調査とÄ多様
な冬季観光のB組みの実態調査ÁÂる（Ö 0-1）Ã 
 

Ö 0-1 本研究の Ôとなる調査の概要 

 
出®）Ó/~成 
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「雪氷観光」の定義づけはÄ+,道内の 179 ä市町村における冬季の観光のB組みの分
析からÕめたÃKè観光学の5ÊからÄõ⾏⽬的.に観光形態を分類7る（社）Å本観光Ö
会（1999.322）ÄおよÄ×ØÙ（2011.28）Ä（Ú社）Å本観光MNÖ会Ù（2013.32）な
Îを¶ÛしたÃ本研究はÄÕのカテÜ1ー分けに づく冬季の観光形態の類s化とÕの道内
調査fgへの適⽤«$性を分析したËÁÄ観光⾏動学Çõ⾏/⾏動の⼼理学を&論7るÝ
ò（1995.46-82）ÇÞÄß（2000.27-179）を¶ÛしÄ「雪氷観光」を実z7る観光/の
⾏動因⼦を抽出したÃ 

·⽅Ä雪氷学の5ÊからÄ観光対象となる雪氷の分類を試⾏したÃ雪と氷に係るc¦・S
象を分析7る（Ú社）Å本雪氷学会（2014）Çàò・ñá（2017）による雪Ä氷Äâã雪
氷にかかる分類NäにåいÄ本研究はÕ6をæ分化したÃ¹åてÄ科学的解説に雪氷S象の
çèといa観光要ÇをBりà6たñá・éê（2016）をëì的にí⽤しÄä?を?系化し
たÃ 

Õの分類Öに対しÄ本研究はÄÕ6KÁの研究調査からtî雪氷の観光利⽤状況を8価しÄ
Ëï観光⾏動因⼦とð合して分析したÃÕÕÁlらかにな»た多様な雪氷のî類とÄ±6を
ñÓ・間Ó消費7る観光⾏動因⼦の組合~による観光形態の²³に½⽬しÄ本研究は「雪氷
観光」のz{を²定して定義づけを試⾏したÃ 

「雪氷観光」の創造プロWスにéいてはÄ条件不利環境からの観光資源化を実Sした国内
と,Êの 2 éの)*を分析したÃòホー±óôõ地域の+,道-.市の(氷観光とÄ£ö
プ£ン÷地⽅のスEFーデン・GルH市にÂるアDスホテルÁÂるÃ両)*に対しÄ本研究
はKè地域関係/のB組みに関7る調査fgをøÖ化しÄ雪氷の価値形成hiを段階.に
ø分ÁÉるかÎaかを分析したÃ 

=にÄ活⽤促進メカニズムを分析7るためÄ本研究はÄ資源論と ì的なマーケティング
論をð合したjHームùーóをú⽤したÃとくに資源論ÁはÄûンマーマン（1985.25）
が@7資源化の要因としての「⽂化的な欲望」と「科学技!を"#$%」を分析のüとして
í⽤しÄ⽂化と科学の相}~⽤|gに½⽬したÃ¹åてマーケティング論ÁはÄ条件不利環
境の活⽤促進に対して地域内Áの^⽤性がÅめら6たDンターHル・マーケティングにé
いてç分析したÃ 

なお本研究はÄÝÞに¼íる+,道óò町の)*を"めÄCに¦的調査を実ÑしÄ調査内
Âの客観性Çýþ性をñめるためÄX£Dアンÿ!Hーûüン（EOF・j1öó 2011.
543）によるÏ+の"@源を調査7るといaíå⽅にå»たÃ*åîÄ⽂ªÄメディアÄE
F#サDXÄ関係/0ア1ングÄÅ.Dンタ\!ーÄ±してjィール÷ùーóなÎÁÂるÃ
KたÄ道内 179 市町村調査ÁはÄÕ6らに¹åDンターネöX¿$を実ÑしたÃ 
 
%+,道óò町の)*に関7る調査 

雪氷ÝÊÁはÄÕのóò町çÄ条件不利環境を観光資源化しÄ±の活⽤促進をSじて観光
KLづくりを成&さ~た)*ÁÂるÃÕの選定理由は='において@7がÄÓ/はÄ2016
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(2018 ø度（2021 ø度はj)ローアöプ調査）にïるóò町からのá*研究V+をSじて
ÝÞの調査を⾏»た（Ö 0-2）Ã 

 
Ö 0-2 óò町の)*調査の内Â!

 
出®）Ó/~成 

 
調査のCな²³としてはÄ«$なz{Áóò町⺠を対象として0ア1ング調査Çùーó

ûüöプを実ÑしたÕとÁÂるÃÕのÕとからÄ観光KLづくりをãåる町⺠の意識を,-
しÇ7くなりÄ±のËÁÄóò町による観光KLづくりのÛÜプロWスと町⺠の関わりをと
くに分析したÃÕの内ÂにéいてはÄ第.章Á/¼7るÃ 
 
（2）調査対象の選定理由 
Ò「雪氷観光」に関7る調査対象 

先èÄ「雪氷観光」創造プロWスの調査対象の選定理由はÄ両)*とç条件不利な雪氷の
lらかな価値¶»を0a観光資源化に成&した)*ÁÂるÕとによるÃ-.市の(氷はÄ地
:Áはかéて「1い2c」とrî6Ä3VをC要UVと7る地域の社会ÄYÈÄ⽣活に対し
て実害を1åていたがÄäøÝ4は観光資源としてÅ5さ6Ä地域YÈへの©ªを関係/Ç
地:住⺠らが8価しているÃ·⽅ÄGルH市のアDスホテルはÄ雪氷Á造ら6たホテルの氷
ûlにÜ67るといaÄ±6KÁ7çÛ·しなか»た創造cを実SしÄ58度のñい観光資
源にKÁÛÜさ~た)*ÁÂりÄ2 )*とç資源の価値¶»を図»たといa意�において顕
bな)*とÄåるÃ 

さらにÄ両)*における雪氷の活⽤促進はÄ9なる:いéÉÁはない地域関係/のC?的
かé£¤的なÇÉかけによるçのÁÂるÃÕ6は+⽅J地域に¥ら7⼈間のlnな意図に
çとづく資源化ÁÂるためÄ́ µÄ;く地域関係/に対して©ª«$な活⽤促進メカニズム
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の要ÇÇ¬題を抽出して分析ÁÉるÃ 
=にÄ多様な形態Á実zさ6る「雪氷観光」の定義づけを試みるに3たりÄ道内ä 179 市

町村の冬季観光)*の実態調査を⽤いたÃ±の選定理由と;3性にéいてはÄKè)p⼈か
ら)vio⼈にわたるt市町村の⼈óÉ<の多様性がÂるÃKたÄたとåî「さ»¡Ñ雪K
éり」はÄµ¼7るよaにT界©âのアDスホテルの½·にxyを¨=しておりÄ国Ð雪合
戦Ç国Ð雪>ネ選⼿?は,Êからの¶¹を促進しているなÎÄグローßルにS⽤7る多く
の)*を@"7るÕとがÂるÃさらにÄ̂ .町のしî6jFスティßルに[Öさ6るよaにÄ
±の「<ö性」が客観的にÅめら6るB組みが多いといa性Aを"éÃ 

Õaした道内)*の多様性に¹åÄä国の市町村を対象と~èに道内調査に調査対象を
B»た理由はÝÞÁÂるÃ±6はÄhÒ 10 ø間の道Ê)*の調査をSじÄ*åî7形¬}
C村の地Æ出しDEなÎに[Öさ6るよaな<ö的なB組みは道ÊにçK在7るがÄÕ6
らのB組みから抽出さ6る⾏動因⼦はÄ道内 179 市町村調査から抽出した⾏動因⼦に7í
て"K6Ä±6ÝÊのçのはK在しないÕとをnÅÁÉたÕとによるÃ±のためÄ道内FK
)*の調査成gを分析7るÕとÁ「雪氷観光」の定義が«$ÁÂると判GしたÃ 
 なおÄ本研究はÕÕÁ「<É性」の語ÁはなくËï「<ö性」の語を⽤いたÃ「<É」と
いa語が「´KÁとはH»て<しい」意�ÁÂる·⽅Ä「<ö」といa語は「⽬<しくÄI
SÁないÕと」ÁÂるÃ本論⽂においてはÄ道内のtB組みÇ±の¯の)*がÄhÒにK在
したかÎaかにかかわらèÄJ創的かéK象的ÄéKりcLしいといa意�としてÕの語を
⽤いるÃ 
 
%óò町の)*選定 

O雪地PにN定さ6るóò町はÄかéては観光資源にMしくÄ¹åて冷害ÇN災によ»て
tö¤òO?にN定さ6るといa地域住⺠の⽣活にと»ての条件不利性がñな»ていたÃ 
Õaした状況の中Äóò町はÄ地域に多く¡⽣していた7#÷Eに⽬をéけてÕ6をùDン
づくりに活⽤しÄ「ùDンのKL」として58度のñい観光KLづくりにÛÜしたプロWス
を^しているÃ 

-.市の(氷と%様Äóò町はÄ±6KÁ価値がäく8価さ6ていなか»た地域資源をC
?的に活⽤促進しÄpøかけてåI的に観光KLづくりにBり組CÁÉたÃ±してÄfg的
にÄ±の資源が地域を象³7る観光地にな»たといa顕bな成&)*ÁÂるÃÝËがÄóò
町は調査対象として;3ÁÂるとíåた理由ÁÂるÃ 
 
4"# $%&'5678#
 
（1）先⾏研究の整理 

Kè「条件不利環境」の語を定義7るにÂたりÄÝ¼の「条件不利地域」に関Ã7る研究
を¶Û7るE要がÂるÃたとåîPß（2001）はÄ条件不利な中7間地域に位置づけら6る
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QR¬SâaTUe町を)*にÄグ1ーン・±ー1ズムのVàに づく地域づくりを分析しÄ
Kた}á（2002）はÄp{¬W村X7Yを)*にÄZ村?dなÎのルー£ル±ー1ズム!%#

の«$性と限界性にéいて論じているÃÕ6らはÄ地[UVと観光MNをð合して論じてい
るÊなÎに<É性が⾒ら6るçののÄöì論としてのíìに\K»ているとN]ÁÉるÃ 

¯⽅Äò[（2011）はÄ条件不利なLMに位置7るp^¬×値_町を)*としてÄ±ー1
ズム)VのÛÜ要因をデスティネーûüン・マネûメンXの5Êから抽出しておりÄ「±ー
1ズムの条件不利地」を「`要地に住#多くのõ⾏/をaÉéけるÐけの±ー1ズム対象が
K在~èÄかé`要地ÁÂる}b市からのRS条件にcK6ていない地域」と定義（ò[ 
2011.78）しているÊにおいてÄ本研究の条件不利性に@Aを1åるçのÁÂるÃ 

Õのò[（2011）による「条件不利地」はÄ×値_町といaLMを)*とした条件不利地
域と⾒ら6るがÄさらにd⼦（2010）はÄÕの条件不利地域をよりD?的に定義しÄª«¬
he®村とf本¬Yg市の観光のÜëにéいて)*研究しているÃd⼦（2010.144）によ
る条件不利地域とはÄ「⼈ÄがºくDメーûが¼KしいçのÁはない地域」ÁÂりÄ¯⼦h
iサDóルÑýのK在ÇÅ本r}Ú害のþéのYgjのÛk地として±6l6マDHスの
Dメーûを"た6るといaÄ観光MNに対しての条件不利性をçéçのÁÂるÃÕのd⼦
（2010）のíå⽅はÄËïò[（2010）に¹åてÄ本研究にと»てはí⽤«$なçのÁÂ
るÃ 

Õ6らのíå⽅に関ÃしÄスDスの観光地化にéいてíし/しく⾒6îÄmò（2011.
143）はÄ7nのo景はÄかéて「pq7íÉrs」から「tñなçの」へと3化したと¼
íているÃKたÄu村（2013.7-30）çÄÕ6と·?的にÄ7vをçéスDスç「不w快Á
xÑしくÄ{yと7らzじる⼈KÁいた」状態からÄ⽂学Çò{£なÎ多様な⽂化・|!を
Sじて}しいçのへと3化したと¼íるÃ¹åてÄu村（2013.13-14）によ6îÄ~´の
�CÐアルプス7中はÄfüのÄÅに適したQ地ÁÂるとíåら6ÄfüÇとホテルÉVk
よ»て「fü1ÑーX」地へとÛÜしてい»たÃÕaした·Ãの3化のhiはÄ本研究が½
⽬7る観光資源化プロWスに@Aを1åるçのÁÂるÃ 

·⽅Ä地域の条件不利性の構成要ÇにéいてÄ7Ö（2009.3）はÄ国内のYUVおよÄ
3村の条件不利性とはÄ⽣U条件Ä⽣活条件Ä±して法的にÉ定さ6たçのとしているÃさ
らにîÜ（2012.20）によ6îÄLM3Vの条件不利性にはÄÒ3[条件Ä%市[条件Äá
資本条件ÄàâÇ%条件Ä±してä=的条件（⽣活環境条件とtö状況）がÂりÄÕaした
社会的な条件不利性がLMのãå性Çç×性とñÏしÄ3Vのéæ性ÇWX性をÉ定7るÃ 

Õのよaな条件不利性のñÏに関しÄè⾒（2015.11-12）は「多ñ条件不利地域」にé
いて説lしておりÄ「².O雪地P」と「h4地域」がñなり合»た地域なÎを*に@して
いるÃÕのよaに⾒るñÏした条件不利性に¹åÄ本研究はÄ歴史Âる ôê の条件不利地域
のN定要件ç¶ÛしÄ本章 4 ëの⽤語の整理において本研究がía条件不利環境を定義7
るÃ 

=にÄ条件不利環境を観光資源化7るÝに⾏a対象化のÇÉかけにéいてÄ本研究はÄ資
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源化プロWスのマネûメンXのñ要性を論じる«ñ（2012）のíåをí⽤7るÃ«ñ（2012.
114）によ6îÄ対象化の段階とは「⼈Äとが地域の要ÇにìらかのÇÉかけを⾏a意¥を
çé段階」のÕとÁÂるÃ本研究ÁはÄ条件不利環境Ç±6を構成7るD?要Çに対しÄ±
6らを観光活⽤7る意¥を"»た段階ÁÄ活⽤対象を²定7るÇÉかけを対象化と7るÃ 

KたÄ対象化してçなお資源化にî»ていない段階にéいてはÄü<"@ëÛïñ会社ë
合研究®Ùb（2003）による「未利⽤資源」Áï¼さ6るíå⽅が^|ÁÂるÃÕの本の中
ÁÄ1<（2003.16）はÄ未利⽤資源を市[価値の観Êから「ó」「w」「ò」の 3 タDプ
に分類しÄ資源活⽤の)*ôöÇ成&要因を抽出しているÃKたÄ科学技!d資源調査会Ù
（1961.38）はÄ⼈間のÇÉかけに づく資源をÄ欲望Ç⽬的によ»て3化7る潜在的な
«$性をõめたçのとしたËÁÄ「潜在資源」の「顕在資源」化にéいて問題,ÖしているÃ
本研究はÕ6らの語にéいてç本章 4 ëにおいて整理7るÃ 

¯⽅Ä地域資源Ç±の活⽤に関7る先⾏研究ç多く⾒ら6るÃ[Ö的なçのとして⽬ú
（1990.3）はÄ地域資源を「地域に]定さ6Ä地域ëÛに利⽤«$な資源ÁÂりÄ;義に
はÄ¡ç資源Ä⽂化的資源Ä⼈îÑý資源Ä⼈的資源を"#」と定義7るÃKたË¼の1<
（2003.3）はÄ「地域内にK在7る資源ÁÂりÄ地域内の⼈間活動に利⽤«$なÄ^形Äù
形のÂら5る要Ç」と;い解ûをç»て±6をÏåておりÄÕaした;義のíåは本論⽂の
ü にô»たçのÁ¶ÛÁÉるÃ 

地域資源の活⽤にéいてÄたとåî¡ò（1988）はÄ±の国⺠利⽤を⾒Øåた先F的な¿
ÀをÕめておりǞ ⽅Ä¢ó（2014）はÄとくに条件不利地域における地域資源活⽤をZ村
MNのVンテóスXÁíì7るÃしかしÄÕ6らはCに国ìHùルÁの¿ÀÁÂりÄ地域の
関係/によるB組みに@Aを1åるçのとはな»ていないÃ·⽅Ä地域Hùルの地域資源の
観光活⽤ÁはÄたとåîGò（2011.27）がエV±ー1ズムの¿Àに づÉÄ観光の対象
と7íÉ地域資源の資源化には⼈間のÅ識とÇÉかけがE要ÁÂるとÄ¨しているがÄÕ
6はË¼の«ñ（2012）のíåと£~て本研究による分析の出ÛÊにÂたるÃ 

地域資源活⽤の戦略性にéいてÄuÜ（2016.186）はÄ地域が^7る¤位性ÇÄ²U¥
のñ¦¹価値化・§.化にBり組みÄÌ客%のÂる地域#£ン÷を形成7るÕとが|g的Á
ÂるとC¨しておりÄKたÄm7（2018.4）çÄ⼈Ç資本を©く地域のª%¥ËÇ#£ン
÷形成がñ要としたËÁÄ地域がBり組#íÉ¬題はÄ地:資源を適(かé£¤的に活⽤し
てR(⼈óの|}を#a地域Y«にÂると¼íているÃÕ6らのíåはÄ本研究が¿À7る
地域資源の価値創出アプローチにと»て¶íになるçのÁÂるÃ 

KたÄ第.章Á¿À7る観光KLづくりにおける地域内に¥けた価値wxのÇÉかけÄé
KりDンターHル・マーケティングにéいてはÄ観光地の住⺠のQ½と地域の¬2%を¿À
7る­®¯か（2019）が¶Û«$ÁÂるÃ±のËÁÄÕの枠組みにおけるD?の 4 éの活
動をSじた観光地の価値¥Ëを&論7るPß¯か（2017）を本研究はí⽤しÄÏ+の)*
を 第.章Á°±分析7るÃ 

¯⽅Ä第²章Á批判的に¿³7る観光資源論を⾒6îÄñá（2014）はÄ戦ÝからS[K
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Áの観光資源にかかる&論を?系的にKとめているがÄ多くは定義Ç分類に関7るçのÁ
ÂりÄ±の定義にéいてç未Ðにð·した⾒解は⾒ら6ないÃ´Ý（2017.188）はÄ観光
資源の8価は「観光客の¼みの問題」ÁÂるÕとを±のâ本的な理由とÏåÄµ¯（2007.
101）はÄ)V論と観光/による⾏動論といa¶なる 2 éの観ÊがÄ対象と7る観光資源の
解ûをÏ·にしているとN]7るÃ 

観光/Üの⾏動の意識にéいてはÄたとåîõ⾏/モチùーûüンに関7る研究がÂるÃ
ÞÄß（2000.31）によ6îÄÕのíå⽅にはÄ「¸¹º» ¼½¾¿ÀÁ（Û動要因）」と「¸¹ÂÂ ¼½¾¿ÀÁ
（Ìa要因）」の 2 éのÜÆがÂりÄ本研究は「雪氷観光」の²性のln化と±の価値8価
のために第.章ÁÕ6をí⽤しÄíì7るÃ 

ÕÕÁÄ観光資源論における雪氷の位置づけをnÅ7るÃKèàÃ（1997.7-51）はÄ観
光資源を¡ç的Ä⽂化的Ä社会的ÄUV的にr分類したËÁÄ雪氷S象の·ûを¡ç的資源
の´象カテÜ1ーに位置づけているÃ·⽅ÄÄò（2003.91-92）はÄ雪（ÇÅ）はǞ ÆÄ
ù形資源ÁÂりÄåÔはñÓ的な観光対象ÁはなくÄ「背景Ä環境なÎと·?としてÅ5さ
6Ä±6らと}いにëìしÂ»て観光|gをñめるといa¦¹sÄ|g-Çsの².な観光
対象」とさ6てÉたがÄäøの寒冷地ÁはÄ̂ 形資源と%様の観光|gをñÓ創出7るよa
にな»たと説l7るÃÕのñ要なN]にéいては第 2 章Á¿À7るÃ 

·⽅Ä雪氷学のà域においてはÄCにË¼のàò・ñá（2017）による雪氷の分類と定義
にå»たÃKたÄ（社）Å本雪氷学会+,道ãûýo 50 Èøï念ÉÙ:ÊË会Ù（2009）
はÄ雪氷研究の系譜をKとめておりÄÕ6に¦Ìし本研究はÄとくに中¢（1949Ä1994）Ä
¹Í（1969）Äôö（1984Ä1995）なÎによる雪氷の研究成gÇ雪氷学にかかる;z{な内
Âを¶ÛしたÃçLÑC(氷に関7るªò（*åîÄ1993）の研究はÄ本研究による)*分
析のQÎにな»ているÃKたÄÜÏ（2020）が科学技!と社会のÓ合à域Á^|性を¿À7
る科学技!社会論の枠組みç分析のjHームùーóとして本研究ÁBËÌたÃ 

Õの¯ÄÐÑ（1972）はÄ¡ç科学分{の雪氷の研究成gからÄたとåîスGーÒーにè
oé5⾒をôöしているÃÕのよaに⾒るæ雪・é雪から利雪・É雪への39にÓ合7るよ
aにÄ観光学の分{においてçÄスGーを"めた「スÔー±±ー1ズム」はÄ「⾒る」と「7
る」の両⾏動をÕiにà6た<しい観光形態としてÄ地域活性化と±ー1ズムUVMNへの
©ªといaÜÆから¿Àさ6ている（¯ò 2009.Ö）Ã 

さらにÄ雪国の5cを地域づくりに活か7「雪国学」を,×7る�{（2006.4）はÄ雪
氷と⼈間社会の関係性を分析したËÁÄ雪はØ2/からÅ性Âる地域資源に3わるçのと
N7るÃ¹åてË村（2018）はÄ「yÙ」「ÖÇ」「yz」「y⽣」「y創」をGーùー÷とし
て「雪かÉ」と地域づくりの繋がりを分析しÄ±の©ªを雪国における地域DÚùーûüン
とÏåているÃ本研究はÄÕaした除雪と地域づくりの関係なÎにéいてçÄ雪氷と⼈間の
関わりの·環として第þ章Á,-したÃ 
 ÝËのよaな関Ã7る先⾏研究の中Á本研究を位置づけた[合Ä¡ç科学と⼈⽂社会科
学の両分{がÓ合7るà域において「雪氷観光」創造の)*分析をおÕなaÊÄ±して条件
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不利環境±のçのを分析対象としÄ±の観光資源化と活⽤促進のメカニズムを¿À7るÊ
においてÄ±の½ÛÊのÜニーóさと社会への応⽤«$性は¯に類を⾒ないとÄåよaÃ 
 
（2）本研究の理論的枠組みと本論⽂の構成 

ÝËの整理からÄ条件不利環境の観光資源化と±の動的な活⽤促進メカニズムの解lを
«$に7る資源論をÄ本研究ÁíaCたる分析のjHームùーóに位置づけるÃÞÜ（2008.
9）はÄ資源を「ÇÉかけの対象となる«$性のÝ」とÞ%的に定義したËÁÄ±のÇÉか
けにはÄ「⽂化」Ä「技!」!&#Ä±して「ß度」がÂるとN]7るÃKたÄûンマーマン（1985.
13-25）はÄ資源を「)cKたはc¦のgたしaるu$ÄÂるいは±6が©ªしàるÇÉ」
とÄÞÜ（2008）%様にáâにÏåÄ「⽂化的な欲望」と「科学技!を"#$%」といa資
源化の両要因をln化しておりÄÕ6らは本研究による分析とíìのQÎになるÃ 

科学技!d資源調査会Ù（1961.37-38）はÄ⼈間のÇÉかけの5ÊからÄ資源を潜在的
な«$性をçé「欲望Ç⽬的によ»てçÄ3化7るçの」としたËÁÄ潜在資源の顕在資源
化には「⼿段⽅法が5ら6ているÕと」を条件としておりÄÕの「⼿段⽅法」はÄ本研究が
¿À7る潜在資源としての条件不利環境の活⽤促進メカニズムにã37るとíåら6るÃ  

しかしÄ%調査会による@AはÕの⼿段⽅法のK在のnÅのみに\K»ているÃ¹åてÄ
第²章Á/¼7るよaにÄFKの観光資源論はÄ9に分類論に\K»ているÃ 

å»てÄÞ%性のñい資源論をCな分析の枠組みに⽤いる本研究ÁはÄÕ6らのä的なí
å⽅とは·åをæしÄ条件不利環境を資源として活⽤促進7るメカニズムを動的な3化の
¯動%とÏåるÕとが求めら6るÃ±ÕÁÄたとåîGò（2009）Ç内ò（2010）が@7
よaな観光地に求めら6るマーケティングÇ#£ンディングの|gを¶ÛしÄªß（2008）
が@A7る「⽂化による#£ン÷構ú」ÄおよÄ「⽂化Û·のマーケティング」のÇÉかけ
が雪氷の観光資源化に1åる|%を資源論と£~てí⽤したÃÕ6に¹åÄ地域内に¥けた
活⽤促進に対して^⽤性がÅめら6たDンターHル・マーケティングにéいてçÄ地域Êに
¥けたエスóターHル・マーケティングと£~て第.章のíìに⽤いたÃ 

さらに本研究はÄ⽂化と科学をÓ合7る資源論のâçに位置づけら6る⼈間の欲求にé
いてçÖ象的に&論したÃ「⽂化的な欲望」にéいてはÄ⼼理学の5Êから è.é.マズロー
（1987）による­段階欲求階層説を⽤いて分析したÃ「科学技!を"#$%」にéいてはÄ
科学技!と社会©ªをéなÌる科学技!社会論の枠組みを⽤いてÄマズローの欲求階層説
とð合して&論したÃÕ6らのjHームùーóにéいてはÄ第²章Á¼íるÃ 

KたÄ「雪氷観光」の²性のln化にéいてはÄとくにÞÄß（2000）によるõ⾏/モチ
ùーûüンのíåをí⽤しÄ価値多様化社会における<ö性の8価価値に関7るíìは第
.章ÁおÕなaÃ 

ÝËのよaな「雪氷観光」の創造プロWスの)*分析に づく条件不利環境の観光資源化
とÄ±の動的な活⽤促進メカニズムを解l7る本論⽂ä?の構成はÞ図ÁÂる（図 0-1）Ã 

序章ÁはÄ研究の背景Ç⽬的を¼íÄ関Ã7る先⾏研究を整理しÄ本研究の位置づけを@
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しているÃKたÄ研究⽅法Ä理論的枠組みなÎを¼íÄ本研究Áía条件不利環境の語を条
件不利地域と°±したËÁ第êëにおいて定義しÄ±の¯のCな⽤語にéいてç整理7るÃ 

第 1 章と第 2 章ÁはÄ雪氷と⼈間の関わりの歴史をÕの分{の先⾏研究から整理7るÃ
第þ章の「雪氷と⼈間」ÁはÄ⼈間にと»ての条件不利環境といa⾒⽅からÄ±ç±ç⼈類
が寒冷地へと移動したYZととçに雪氷と関わりをçLÕめたhÒの歴史にéいてÄCに
⽂化⼈類学の5ÊからMりòるÃ±のµÄ⼈間がpøの科学的な雪氷研究によ»てé雪・利
雪を>進してÉたhiにéいてÄ雪氷学を中⼼とした先⾏研究をSじて,-7るÃ 

第²章の「雪氷と観光」ÁはÄ観光資源化の5ÊからÄ雪氷を⼈間が⽂化的に観光活⽤7
る諸相にéいてÄ観光学およÄ関Ã7る理論から整理7るÃ±してÄ道内 179 市町村の調
査fgの分析とíìから「雪氷観光」を定義づけÄ±の²性を分析7るÃ 

第ë章と第ê章ÁはÄ-.市におけるòホー±óの(氷観光とÄGルH市のXルネeの雪
氷活⽤によるアDスホテルの両創造)*にéいて実Ñした調査fgを整理しÄ ì分析を
⾏»たÃÕ6に づÉÄ第ì章ÁはÄ(氷観光とアDスホテルの創造に©ªした地域関係/
による雪氷の活⽤促進のB組み分析をSじてÄ¦間§による価値形成hiのø分けとÄ価値
創造アプローチのu$.による類s化にéいて分析を進めたÃ±の中ÁはÄ⽂化・科学の両
|%の相}~⽤|gとÄ⼈間による資源活⽤のÇÉかけのâçに⾒ら6る欲求の動的な%
学に½⽬しÄ⽂化Ä科学ÄÅ⼈Ä社会のrÜÆから分析したÃ 

第.章はÄÝËの分析fgのë合的íìÁÂるÃ±の中ÁはÄ⽂化・科学の両分{からの
「地域内」に¥けら6た価値y^のÇÉかけに½⽬しÄ「地域Ê」に¥けたÇÉかけとの関
係性のíìへとÛÜさ~たÃKたÄ雪氷Ç±の観光消費⾏動がçé多様な<ö性の8価§か
らÄ´µの「雪氷観光」創造に©ª«$なÄ動的な5Êからの<類s化にéいてíìしたÃ  

Kた%章ÁはÄ「雪氷観光」創造の意義を地域と地×環境の両Hùルから分析したÃ±の
ËÁÄ地×温í化といaîÆをÚåる´Ä本研究は雪氷のôí®uを「<たな条件不利環境」
とÏåñしÄ±の観光資源化にéいてçÄ本メカニズムの応⽤«$性を¿ÀしたÃ¹åてÄ
¯の雪氷Ç¯の条件不利環境に対7る応⽤«$性と限界性をlらかにしたÃ 
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図 0-1 本論⽂の構成 

出®）Ó/~成 
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°章ÁはÄ「雪氷観光」創造に関7る本研究の分析とíìを:)しÄ条件不利環境の観光
資源化と±の活⽤促進メカニズムをf論として@7ととçにÄ´µの«$性と¬題を@し
たÃ 

なおÄ本研究Á⽤いる「æ雪」「é雪」「利雪」「É雪」の·Ãの語にéいてÄたとåîÄ
「æ雪」mにÂ»たとさ6る寒冷地の先住⺠によるïðÁはÄ雪にñるòcのàóを活⽤し
ていた「利雪」の)*çÂる2Ä実態として±の39は9ôな·⽅¥の移⾏ÁはないÃしか
しÄ雪氷研究分{におけるÕの定説を⽤いたËÁÄ本研究はÕの39に対しÄ±6l6のÅ
識がñな»てy在7るといaÜÆçíõして分析を進めるÃ 
 
9"# :;'<=#
 
（1）条件不利環境と条件不利地域 
 Ý¼のè⾒（2015）が多ñ条件不利地域を説lしたよaにÄ3¦の-.市Çóò町はÄ多
ñの条件不利性をºåていたとíåら6るÃ±6はKè観光資源にMしいといa観光にと
»ての条件不利性ÁÂりÄ¹åてÄたとåîóò町はÄ±ç±ç条件不利地域のO雪地PÁÄ
さらに冷害2の¡ç災害によ»てtö¤òO?にN定さ6たといa地域住⺠の⽣活にと»
ての条件不利性がñな»ていたと⾒るÕとがÁÉるÃ 
 しかしÄÕÕÁö調したいのはÄóò町Ç-.市はÄ条件不利地域ÁÂるにçかかわらè
本研究Áは条件不利環境とÏåて分析7るÕとÁÂるÃÕ6はǞ の)*地域を"めて両語
の概念にはñなるû分が⾒ら6るÕとによるÃ±ÕÁ本研究はÄÝÞに両語を整理7るÃ 
 先èÄ条件不利「環境」と条件不利「地域」をíåるËÁÝ,となる「環境」の語にéい
て本研究ÁはÄ?<（1997.3）による「C?のK在にかかわるさK÷Kなî類のÊ的要Ç
のë?」の定義を⽤いるÃÕの「C?のK在」とはÄ地域に住⺠が住CÁいる状態ÁÂりÄ
±の⼈間をBり{#環境のÕとをN7Ã⼈間の住Kないøùのúû地PÇI+のI寒地P
の¡ç環境2は"KないÃå»てÄ本研究がú⽤7る「環境」はÄ「地域」の⼈がySして
xyをáけるÂら5る要Çのë?Ç状態となるÃ 

±して本研究がÄ条件不利環境の語を⽤いÄ先⾏研究にみら6る条件不利地域の語を⽤い
ない理由はÝÞÁÂるÃ7なわLÄ条件不利性をPÄた対象を「地域」としてü»て研究対
象とした[合Ä±Õにr在7る多様な要Çが分析対象としての性Aをýþに7るÕとによ
るÃ条件不利環境を^7る地域においてÄ±の中に"K6る条件^利性をçé要Çにéいて
はÄíìにE要な².な[合2を除ÉÄ分析の対象とはしていないÃ±のËÁÄ条件不利地
域といa語にéいて整理を進めるÃ 
 条件不利地域といa概念はÄôê のZVöìの歴史の中に⾒ら6るÃÿ¡（1999.121）
によ6îÄとくに7n地域を対象としたZV活動の²!性（不利性）への"õといaü を
çéöìのÛ#はÄ1949 ø3¦の ôô¨ ýo条)に⾒ら6るÃ¦をYて 1975 øÄ条件不利
地域の分類ÇN定要件なÎが,@さ6Ä¡ç地理的な不利性に対7るë$ß度がß定さ6
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た（ÿ¡ 1999.122）Ãíし/しく⾒6îÄ1988 øÄÕの·ÃのöìはÄたとåîëÛが%
6ている地域ÇîVの&'によ»てxyをe»た地域なÎ 6 éの条件不利地域をN定しÄ
±のfgÄÕ6らの地域は()の構造 *から:中的に+資をáけら6るよaにな»たÃÕ
の 6 éの内に「⼈óó度がI#に,い地域」は"K6Ä本研究ÁíaスEFーデンÄおよÄ
jィン£ン÷の+û地域がÕ6にN定さ6ているÃ 
 Õaした歴史的な背景を-KåÄ本研究における条件不利地域の語の理解としてはÄÝ¼
のò[（2011.78）による「`要地に住#多くのõ⾏/をaÉéけるÐけの±ー1ズム対
象がK在しない」条件不利地域ÇÄd⼦（2010.144）による「⼈ÄがºくDメーûが¼K
しいçのÁはない」観光のÜëにと»ての条件不利地域のíå⽅をとるÃ 
 しかしÄË¼のよaにÄ条件不利地域と条件不利環境のt語にはyS7るÊがÂるÃ±Õ
ÁÄÕ6を,-7るためÄ両語の相HÊとyにKとめたçのがÞÖ 0-3 ÁÂるÃ 
 

Ö 0-3 条件不利環境と条件不利地域 

 
出®）Ó/~成 

 
Ö 0-3 からÄ条件不利環境ç条件不利地域çÄ条件の性¦はwÄéKりマDHス8価ÁÂ

るÃKたÄ両語とç¶なる不利性がñÏしÄより.`な多ñの条件不利性となる«$性をç
éÃ±6はÄË¼した².O雪地Pとh4地域の両N定をáける[合なÎÁÂるÃ 

·⽅Ä相HÊとしてはÄ条件不利と8価7るC?のHいがKè/Ìら6るÃ条件不利地域
はÄÕ6KÁ⾒たよaにCに国がN定7るçのÁÂりÄå»てÕの8価はÄ地域にと»ては
·0Áá動的ÁÂるÃ±のためÄ国がN定を解除しない限りÄ決めら6たÕの状態が3わる
ÕとはùいÃ 

対して条件不利環境の8価C?はCに地域ÁÂるÃCにÄとしたのはÄ*åîÓ/のよa
な研究/ç"K6るからÁÂるÃå»てÕの8価は$動的ÁÄ8価対象の状態に合わ~áâ
になるÃ±してÄçし条件不利性が12さ66îÄ±の環境は3わるÕとになるÃ本研究が
½⽬7る観光資源化はÄ条件不利環境がÕのよaに3化した状態をN7Ã 

なおÄ不利性Ç^利性のr在にéいてはFに¼íたSりÁÂりÄÕの相Hに づÉ本研究
はÄよりr在性のíない条件不利環境の語を⽤いるÃKたÄ条件不利環境ç条件不利地域çÄ
条件不利性を構成7る要ÇはÄySして^形かù形の形をとるÃ本研究は分析の対象を^形
に7るがÄ·¾に条件不利性にはù形ç"K6るÃ 

ÝËのよaに整理したËÁÄ本研究は両語にyS7る不利性のñÏに½⽬7るÃÕ6に関
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してはÄたとåîS（2019.9）による「住CÁよし36てよし」をS[的な¢(と76îÄ
±の4µとçÄåる観光と地域の両⽅に対7るvñの条件不利な状況ÄéKりóò町Ç-
.市のよaな条件不利環境をç理解したËÁBりíaÕとと7るÃしたが»て本研究ÁはÄ
分析対象と7る条件不利環境をÕÕÁ·ñとvñの 2 éの状態ÁÏåるÕととなるÃKè
·ñの状態とはÄd⼦（2010）ç@7よaな観光MNにと»てのみの条件不利環境ÞにÂ
る状態ÁÂりÄª%的な観光資源にMしい状況ÇÄかéてのスDスの)*のよaにÄÈ{に
マDHスのDメーûを"た6ているよaな不利な状態をN7Ã 

±してvñの状態とはÄ観光MNËの不利性に¹åÄ地域の⽣活環境Ëの不利性がñな»
たçのÁÂるÃÕの⽣活環境Ëの不利性にはÄtöm5Ç⽣Vへの実害2の¯にÄ寒冷のよ
aな6?・⽣理的なÜÆにおける不利性ç"K6Ä本研究はÕ6をñ57るÃ寒冷の57と
いa⼈間±のçのにと»ての条件不利性にéいてはÄ第þ章Á/¼7るÃ 

çLÑC両状態にÅめら6る環境Ç対象化したçのの条件不利性にはÄ9ôなvñ構造
ÐけÁはなくÄ±6l6にö8が⾒ら6るÃしかしÄÕの定義において本研究が「雪氷観光」
の創造)*をCな分析対象と7るのはÄ寒冷を"め多様にñな»た条件不利性が©ç.`
とíåら6る環境ÁÂりÄ本研究による活⽤促進メカニズムのÁ⽤性はñくなるとíåた
からÁÂるÃしたが»て本研究はÄÕÕÁ定義づけたvñ構造の条件不利性にÉÊをÂてÄ
分析とíìを⾏aÃ 

ÝËのよaな両語の整理に づけîÄたとåîd⼦（2010）による条件不利地域のhe
®村はÄ本研究がÕÕÁ定義した条件不利環境にã37ると⾒るÕとがÁÉるÃ±6はÄd
⼦（2010）に づく8価Ç定義はÄ国ÁはなくÄ地域の状態を,-7る研究/によるçのÐ
からÁÂりÄKたÄ観光にと»ての不利性といaô9な性¦を分析対象としているからÁÂ
るÃ 

さらに観光ëÛがÛÜした状態はÄ国のN定解除とは¶なる3化と⾒るÕとがÁÉるÃå
»てÄÝ4の本論⽂においてÄd⼦（2010）Çò[（2011）による条件不利地域のíå⽅
はÄ本研究による条件不利環境の定義に"K6るçのとしてíaÃ 

 
（2）観光資源化と価値形成 
 本研究がBりËÌる「雪氷観光」創造においてÄ条件不利環境としての雪氷の観光資源化
プロWスと±の価値形成プロWスはÄ相}に関係し合いÃ動した3化を0»ているÃå»てÄ
本論にàるÝにtà域Á⽤いる±6l6の⽤語を関Ãづけて整理した（Ö 0-4）Ã 

Ö 0-4 中の観光資源化のà域においてÄ出ÛÊにÂる雪氷はÄ条件不利環境に位置づけ
ら6るÃÕ6は資源化さ6るÝの状態ÁÂ»てÄ±の«$性をõめた潜在資源とÖSÁÉるÃ 

=にÄ±の観光活⽤のために条件不利環境は対象化さ6Ä活⽤促進のÇÉかけが⼈間によ
»てなさ6Ä±のfgÄ条件不利環境（潜在資源）はÄ観光資源としての位置づけにùx7
るÃÕ6はÄ潜在資源に対して顕在資源とÖSÁÉるÃ 
 



! "#!

 
Ö 0-4 「雪氷観光」の創造に係る⽤語の整理 

 
出®）Ó/~成 

 
·⽅Ä観光資源化のà域における3化のプロWスと不«分な価値形成のà域ÁÄ出ÛÊに

Âたる条件不利環境はÄ⼈間がマDHスと8価7る価値をçé状況ÇK在として⾒るÕと
がÁÉるÃÕ6に対して⼈間が価値創造のアプローチを⾏»てÄ±のfgÄたとåî雪氷の
マDHスの8価価値はプ£スの8価価値へと3化していÉÄÕのùxÊを価値形成がx成
さ6た段階と本研究はíåるÃÝ4においてはÄÕ6らの⽤語を±のb度の&論のü に合
わ~てú⽤していくためÄ対応Öとして:めÕÕÁ,@したÃ 
 
（3）潜在資源と未利⽤資源 
 本研究はÄ条件不利環境を対象化したçのÁÄ活⽤促進Ç観光資源化さ6るÝの状態のç
のを潜在資源と位置づけるÃ 

Ý¼の科学技!d資源調査会Ù（1961.38）によ6îÄ潜在資源とはÄ4YÇ光Ä温度
なÎの´;的条件Ä地¦Ä<=Ä位置なÎの地理的条件Ä±してÄ⼈óの分>と構成Ç活%
なÎの⼈間的条件の 3 éÁ構成さ6Ä潜在資源を顕在資源に7るためにはÄ利⽤7るにà
る?と¦がK在7るÕとがE要とç@しているÃÕの·Ãの説lはÄたとåî「h4地」Ç
「O雪地P」なÎの地域VンテóスXにおける潜在的な条件不利環境の観光資源化の«$
性を問a本論⽂のü にÓ合7るとíåら6るÃ 
 しかしÄÕの潜在資源に関7る学!的な研究は⾒ら6ないÃ±ÕÁ本研究はÄÕの⽤語の
意�をlnに7るためÄ先⾏研究ÁÝ¼した1<（2003）による未利⽤資源の 3 éの²³
を/しく⾒るÃ1<（2003.16）によ6îÄóの未利⽤資源の²³は「ÎÕにÁçÂる」Ç
「²³がなく§.化がIJ」ÁÄòの±6は「ò@さ6ている」Ç「⾒Aてら6た」çのÄ
±してwの±6は「K在がBC」Ç「Dメーûがqい」çのÁÂるÃÕのよaにÄかéての
óò町の7#÷EÇスDスの7nはÄ±6l6óとwの未利⽤資源と⾒るÕとがÁÉるÃ 

·⽅Ä雪氷に関しÄ1<（2003.20）による分類Öを⾒るとÄO雪ÇI寒Ä地°雪なÎ
はÄ「地域的な´;条件」にã37るwの未利⽤資源にD7とさ6るÃしかしEnにはÄò
ホー±óの(氷はたしかに3VをC要UVと7る-.市Áは1い2cとãさ6た¯Îwの
未利⽤資源ÁÂ»たがÄさ»¡Ñ雪Kéりの創造の源Fとな»た中⼼Gの}Sりの雪Aて
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[の雪はÄ±の状態からòの未利⽤資源Ð»たとíåら6るÃ 
KたÄアDスホテルの創造に活⽤さ6た£öプ£ン÷地⽅のXルネeの雪氷はÄ±6¡?

は(氷のよaに地域住⺠にマDHスのxyをñÓ1åるçのÁはなか»たためÄ%じ雪氷
ÁçÕ6らはóの性¦にäいçのとして⾒るÕとがÁÉるÃしかしÄçLÑCÕ6らäての
地域はÄvñ構造の条件不利性環境に置か6ているÕとはË¼のSりÁÂるÃå»てÄÕ6
はÄより.`な条件不利環境においてÇÉかける対象の不利性のö8の問題ÁÂるÃ 

いè6にしてçÄ本研究におけるÝËのよaな整理のÝ,はvñ構造の条件不利環境Á
ÂりÄ±6を対象化したçのが観光にと»ての未利⽤資源ÁÂるÃ±して%¦にÄÕ6は観
光にと»ての潜在資源となるÃ 
 
（4）資源と顕在資源 

本論⽂のü を-Kå6îÄ顕在資源ÄKたは資源の語にéいてはÄç義よりç;義の解
ûがE要ÁÂるÃ±の理由はÄ本研究がía資源は8価価値が3化7るからÁÂるÃ 

内H（2014.18-19）はÄ資源と⼈間の関わりといa;いテーマÁ資源をä的にÏåる®
I性を@したËÁÄ「⼈間の活動の中ÁÄ動的ÁÂるととçにÄ⼈間の⽣活に動的な%をJ
K7るçの」として資源をáâにÏåているÃKたÄ1<（2003.3）はÄ地域内にK在7
る資源を「^形・ù形のÂら5る要Ç」としÄ±の«$性を;ÌているÃ地°雪ÇI寒のよ
aにÄたとå·¾的にはマDHスの8価価値とさ6る対象ÁÂ»てç観光に活⽤さ6る資
源となりàるためÄ本研究はÕ6ら;義の解ûをã"7るÃ 

さらにÄË¼のÞÜ（2008.9）Çûンマーマン（1985.13）çÄ±6l6資源を「ÇÉ
かけの対象となる«$性のÝ」Ä±して「)cKたはc¦のgたしaるu$ÄÂるいは±6
が©ªしàるÇÉ」と定義しているÕとからÄ資源の語のz{は|¨的ÐとÏåら6るÃÕ
aして⾒6îÄ資源は⼈間のÇÉかけに応åてく6る)cKたはc¦のu$ÇÇÉといa
;い解ûが«$ÁÂりÄ条件不利環境ç⼈間のÇÉかけ=第Á観光資源化さ6る«$性を
顕在化ÁÉるçのとíåら6るÃ 

本研究ÁはÄÅÄの潜在資源の活⽤促進のB組みに対7るrãをÄ±のVンテóスXに応
じて「LL資源化」といaÖSにしているÃÕ6は資源論に づく⽤法ÁÂりÄ*åîMる
潜在資源の活⽤促進の⽬的が観光活⽤ÁÂ6îÄ±6を観光資源化とrNÕととなるÃ 
 ©µにÄ資源に関してÕÕÁOさåるíÉÊが 1 éÂるÃ±6はÄ第 2 章Ý4においてÄ
本研究は「雪氷資源」といa語をú⽤しているÕとÁÂるÃÕ6はÄ雪氷学から⾒るc¦的
な雪氷ÇÄ±のS象をNしておりÄ±6は多î多様ÁÂるÕとが第²章ÁnÅさ6ているÃ
±の多様な雪氷の中にはÄPóにÄåîÄ未Ðに資源化さ6ていない潜在的なçのçíなか
らè"K6るがÄ本論⽂においてはÄQÔ的に顕在資源化さ6る«$性をçéといalnな
意図をç»て「雪氷資源」の語をú⽤しているÃ 
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（5）⽂化 
 条件不利環境の活⽤促進メカニズムにおいてÄ本研究は⽂化と科学の両à域における価
値創造アプローチに½⽬7るためÄ両語をÝÞに整理7るÃ 

Kè⽂化にéいてはÄ多くの解ûがK在7るÃ±ÕÁÄ}枠としてÜネスVによる定義を
¶Û76îÄ⽂化とは「²定の社会Kたは社会:Oに²^のÄ¾¿的Äc¦的Ä5的Äz"
的²³をÂわ~たçの」ÁÂりÄ「|!・⽂学ÐけÁはなくÄ⽣活様ñÄy⽣の⽅法Ä価値
観Äwð¨ÄýRç"#çの」!'#ÁÂるÃ   

⼈類学/タD£ーによるâä的な定義にはÄ「⽂化とはÄ±の;い⺠族É的意�において
はÄ5識ÄýRÄ道SÄ法0ÄTU±の¯Äおよ±⼈間が社会の成ËとしてÄòàした$%
ÇVEのÄ±6らのÏ合的ä?ÁÂる」とïさ6ている（W{ 1979.3）ÃÕのよaに⾒6
îÄ⽂化はÄ·定z{の社会Ç地域住⺠にyS7るìか²^のçのとい»た意�が"K6る
ÕとをnÅÁÉるÃ 

資源論の5ÊからÄûンマーマン（1985.242）はÄ⽂化を「⼈間が⽬的x成にJ7るた
めにÄ¡çのXYAÄおよÄ%意ZといaíÙのÞÁ⽣UしたÄÂら5る[置Çú組みのë
\」とÉ定したËÁÄ「地×Ëの]P地⽅Ç^寒地PÁ⽣ÉていけるのçÄ⽂化のお_」と
@AしておりÄÕ6ç}枠ÁはÂるçののÄ寒冷地における雪氷の⽂化的な資源化のü に
Ó合7るÃ 

KたÞÜ（2008.21）はÄ⽂化は「Í`のTUÇルール」ÁÂ»てÄ⽂化には「5識Ç欲
望へのa¥性とい»た資源化の⽅¥をÉ定7る」と¼íているÃ±のÞÜ（2008）がa⽤7
るb{（2000.8-11）はÄ「²定の地域条件にocしながら形成さ6るX⼈Äの⽣ÉるîdZ
の:Kり」を⽂化と7るÃ資源論においてÄ⽂化は資源化のhiに"K6るñ要な要Çとさ
6ているためÄ⼈間のÇÉかけに づく本¦的なíåはÄ本研究の分析のQÎとなるÃ 
 ¯⽅Ä「⽂化の%」によるカルチ!£ル・マーケティングの^⽤性を¿À7るªß（2008.
38-48）はÄ⽂化を「価値判Gの Z」としたËÁÄ「価値意識を~るモXÄÂるいはÅ分Ä
Qeが⽂化」ÁÂりÄ⽂化を除いてはìかの価値Ç意�を決めら6ないとKÁN]7るÃ 

ëàしてÄ⽂化⼈類学/のスチ!アーX（1993.21-22）によ6îÄ~kのfgh6iはÄ
⽂lがIj・合理的なçのに対して⽂化は不合理なçのÁÂりÄ「²定の:O（たとåî⺠
族）においてのみS⽤7る²!なçの」ÁÂ»てÄIjÁはないとしているÃÕのよaな⾒
⽅はÄË¼した地域社会にìか²^のçのとい»た⽂化の²³をã"しているÃÝËの整理
から本研究はÄ地域の「]^性」をñ5してÄ⽂化の語を⽤いるÃ 

 
（6）科学 
 ⽂化に対して科学の²³はÄ客観性ÇIj性Ä±して合理性をçéçのとしてíåら6て
いるÃたとåîマöóス・EFーßーが&論したよaにÄ科学は「客観的ÁIj的な法Æの
Ù求」ÁÂるとした（kÅ 2016.l）Õとからç;3な⾒⽅ÁÂるÃ客観性にéいてはÄ
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<ËamのEFーßー研究による「価値判Gn除」のíåを¶Û7るÃ<Ë（1967.174）
はÄ「本Ô科学といaçのが)実Å識±のçのにたèさわるçのÁÂりÄ¡¢の価値z"に
,わ6èに)実を)実としてÅ識7る%をÅa」Õとが科学にoわる研究/の義+ÁÂる
と説l7るÃ 
 ⽂化%様Ä資源論の5Êからç科学の解ûを⾒6îÄûンマーマン（1985.84）はÄ「科
学的⽅法はÄo³による³lがE要」としたËÁÄ科学は「ÅÄの⼈間のpÊと分Lさ6る
といa意�ÁÄXqÅ性的ZÁÂる」と¼íるÃ「qÅ性的」といaÖSはÄ客観性と%¦の
çのとíåら6るÃûンマーマン（1985.83）がÕÕÁqÅ性的としたのはÄr対にÄY
d法Æに づく技!が²定の⼈間に²^なÅ性と不«分ÁÂるÕとを-KåたçのÁÂるÃ
Õaした&論から本研究はÄ⼈間のYdのûåÇ技$に づく技!はÄ 本的に科学Áはな
く⽂化のà域にD7るçのとしてÏåるÃ 
 ·⽅Ä科学技!はÄ科学のà域にD7るçのとして本研究はíaÃsÏ（2020.22）はÄ
S[は科学と技!のø.がýþにな»ているとしÄ±の背景には「科学のäsが4理t求を
îË価値と7るXc理学ZからÄ4理t求に¹åÄ社会的ÄYÈ的^⽤性をuávåたwi
科学Ä£DjサDエンスÄ"@技!とい»たX科学技!Zとrî6るçのへの移⾏」がÂ»
たと説l7るÃÕのよaにÄ科学技!は4理t求sの科学からx⽣しておりÄå»てÄËï
⼈間のÅ性ÇYdのûåç づく技!とはø.しÄ科学技!を科学のà域としてíaÃ 

ÝËの整理から本研究はÄ;いT界にyS7る「客観性」Ç「Ij性」をñ5しÄ科学の
語を⽤いるÃ 
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 本章はÄ雪氷と⼈間の関わりの歴史のUmにÉÊをÂてるÃ⼈類のR⽣地はÄ歴史学にお
いてアj1カとさ6ているÃçし|にÄアj1カの]PサßンH´;の地域に⼈類が\K»
ていたならîÄ⼈類は雪氷と関わりをçéÕとなくÄ¦をÀåたS[においてçÄ「雪氷観
光」は創造さ6なか»たかçし6ないÃ 

しかし実ÐÄ⼈類はアj1カからÜー£ûア}^に移動してÉたÃ±してÄ寒冷地（+⽅
J）に進出し雪氷に出会»たÃÕ6はÄ⼈間が条件不利環境Þへと移動しÄ雪氷との関わり
をçLÕめた本研究のñ要なスターX地ÊÁÂるÃ⼈間はなぜ寒冷地へと進出したのかÃK
たÄ⼈間は±ÕÁÎのよaに雪氷に対応したのかÃÕ6らの}問にéいてÄ本章はÝÞに先
⾏研究を整理しながらÖ解いていくÃ 
 
!"# >?'@A/BCDE'FG#
  
（1）⼈類の移動の歴史 

⼈類はÄÞÄß史~によ6îÄ�⼈類から分か6Ä+ioøçの間Äアj1カの]Pサß
ンH´;の地域において進化してÉたÃ±して「ホモ・エHóタス」!"#とな»てÄアj1カ
をgたしアûアとÅーロöÇに|ÉしたがÄ·⽅ÄS[⼈（ホモ・サピエンス）のñÓのÑ
先çアj1カÁR⽣したÃ±ç±ç⼈類とはÄ⽣c的に]P性の動cÁÂると⾒るÕとがÁ
Éる（ÞÄß 2013.94）Ã 
 ÖòÜlはÄáÄのÑ先は]PÇà]P地域ÁâBした>かなäc性のãiをCとしÄ±
の·ûがïðによ»て⽣活していたå間と分か6て+*×の寒冷地域へ進出しÄ) 10 oø
Ýに}sのçãéè動cのïðをCな⽣VとしÕめたと¼íている（Öò 1994.185）Ã±
6ÝÝに氷uÈêの寒冷地域に⼈類に先がけて進出したのはÄマンモスÄXHカDÄßDê
ンなÎÄëいíÁä6がìわ6た}sのçãéè動cÁÂ»た（Öò 1994.185）Ã 
 ¯⽅Ä÷ン・ô・デ!モンによ6îÄ±のよaな寒冷地ÄéKり±ン÷£Pに適応7る技
!を6にéけた<⼈（ホモ・サピエンス）段階の⼈類はÄîI}^をのlÉÄï住«$な地
×Ëのt地へ進出してい»たÃÅーロöÇÁはÄ氷uにìわ6たスカンûH\ア*MÇÄロ
ûア+ûをのlいたä地域にñóがñ»ている（デ!モン 1982.8）Ãûù1アÁはÄデ!
モンによ6îÄ氷uのxyをáけたmûù1アをのlÉÄ⼈類はさらに+⽅へ進出して+I
,ôõにKÁùxしÄ±の·⽅ÁÄS⽅へはùー1ング,ó地域をS»て<}^にé»たと
さ6ているÃÕのよaに<⼈はÄ) 4 oøÝから) 1 oøÝKÁの間に⼈類のS在の分>
の ìを形成した（デ!モン 1982.8）Ã 
 ÖòÜlはÄÕのとÉ⽣c学的な適応ÁはなくÄãiをnòしたり寒さから6をô»たり
7る技!Äいわ5る⽂化的な適応によ»て寒冷地へと進出した⼈間はÄ「ネアンデルタール」
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!$#ÝµÄ}sのçãéè動cをtい求めてÄ+Üー£ûアをöÄにS⽅へ進出したとして
いるÃしかし⼈間はÄçãéè動cのよaに¡由には移動ÁÉèÄS在のロûアのHHe(
域!%#によaÇくùxしたのはÄわèか) 1 o 8 pøÝÐとíåら6ている（Öò 1994.
187）Ã 
 
（2）なぜ⼈類は寒冷地に移動したのか？ 

⼈類の移動と環境適応にéいてÄjィö±0!ー（2012）はÄアメ1カのプロWスíâ学
を¶ÛしÄ「,õ適応」!&#の説lにú⽤さ6る 2 éのモデルを説lしているÃ±6は「aÉ
ú~モデル（¸¹ÂÂ ùÀûüÂ）」と「Oし出しモデル（¸¹º» ùÀûüÂ）」ÁÂる（jィö±0!ー
2012.52）Ã「aÉú~モデル」が「M Ç,õにª%的な環境がÂ»てÄ±6にaÉú~
ら6るよaに移動していく」Õとに対しÄ「Oし出しモデル」とは「内^地Pに´;3動Ç
⼈ó¡Ä:O間の対oなÎの問題が⽣じてÄ±のfgÄOし出さ6るよaに,õ地域に移動
していく」ÕとÁÂる（ÞÄß 2012½.56）Ã 
 「aÉú~モデル」にéいてÄÞÄß（2012½）はÄ「ùルグマンの法Æ」!'#によ»て寒
冷地Áïð7る動cからâ6る¢の?は多くなりÄ¹åてÄ冬からkKÁの4雪mは雪Æに
àóがñるためÄòcのtóÇ£¤~がÂ¥になるとN]7るÃさらにÄ±の¦mの´温は
冷¦§と%じ状態ÁÂるため¢のpmòKが«$となりÄfg的にÄûù1アのよaな寒冷
地ÁÂ»てçïðは⼈間にと»てª%になる（ÞÄß 2012½.58）Ã 
 ·⽅Ä「Oし出しモデル」にéいてÄÞÄß（2012½）はÄ±の¦[に⼈間がOし出さ6る
と76îÄ́ ;3動Ç¨災によるï住環境の©3が±の¯因ÁÂ»たかと>ª7るがÄñK
7るíないñóからはÄï住環境のq化を¯因と7る⼈間の寒冷地への移動を³l7るÕ
とはIJÁÂると¼íている（ÞÄß 2012½.59）ÃKたÄÞÄß（2012½）は「aÉú~
モデル」にéいてçÄ移動先のã«資源Çïð環境のª%なÎの"@が「:め」Å5さ6て
いなけ6îÄ±6はu$しないといa«$性をN]しているÃ 
 ±ÕÁÄ第üのモデルの¬[ÁÂるÃ±6は「|Éモデル」ÁÂりÄª%的な資源Çより
快適なï住環境を求めて移動を­りòしているaLにÄfg的にûù1アのよaな·定Ý
Ëに冬が寒い地域に-み®CÁいたといaçのÁÄ⼈間の寒冷地進出はÄaÉú~ら6たç
のÁçOし出さ6たçのÁçないといa説ÁÂる（ÞÄß 2013.106）Ã 

いè6にしてç⼈類はÄÕaした寒い地域Á⽣ÉるためにÄí'の防寒DÇí¯|°のñ
い住ïなÎÄ±のQ地にÂる資源を|g的に利⽤7るための5識Ç技!を会àしたとさ6
ておりÄÕÕÁÞÄß（2013.106）はÄ寒冷地の⽣活にTqした⼈間がさらなるòcを求
めて+へSへと移動しÄùー1ンûアをéりア£スカへÄKたはサ>1ンからÅ本±Mへと
進出してい»たと|説的に説lしているÃÕのよaにÄµm²³´¦[における⼈間の寒冷
地への移動は|É的ÁÂりÄ±の¯動%には「<しい環境への¼ö⼼とµ戦したいといaå
I的な意欲」が内@さ6ていたのÁはないかとíåら6る（ÞÄß 2013.106）ÃÕaした
⼈間の¼ö⼼Ç意欲といa動uと±のxyはÄのLに本研究が欲求にéいて分析7る内Â
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にñ要なÔDンXÁÂるÃ 
（3）ネアンデルタール⼈とホモ・サピエンス 

ÞÄß史~によ6îÄホモ・サピエンスのÑ先はÄアj1カを出てから) 4(5 oøÝに
ÅーロöÇに進出しÄ先住のネアンデルタール⼈と¶·したとさ6るÃ±のµÄ両⼈類がと
çに©°氷m!(#をÚåた¦にネアンデルタール⼈が­¸していくのを¹に⾒ながらÄホモ・
サピエンスはÄï住地を|}してい»た（ÞÄß 2013.96）ÃÕの出Ô)はÄネアンデルタ
ール⼈とホモ・サピエンスの「R[º」とãさ6Ä⼈類学/Çíâ学/らにz⽬さ6てÉたÃ
ネアンデルタール⼈が¡¢の⽂化に]»したのに対しÄホモ・サピエンスはÄ3化7る環境
に対応7るよaにáâに⽂化を3åてい»たÕとがÕのR[の¯因ÁÂ»たとíåら6て
いる（ÞÄß 2013.96）Ã  
 さらにÞÄß（2013.97）によ6îÄネアンデルタール⼈がï住出Ôない¯Î寒冷な環
境にホモ・サピエンスが適応7るÕとが出Ôた要因としてÄ⽂化的な道D類の3ÂÇ£Dj
スタDルの3化なÎÄáâな戦略を選9ÁÉたÕとが/Ìら6ているÃÕの理由にéいてÄ
ホモ・サピエンスはÄ⽣c的Ç6?的には±ç±ç寒冷地には適応していないからÐ»たと
íåら6ている（ÞÄß 2013.97）Ã 

KたÄ¼½¾çÄネアンデルタール（²⼈）とホモ・サピエンス（<⼈）のHいにéいて
íìしているÃ¼½（2010.520）はÄ±6l6の適応⾏動のHいは両/の間にÂる技!A
§に求めら6るとしÄ±6が分かりÇ7く@さ6る道D¿のHい!)#にÉÊを3てているÃ
²⼈と<⼈の道D¿のHいからÀみB6る技!A§はÄ両/の学T$%の§がÖ因7ると
>ªさ6Äしたが»て±の$%のHいが<⼈の⽣Kと²⼈の°ÁをÂいたとf論づけてい
る（¼½ 2010.520）Ã 

Õaして⾒6îÄネアンデルタール⼈がîûù1アより+の寒冷地に適応ÁÉなか»た
·⽅ÁÄ±の適応をgたしたホモ・サピエンスはÄ多様な道Dの創~によ»て多様なãi資
源をòàし⽣ÉÃÄてÉたとíåら6る（ÞÄß 2012Ä.38）Ãf論としてÞÄß（2012Ä.
46）はÄ中・µm²³´¦[における⽂化とはÄ¡ç環境に適応7るために創造さ6た「資
源利⽤戦略」ÁÂ»たとしたËÁÄホモ・サピエンスは環境の3化に対して「⽂化の%」を
ú⽤しÄ適応してい»たと説lしているÃ 
 
（4）寒冷地適応における多様な⽂化的戦略 

ÝËのよaにÄホモ・サピエンスは「⽂化の%」をç»てûù1アのよaな寒冷地におい
てç適応してÉたÃデ!モン（1982.7）はÄ⼈類が寒PÇ±ン÷£Pへと本A的に進出7
るためにはいくéかの技!的な条件がE要Ð»たとしÄ±6らは⾏動z{を;Ìる防寒D
Ç寒さを防2住ïÁÂりÄ±してÅßのíない±ン÷£PÁ動cのÆÇÇを|g的に¹î
7る技!ÁÂ»たと¼íているÃ 
 5Êを3å6îÄ⼈間は歴史においてÈをúaÕとを7åたÃ地×ËÁÈのú⽤を@7³
Éが⾒éか»た©âのñóはケニアにK在しÄ±6は) 160 oøÝのçのとさ6ている（Ê
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ンßー2016.153-154）Ãしかし寒冷地においてはÄたとåÈを活⽤したとしてçÄ実Ðに
は·定i度にäいz{をíめるÕとが«$になるÐけÁÂるÃÕ6に対しÞÄß（2013.
97）はÄ⼈間が寒冷地Áç活動を;ÌるÕとがÁÉたのはÄÈの活⽤による適応がñÓの要
因ÁはなくÄ防寒に適したí'をæ寒性のÂる動cからËÌÄ¡分のÈりの~間をì»てí
´を6äにòéといa技!をëÛしたからÐと説l7るÃ±のí'は6?にó½さ~6î
「Íê」になりÄより;い~間をìaよaに76î「住ï」になりÄさらに住ïをí'Áì
åîG]|gが-Çさ6ÄÕÕÁよaÇくÈのí¯|gがñKる（ÞÄß 2013.97）ÃÕa
した動cのí'の活⽤が⼈類の寒冷地進出を促進したとíåら6Äµm³´⽂化を構úし
たホモ・サピエンスはÄ環境3化に対して⽣c的な進化ÁはなくÄ多様な⽂化的戦略をâ⽤
して寒冷地への適応をgたしたのÁÂる（ÞÄß 2012.60）Ã 
 
,"# BC/>H# #
 
 本ëÁはÄ⼈間が「寒さ」をÎのよaにÅ識しÄ±6に対してÎa適応7るのかを,-7
るÃ,-の意義にéいてはÄ対°的にÄたとåî快適な温度Ç´;と⼈間の関係性からÕ6
を位置づけるÕとは«$ÁÂÑaÃÎくçなくÄ寒くçない快適な温度はÄいわ5るï⼼地
のÏさをçたらしÄ⼈間のÅ識Ç⾏動にと»てはプ£スに8価さ6るとíåら6るÃ寒冷の
xyを⼈間がáけるといaÕとはÄ相対的にマDHスの8価とさ6Äfg的に条件不利環境
の要因となるのÐÑaかÃÕ6がÄ本ëÁÉÊを3てるÔDンXÁÂるÃ 

çLÑCÄ対IにÂるÎい（KたはÎhÌる）といa環境要因çマDHスの8価とさ6る
と:わ6るがÄ本 においてはÄ寒い（Kたは寒hÌる）といa条件不利性にÉÊをÂてるÃ 
 
（1）寒冷への⽣理的適応 

ÝëÁはÄ⼈類が移動を­りòしÄ寒冷地に適応してい»たhiを⾒てÉたがÄ本ëÁはÄ
適応といaÄÐにéいてKènÅ7るÃÿ村Ñ⼈によ6îÄ適応とは⽣?が環境の3化に対
応7るÕとÐけをいaのÁはなくÄ⽣?が環境の3化に対しÄ「æå¥いよaに⽣?の?ß
を3åてÄÕ6に対応して快適に⽣活しàるよaになるÕと」ÁÂる（ÿ村 1982.357）Ã
KたÄ適応は3化7る環境条件のî類によ»て±の8ãが¶なるとさ6Äたとåî´;の3
化への適応は「´;ê応（½¾¾ÂÒù½¿ÒÓ½¿ÒÀÔ）」ÁÂりÄÕÕÁ@さ6る´;とはÄ温度Ä´
¡ÄÕ度ÄoなÎの~´の´象条件のaLのÏ+の組み合わ~!*#をNしている（ÿ村 1982.
358）Ã 
 ÖÜ4=によ6îÄ´;⽣理学において;義の適応はÄñw性適応ÄoQ×応Ä×化ÄT
US象Ä±して⾏動性適応に分か6Äñw的な適応性3化!+#はÄ⽣c学的な適応ÁÂる（Ö
Ü 1974.11）Ã±の·⽅ÁÄ環境によ»て⽣じる3化とはÄÅ?にS6る·h性の3化ÁÂ
りÄ±の3化の中にÂる「oQ×応」はÄ´;Ç季ëÄ地理的な条件なÎÁ⽣じる適応性3
化をNしておりÄ⽣理S象の季ë3動Ç]地Ä寒地Äñ®なÎへ移住した[合の×6がÕ6
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にã37る（ÖÜ 1974.11）Ã 
 pòØÚはÄ⼈間の寒冷に対7るr応においては「Ù]のÚß」と「U]の-¹」が©ç
本¦的ÁÂるとしている（pò 1977.69）ÃÕのÊにéいてÿ村Ñ⼈はÄ「´温が,いため
にÙ]がhÛにな»たとÉにはÄ'ÜÖÆÝÞßàによる'Ü温の,ÞÇÄ動cÁは'Üの
íをoて（0Xの[合にはÍêをñáるÕとによ»て）Ä'ÜÖÆよりの]wV度をÞÌる
ÕとによるÙ]ôíをおÕ7」としÄ±の·⽅ÁÄ「戦áによる]⽣Uの-¹によ»てU]
?とÙ]?がÆに相2しくÄ?内の]（?]）ò^?を·定に7るよaに調ëさ6る」とç
説lしておりÄU]とÙ]を調ë7るのは?温調ë中âのu$によるçのÁÄÕaしたÇÉ
によ»てÄ?温は·定の+値にòた6ている（ÿ村 1982.360）Ã 

しかしÿ村（1982）はÄ寒冷地への適応にÐしてÄ⼈間の[合はÄ⽂化的適応を⾏わなけ
6î決してæåら6ないためÄ「寒地住⺠」に⾒ら6る⽂化的適応にéいてç説lを¹åて
おりÄÕ6は='ÁnÅ7るÃ 
 
（2）先住⺠族による寒冷への⽂化的適応 

¬ãäåはÄたとåîI地にâ÷7エスGモーはÄ寒さに対してÎa⽣理r応を@7のかÄ
KたÄ寒冷にÆにæさ6ているÕとによ»てÄ温í地域の⼈間とは¶なる6?的な²³がK
在7るのかÄといa問題,Öをしている（¬ã 1983.4）ÃÕの問いに対しÖòÜlはÄ¡
ç⼈類学/らによる寒さへのæç%の実dのfgÄエスGモーçDンディアンç1⼈çÄ⽣
理$%ËÁは}Éな§が出なか»たとf論づけている（Öò 1994.141）Ã⽣K6てから寒
冷な環境Áè»と⽣活しているとはÄåÄエスGモーが¦gにかからないわけÁはないÕ
とがnÅさ6Ä⼈間にと»ては「⽣理的な適応」よりç「⽂化的な適応」がÄKた「⽣c的
なñw」よりç「社会的なñw」の⽅がñ要な要因となる（Öò 1994.141-142）Ã 
 ÝëのよaにÄçとçと]Pに住CÁいた⼈間はÄ) 3 o+pøÝにÍêと住ïとÈに
よ»て寒さにæåる技!をëÛしÄöÄに+*×の寒冷地に進出したÃ±のµÄt地域の⽂
化のÛx条件に応じてÄエスGモーに[Öさ6る寒地⺠族がR⽣しÄèらは) 1 oøÝに
ùー1ング,óをÀåア£スカにéりÄカHÊÄ±してグ1ーン£ン÷へと進出した（ÖÜ
1974.8）ÃÕaした寒冷地ÁはÄ冬季のÊ´温はÄI段からéÞ 40éiÁÂりÄKたÄ©
,温度はéÞ 70éäくKÁÞがるためÄたとåîエスGモーがÕのI寒に適応ÁÉたのはÄ
防寒のためのÍêÇ住ïにさらに⽂化的なîdをしてÉたからÁÂる（ÖÜ 1974.8）Ã 
 ÕのÊにéいてÄÿ村Ñ⼈（1982.372）はÄ⼈間がê5によ»て寒冷に対し⽂化的適応
を⾏a[合Ä±の⽬äはÄ'ÜÖÆに⼈類がR⽣した]P地の´;を創出7るÕとÁÂりÄ
エスGモーのæ寒⽣活çÄ©°的にはÕの'ÜÖÆの「ë´;」!",#を]P´;にòéÕと
と説lしÄÕ6が⽂化的適応による寒地⽣活の¯理ÁÂるとN]7るÃKたÄüì>íによ
6îÄÍêを適(に½⽤したとÉのÍêと'Üとの間の~´層の温度は概á 31(33éの間
ÁÄ⼈類のÑ先がîÁ⽣活していたのと%じ2らいの´温にな»ている（üì 1977.160）Ã 
 ÕのよaにÄ⼈間の環境適応にはÄ⾏動性適応に"K6る技!的・⽂化的なçのが多くÅ
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めら6ÄÕ6らによ»て⼈間ÝÊの⽣cがùxÁÉないよaな環境における⽣活をç«$
にしているÃ|に⽣理的適応がÂると:わ6るよaなケースÄたとåîエスGモーの寒冷適
応においてçÄ寒さから6?をôるよaな⽂化・技!的な⾏動性適応にhÌないÕとが多い
（ÖÜ 1974.12）Ã 
 
（3）寒さの限界と快適温度 

とÕÑÁ⼈間はÄÎのi度の寒さKÁならæåら6るのかÃ実Ðのニ!ースÁはÄ2018
ø 1 ùÄロûアのサ>ya国ÁはéÞ 67éの´温をïïしÄ寒さÁðがñòしたため歩い
ていたôいó性 2 8が±の歩⾏中に¦fしたと@道さ6た!""#Ãサ>ya国にはÄÿネス#
öóにçT界Á©ç寒いï住地として¬ïさ6るòDQôVン村がÂるÃ%村は⼈ó) 500
⼈ÁÄ+Z 63 度 15 分ÄSY 143 度 9 分に位置しÄ1993 øにはÄéÞ 70éをïïしてい
るÃなおÄ地×ËÁ観ª史Ë©ç寒か»た´温はéÞ 89éÁÄ1983 ø 7 ù 21 Åにロûア
のîI観ª 地ÁÂるO)スXーó 地Áïïさ6た（アöû!óロjX 2002.179）Ã 
 Ý'のよaにÄ⼈間は寒冷に適応7るためÄ?温調ë中âのu$によ»てÄU]とÙ]を
調ëしながら?温は·定にòた6るがÄçしä6を寒冷にæさ6¤け6îÄ,?温となりÄ
±のÃpËに¦fが£»ているÃアöû!óロjX（2002.194-195）によ6îÄ⼈間の6
?のõの温度は概á 36(38 度ÁÂりÄ±の中â温度が 35 度をÞöると,?温kになりÄ
32 度ÝÞになると?のNåは÷KりÄU]はÇかèÄさらに?温がÞがるÃ±のµ中â温
度が 28 度をÞöると不整vにøりÇ7くなりÄ⼼ùのú¢のßàがû6Ä6?が 20 度K
Á冷åるÕÑには⼼ùの動Éは÷Kる（アöû!óロjX 2002.195）Ã 
 ÁはÄ対°的に⼈間にと»ての快適温度にéいて¼íるÃüì>íによ6îÄ⼈間がÅ5
7る快適温度とはÄ「ÎさÇ寒さをzじない中間にÄÎくç寒くçない快適な温度のÇ」Á
ÂりÄÕのよaな温度z{は「î適温度」とrî6る（üì 1977.169）Ãさらにüì（1977.
170）はÄî適温度の研究/の·⼈ÁÂる³e5?の分類をôöしておりÄ±6らはÄÒC
観的î適温度（快適温度）Ä%⽣Uî適温度Äá⽣理学的î適温度ÁÂる!"$#ÃÕの中ÁÄ本
ëのVンテóスXからはÄ²にÒがñ要ÁÂるÃ 
 ¹åてÄ³<üによ6îÄ⽣活環境の5ÊÁはbý´温値が 18(22éÁÂ6î冷í¯の
E要性はùくÄÕの´温のz{が快適´温ÁÂるとíåら6Ä©適なz{を@している（³
< 1958.60-61）ÃÕのよaにî適温度Ç快適温度のz{を⾒6îÄ本研究がÉÊをÂてる
寒冷地の寒さはÄ⼈間が適応しなけ6îならない対象としてÄ相対的にwの要ÇになるÕと
にはÄ·定の理解をàら6るとíåら6るÃ 
 
（4）寒冷と⼈類の進化の関係性 

しかしÄ寒冷は⼈間の進化にと»てE要条件ÁÂ»たと@A7る研究が⾒ら6るÃPßþ
dはÄ⼈間の温度z7の形成mを´よりç»と寒冷Ð»た氷u¦[と>定したËÁÄ解氷m
ÁÂるS在ÁはÄmアûアよりZ度のñい中Z度ÄéKり相対的により寒冷な地域が⼈間に
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と»て©適地にな»ておりÄÕのÕとが中Z度諸国のT界的なÛÜのâ本の要因ÁÂる（P
ß 1982.72）とN]7るÃ 

ÖÜ4=はÄ⼈間にと»て寒さは不«ÿÁÂるÐけÁなくÄ#しÑE要な環境条件の 1 é
としたËÁÄ⼈間のÛxを促進さ~る環境は⼈間に£¤的に!©を1åるçのÁÂりÄ¡ç
環境からの!©としてÄ寒さは¾¿的にç¢?的にç©ç適しているとíåら6ている（Ö
Ü 1974.l）Ãr対にÄÎさç±の!©になるといaN]が:·さ6るがÄÎい地域Áは?
温がË"しÇ7いためÄU]をÚß7るE要がÂ»て活動がô'しがLになりÄ⼈間の進化
に対7る|gは相対的にËがらないためÄfg的に⽂化的なÛÜがMしくWXしてしKa
#¥にÂるとíåら6る（ÖÜ 1974.l-Ö）Ã 
 KたÄâU$üはÄáÄの先ÑÁÂる<⼈ç¯⼈の進化と%じよaに氷u¦[の寒冷な´
;の中ÁÜー£ûアへの移動をYてÄ中%・mîアûアの´;Pを中⼼に進化したとíå
（âU 2013.33-34）Ä¯⽅ÁÄ«本&利はÄ⼈間はñ温の環境よりç,温の環境に適応7
るとしÄÕ6KÁの地×環境の3化における⼈類の進化のプロWスçÄÕaした寒冷への適
応をã"7るçのと説lしている（«本 2001.13）Ã 
 ÝËのよaに⾒る寒冷と⼈類の進化の関係性はÄ本研究のü ä?に対してÄíなからè
@Aを1åるçのÁÂるÃ 
 
4IJK/DLMN#
 
 ÝËは⼈類が寒冷地へ移動した歴史ÁÂるがÄ本ëÁはÄ¦をYてS[の地域社会におけ
る雪氷の位置づけを,-7るÃÕ6はÄCにæ雪の¦[から社会的なé雪（·ûÄ利雪）へ
の39hiにÉÊをÂてるçのÁÂるÃ 
 
（1）雪氷災害 

�{（1989.127）はÄS[の地域社会が雪に関わる問題はÄ「4å雪をÇ因と7る¡ç
災害ÁÂる雪害の問題をC要な構成要Ç」とÏåるがÄ実Ðの状況は±の災害HùルKÁは
¨îèとçÄ「雪によるÅÆ⽣活の[害・¡'なÎ」の6äな問題をºåておりÄÕ6を@
ü的に「社会⽣活ä¾と雪との関係のÂり⽅」とÉ定しているÃ#的にÄåîÄ+⽅Jの地
域における雪氷災害Äいわ5る雪害とはÄÉわめてÅÆ的な条件不利環境ÁÂるとíåら6
るÃ 

�{（1989.128）によ6îÄ雪害はæ雪の¦[におけるâä的な災害からÕKりÄä[Ä
±してS[の雪害へとöÄに39してÉた（Ö 1-1）Ã 
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Ö 1-1 雪害の歴史的な>移 

 
出®）�{（1989）に づÉÓ/~成 

 
Ö 1-1 からÄ雪害のñÊはÄ¦[（âä的雪害から(⽅へ）ととçに⼈uからYÈへÄ±

して社会へとÄ±の対象z{を|}してÉたとíåら6るÃÕの39hiにおいてÄô9な
¡ç災害のxyからtUのnvÇUVのWXへÄ©°的にはb市u$の,ÞにîるKÁÄ雪
害は地域社会にと»て不利ðÄéKり条件不利の⽅¥へと.`さを-してい»たとíåら
6るÃ  
 7ò¯か（1988.60-61）はÄ雪氷災害のD?的な内Âを「RSs雪害」と「)RSs雪
害」に分類7るÃRSsの雪害にéいてはÄたとåî道*Ä+道Ä~,なÎÄtRS-への
ò害がDメーûをçLÇ7いがÄ·⽅Ä)RSsにéいてはÄ「cne害」Ä「Úyサー\ス
の,Þ」Ä「学.ò害」Ä「UV活動ò害」なÎÄ地域社会Ç⽣活環境に対して多/にïるe害
状況がÕÕÁ±/さ6ているÃ 
 ßÞÙ（1988.256）によ6îÄl0Ý4Ä雪国にç+道がëSしÄ±のµç1%ÇSý
-なÎä[化に0a整vが進Ü7るにé6て雪害対ìは±のE要を'ら6た+⽅Jのä[
化とはÄ「12」とrî6た雪との2いÁçÂ»たとÄ¨7るÃÕのよaに雪害はÄ.`な
条件不利性をPÄながら地域社会と関わり合»ているÕとが分かるÃ 
 
（2）雪氷防災 
 Õaした雪害のe害状況からÄ⼈間は±の対ìを3じてÉたÃ±の対ìはÄëじて雪氷防
災とrî6るÃ雪氷S象¡?は¡çS象としてÕ6KÁ±の様相をさ¯Î3åるÕとはな
か»たがÄ地域社会がÛÜし⼈間がö在7る¯Î災害S象は¦[$とに.`さを-したた
めÄ中村（1986.1）はÄé雪Ç利雪とい»た⼈間のÅ識の3化のâçにはÄ雪氷災害の防
÷と除Òの成gが内在7ると説l7るÃ 
 中村（1986.3）はÄ雪氷防災の様相を「雪害度」4å雪?5「防雪度」!"%#と+ñÁD?
的にÖSしたËÁÄÕの防雪度の決定をñ57るÃ防雪度を決めるためにはÄ6øのå雪?
を\ªしÄ+値に づいた「\æå雪?」の:ªを⾒IめるÃ±してÕの\æå雪?はÄh
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Òìø分の¤Sm間をíõにà6るのかが問わ6るためÄt地域においてはpøにïるå
雪.なÎのïïがñ5さ6ている（中村 1986.7）Ã 

KたÄ?<（1963.151）によ6îÄ雪害をçたら7雪の性¦にéいてはÄ地域的な分>
の,-が求めら6ると%¦にÄ4雪:@の¾度のñさçE要となりÄ¹åてÄ除雪をÕめと
した防雪対ìに「ñ7性」が求めら6るにé6ÄÕaした問題は相}に関Ãしながら±の.
`さを-してÉたÃ 

Õのよaな状況ÞÄ8øの 1964 ø（`a 39 ø）Ä<9¬pÖ市に国o防災科学技!Wン
ター雪害実d研究®はýoさ6たÃ5 øµの 1969 øにはÄ7形¬<d市に%Wンターの<
dã®がý置さ6たÃ両研究u関はÄ雪氷災害の研究の中Áç社会YÈ的な)象に対7るë
合的な研究の>進といaýoü にô»てÄ雪氷の ì研究Ç雪害防除のためのî学的・応
⽤的な研究をûåしてÉた（中村 1986.12）Ã 
 歴史を:6îÄÕaした雪害への対ì研究はÄl0・}E¦[に±のÛ#を⾒るÕとが出
ÔるÃË¼のßÞÙ（1988）がÄ¨したよaにÄ±6はÅ本国^+道の雪害対ìの歴史ÁÂ
りÄ+道ôåにおける4å雪の調査はÄl0 39 øから±のïïëÕをnÅ7るÕとが«$
ÁÄÝ4Ä雪;対ìなÎの調査は<ëmåÇ^ÃSåなÎÄ}E¦[のµ*にかけて£¤的
に実Ñさ6てÉた（中村 1986.9）ÃÝËのよaな歴史にÄ⼈間がÕ6KÁé雪を実Sして
ÉたYZを⾒るÕとがÁÉるÃ 
 
（3）地域における除雪問題の諸相 
 ÝËを-Kå本'はÄ地域社会におけるS[的な除雪問題の諸相を,-7るÃ除雪とは道
*の雪かÉÇlâの雪ÞÑしなÎのÕとÁÂるÃ先èÄÚyサー\スにéいてはÄ1956 ø
にÑ⾏さ6た「å雪寒冷地における道*nòに関7る².\置法」によ»て道*の除雪が国
内ÁスターXしたÃË村=fによ6îÄ「`a 38 ø 1 ùO雪」がÛ⽣した 1963 øはÄÕの
¦mにÚ的な除雪~Vが本A化さ6たといa状況を-KåÄのLに「除雪:ø」とu8さ6Ä
Ý4のÅ本のñ度YÈ成pを背景に「>Û?@」!"&#なÎの道*²定t源のµOしによ»てÄ
E要á分に相37るpALの道*除雪が実Sさ6た（Ë村 2018.13）Ã 
 ·⽅Ä1962 øには序章のO雪法が成oしÄ8øの 1963 øにO雪地PがN定さ6Ä1971
øにはさらに⼿ëい対ìを要7る「².O雪地P」が<たにN定さ6Ä条件不利な地域に対
7るñëなMNìがÑさ6るよaにな»たÃしかし�{（2018.19）はÄÕaしたO雪法
に づく地域MNÑìによ»てtO雪地Pはãíさ6¤けてÉたとはÄåÄ社会の3化に
よ»て·層.`化7る地域の雪問題の解決にはîらなか»たとN]7るÃ 
 S[をÚåたO雪地PÁはÄh4化Çñõ化の問題がöÄに顕在化してÉたÃ�{（2018.
19-20）によ6îÄ1975 øから 1995 øKÁのñõ/TP°の>移においてÄ3Uは°±的
,か»たO雪地Pのñõ/TP°が 1980 øÝ4はlらかにË"しておりÄÕの3化はÄt
地域のñõ/がh^な除雪をöいら6るよaな状況に3わ»てい»たÕとを@しているÃ
さらに7ò（1987.48-50）はÄÕaした問題は7間にÂるO雪地Pにおいて·層.`化し
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ておりÄ7間ûÁÂる¯Îñõ/¡6Á雪ÞÑしをBわ÷るをàないケースが-åている
と@AしているÃ 
 問題となるのはÄñõ/の雪ÞÑし)ñの|}ÁÂるÃpÐ¯かC2015.197Dによ6îÄ
S+地⽅Ç+^地⽅と%様にÄ+,道における雪による⼈6)ñのÛ⽣状況ÁはÄlâから
の¶EÇlâにoてFけたG⼦からの¶EÇÄlâからのE雪なÎによる)ñがh*+を
HめておりÄとくに 2012 øに観ª史Ë©.をïïした+,道Ñ⾒I市のO雪ÁはÄlâ雪
との関Ã)ñが多くÛ⽣して 31 8のf/が出たÃÕaした]状を⾒6îÄ本A化7るí⼦
ñõ化の#¥がO雪地Pのt地域においてâ本的に12さ6ない限りÄ除雪によるñõ/
の)ñ+のôíをm£7るÕとはJしいとíåら6るÃ 
 
（4）除雪問題の解決と地域づくりの繋がりの創出 

J<·Kによ6îÄ除雪（消雪!"'#"#）のà域においてÄ雪は「å雪地域Á冬mのÅÆ
⽣活の!"を⽬的にBり除く対象」としてÄé雪ÁはÄ「4雪Çå雪によるe害Ç問題をé
ê7る対象」として⼈間に⾒ら6ている（J< 2018.25）ÃÕ6はÄ雪氷の条件不利性をã
"7るçのÁÂるÃ 

さらにJ<（2018）はÄ利雪Áは「資源として^|に利活⽤7る対象」としてÄÉ雪・Ñ
雪Áは「よりåI的にÉしみÑし#対象」として⼈間が雪を⾒ているのÁÂりÄÕ6らは「⽬
的に応じて雪がÎのよaなfgにéながる対象と⾒るかをø分7るÄÐ」として#的にÏ
åら6ているÃÕの「⽬的に応じて」と「fgにéながる」いa論調はÄ序章Á@した資源
論による⼈間のÇÉかけにô»たçのÁÂるÃ 

J<（2018.26）はÄ雪と⼈間の関係性を「雪からのxy」と「雪への⾏L」のv§Á8
価したËÁÄ除雪（雪かÉ）のà域をMいているÃÕÕÁJ<（2018.26）はÄ雪かÉの⽬
的は除雪のみならèé雪ÁçÂりÄKたÉ雪ÇÑ雪にçなりàると説lしているÃたとåî
ÅÆÁは雪が4らないよaな地域に住#⼈Äが+⽅Jの地域を36たÐÄ雪かÉをNöと
して住⺠とのR(をÑし#よaなケースが·定さ6ÄÕa⾒6îÄ除雪といa⾏動¡?はÄ
⽬的が]定化さ6èに多様な⽤Oに繋がる«$性をç»た⾏LÁÂる（J< 2018.26）Ã7
なわLÄ⼈間のÇÉかけ=第といaÕとになるÃ 

Õのよaに雪かÉはÄ⼈によ»てはéê7íÉマDHス価値の~VになりÄKた·⽅Áは
Ñし#íÉプ£ス価値の².?dにçなるÕとが@さ6ているÃ 
 5Êを3åÄ⾏öによる雪害対ìのS状分析を⾒るÃ雪害対ìのBい⼿のP成がJしいと
8価さ6ている状況ÞÄ�{（2018.23）はÄ¡Û的な地域の動Éを促進しÄQ⺠にRわ
6ない組S%aのÖÇから創出さ6る5cÇ⼿法をy^していく「TXムアöプs」のÑì
がE要ÁÂるとN]しているÃ±してÄÕ6には¼*がÂるÃË¼のよaにÄñõ/による
除雪の問題が.`化7る地域社会においてÄ±の雪かÉをãí7る「スÚーßスターズ」がÄ
地域住⺠のC?的な動Éによ»てR⽣したのはÄÕaしたçのâHùルの動Éを象³7る
とíåら6る（�{ 2018.21）ÃスÚーßスターズとはÄ1993 øにÑ⼿¬I内村（S在は
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a_町）に¡Û的にR⽣した組SÁÄñõ/TPの除雪をBaT£ンティア組Sの象³とさ
6ているÃ 
 KたÄ除雪にoわるT£ンティアに関Ã7るB組みに「ëµ雪かÉ道[」がÂるÃ�7¯
か（2020.29）によ6îÄ2007 øに創ýさ6たÕの雪かÉ道[はÄ13 øÃ¤Áä国t地に
おいて冬季にëUさ6Ä地域における除雪T£ンティアáà6のモデルとな»たÃÕのCU
/Üの#いはÄfg的には¶¹/のニーズに合»ていたためÄ3道[のëUはÕ6KÁ£¤
さ6てÉたと⾒るÕとがÁÉるÃ±してÄÕの£¤的な実ÑはÄ<しいT£ンティア⽂化の
§をPCÁÉたとíåら6ているÃ「スÚーßスターズ」Ç「ëµ雪かÉ道[」の¬[ÝÔÄ
マスVQçÕのよaな動ÉをBりËÌÄ除雪T£ンティアといa⽂化はÄöÄにwVしてい
くOËにÂると⾒ら6ているÃ 

さらにÄ雪かÉはT£ンティアのà域をÀåÄS在Áは観光/が消費7る?d±アーの対
象にçな»ているÃたとåî+,道のW5â町ÇËXÏ{町なÎÁはÄ「雪はáT£ンティ
ア±アー」がU⾏さ6ているÃÕ6はÂくKÁç?d±アーといa·éの観光形態なのÁ¶
¹は^iにçかかわらèÄ̀ 要とJKのß£ンスに づÉ±アーU⾏は成oしているÃとく
に}b市のô/がÕの地域の雪かÉT£ンティアをÄ費⽤をY»てÑしCÁいるÃ 

ÕのよaにÄよ±の地域から36た⼈Äとの雪かÉをSじたR(の[づくりのèêをg
た7B組みにはÄ地域内ÊのR(を活性化さ~る地域づくりにと»ては^|な⼿段となる
«$性がÂるÕとがÅめら6ている（J< 2018.27）ÃÕaして⾒6îÄ条件不利環境ç⼈
間のÇÉかけとîd=第Áは観光の対象になるÕとが1めてわかるÃ 
 
9IJK%&'OP# #
 

ÝËのよaにÄé雪の·環ÁçÂる除雪を地域がîdして利雪に繋ÌていくB組みを⾒
てÉたがÄÕのé雪のためのQÎ構úに©ªしてÉた雪氷研究の内ÂをnÅ7るためÄ本ë
Áはとくに（Ú社）Å本雪氷学会のýoの背景と±の歩みを中⼼に整理7るÃ 

 
（1）国内における雪氷研究の歩み 

1939 øÄÅ本国内Á「Å本雪氷Ö会」がýoさ6たµÄ%Ö会は 1955 øに「Å本雪氷
学会」と1ãさ6Ä1993 øには「社O法⼈Å本雪氷学会」として⽂科TにÅ«さ6たÃ±
してÄ2012 øÝ4Äë+TよりÅ«さ6たS在の「Úð社O法⼈ Å本雪氷学会」はÄ学!
的な研究活動をÕ6KÁ実ÑしてÉているÃÕの学会の⽬的はÄ「雪と氷およÄ±のÈê環
境に関7る研究を77めÄ学!のMNにú17るÕと」ÁÂる!"(#Ã 

ôö（2009.13-16）によ6îÄ雪氷Ö会がÛàしてÝÔÄZØYUÄ1%ÄSýÄRSÄ
òúÄ́ 象なÎÄ多様な分{においてÄtZ[kは先⾒的に雪氷の ì研究と応⽤研究を>
進・ûåしてÉたがÄ±の背景にはÄO雪地PにÂるZ7村の条件不利性ÇÄZ⺠の⽣活の
I\がÂ»たÃÕの¦ÄS+出6の]Ö^ü[&_がÄ国会ÁÕの`Jの状況をËåたÕと
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ÁÄ国内ÁはUめて「雪害」といaÄÐがú⽤さ6たとÄわ6ている（ôö 2009.13）Ã 
 1959 øÄ+,道ãûはÄÅ本雪氷学会Á©Uのãûとしてýoさ6たÃýo 50 ÈøをÚ
åた 2009 øにãûpÁÂ»た7ò5áはÄýo¦にÅ本はñ度YÈ成pのÛ#をÚåÄ±
6KÁæ雪の¦[とさ6た雪氷寒冷による「不a・不利ð」のéêへのubがc成さ6Ä´
µの社会に©ª«$な雪氷研究のm£を背w»てãûはR⽣したと¼íている（7ò 2009.
1）Ã 
 ·⽅ÄÅ本雪氷学会の:会pÁÂるôö­iはÄ1959 ø 9 ùのÖ=dÎoによる}災害
をÉ»かけとして⽂ûTに¡ç災害科学ë合研究eが組Sさ6Ä±ÕÁO雪Ä雪;Ä½氷雪Ä
f雪Ä¦ËÄ(氷なÎ雪氷災害の ì研究Ç応⽤研究がBり組K6たµÄ1975 øÝ4にÄ
地×環境のq化Ç地×´;の3化なÎのグローßルな5ÊにocしÄ国内の雪氷研究はå
I的に>進さ6たと¼íている（ôö 2009.16）Ã 
 ßÞÙ（1988.258）によ6îÄäøÁはÜネスVがC?とな»て国ÐY⽂\æ（îég）
が⾏わ6ておりÄ⼈間が地×ËÁ利⽤«$なh�ueのYÄå雪Ä氷u域の雪氷なÎを調査
しÄ±の形態Ç?Ä²³なÎの"@をß:したËÁÄグローßルÉ<のY不àをijしÄ±
の"@の^|利⽤法を研究しているÃîég（îÔ¿üÁÔ½¿ÒÀÔ½Â ékûÁÀÂÀlÒ¾½Â gÁÀlÁ½ùùü）とはÄ
ÜネスVによるö÷間y%調査)Vの·環ÁÂりÄÕの⽬的はÄ国Ð的なY資源の問題にé
いて合理的なマネûメンXに¥けた科学的な ìデータを,J・y^7るÕとÁÂる（ñá
1988.49）Ã 

ÝËのよaな雪氷研究の系譜を-KåÄ本'はÕÕÁ雪氷といa⽤語にéいて1めてn
Å7るÃ成ú（2014.104）はÄÕ6を「雪と氷のÕと」と#的に定義しているがÄ¤けて
「雪Ç氷を研究7る学問を雪氷学とrÄÄ±の分{Áは雪Ç氷をëã7るとÉはÄ氷雪Áは
なく雪氷といaÃ雪氷調査Ä雪氷域Ä雪氷JÄ雪氷S象Ä雪氷利⽤Ä雪氷災害なÎのq語と
してçúわ6るÃ」としているÃ本研究はÄ雪氷S象を"めたc¦的な雪と氷のÕとを「雪
氷」とrã7るÕの定義にåいÄ¯国Áúわ6る「氷雪」Áはなく「雪氷」をú⽤7るÃ 

 
（2）雪氷学の概要 

雪氷研究の系譜においてÄ雪氷学はÄñ要な学問分{として位置づけら6るÃÝ{（2014.
104-105）はÄ雪氷学を「地×Ëの é$m はÄ´?Än?Ä]?のü相の状態に3化しÄ地×
Ëの´;Ä⽣u活動Ä⽣U活動にñ要不«pなxyを1åているÃÕの中Áとくに é$m の
]?Ä7なわLÄ雪と氷の/動をíaのが雪氷学ÁÂる」と説lしているÃ¹åてÄ序章Á
Ë¼したàò・ñá（2017.l）はÄ「雪氷学はÄ ìをc理学におÉÄ応⽤Æを地×科学Ä
防災科学に;Ìる雪と氷に関7る学問ÁÂる」としÄ±の内Âは;いz{にïる性¦がÂる
と説l7るÃ 
 ôo（1984）によ6îÄ雪氷学はǞ の学問分{のみならè多様な社会分{と.く関Ãし
ているÃ*åîÄ「雪とÅÆ⽣活Ä雪とb市Ä雪とZVÄ雪とØVÄ雪と道*RSÄ雪と+
道Ä雪とp~Ä雪とòýÄ雪とòúÄ雪と1%Ä雪とSýÄ雪と動äcÄスGーÄスケーXÄ
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,関ÃÁはÄ(氷Ç3VÄqrp⾏Äq?½氷」なÎの多î多様な関Ã性を@したËÁÄ+
,道Ç+⽅J諸国なÎの冬季は雪氷に「ìわ6る」ためÄ雪氷研究はÂら5るÜÆにおいて
雪氷Jのt地域の⽣活に関Ã7る（ôo 1984.213）Ã 

雪氷学を[ÖしÄ「雪のs_」として^8な中¢âÿiはÄT界ÁUめて⼈î雪を創~し
たÕとÁ;く5ら6るÃe村・7ò（2009.217）によ6îÄ中¢は国内における雪氷学の
#tをëÉÄ±のµの雪氷学のnoに©ªして多くの⼈wをP成した⼈cÁÂるÃ雪氷学が
ýoさ6たタDQングはÄ雪氷寒冷によるS象の研究がä[の科学的⽅法をSじて組S的
にëÕさ6たと7る限りはÕの中¢が雪の研究をÕめた 1932 øと7るのが;3とさ6る
（e村・7ò 2009.217）¯ÎÄ雪氷学Ç雪氷研究にと»てñ要な⼈cÁÂるÃ 
 中¢のñした雪の研究の成gの 1 éにÄ中¢ÊDÒグ£ムがÂるÃuó（2014.146）に
よ6îÄÕ6はÕ度とhva度!")#のv§における雪のfwの形の関係性を⾒出してMいた
図ÁÂるÃ²雪fw形はÄ±の成phiのxの中の条件によ»て多î多様に3化7るÕとを
Û⾒しÄÕのÕとから「雪は¨からyら6た⼿zÁÂる」といa8Äは⽣K6た（uó 2014.
146）Ã 

ó内（2002.279）によ6îÄO雪地Pにおける冬季のRSò害ÇÄklの{jをÂいて
しKa|ö/とさ6てÉた雪に対しÄ中¢は「雪は資源ÁÂる」といar語的なÄÐを}い
段階ÁñしているÃKたÄS~（1997.20）によ6îÄ中¢は±のoQに適した研究にå
)7るñ要性をwåておりÄ雪はのLに住#Õとにな»た+,道のoQに合»た研究ÁÂ
»たÃ1932 øÄ31 �のôさÁÄÅにÇÉしÄ+}に,温実dÑ!"*#を創ýÄ氷のc理的研
究からÅ氷・Ö氷・ÜáなÎÄ,温c理学の対象à域を|}さ~て雪氷学をnoしÄ中¢は
Õの分{ÁT界を1ー÷した（ó内 2002.282）Ã 

¯⽅Ä雪氷学における,氷の中Áçとくに(氷の研究/としてÄªòàXは©çñ要な⼈
cÁÂりÄ±の(氷研究の成gÇ地域づくりの活動なÎは本研究の分析のQÎとな»てい
るÃªòàXÄÅの'Qをï念7る会・実⾏ÊË会Ù（2002）によ6îÄªòは,氷研究/
としてÄ±の多くの研究成gから「T界のªò」とãさ6Ä¹åて地域ó½sの「â⺠性>
かな」科学/ÁÂ»たといa⼈cäがMか6ているÃ±の研究スタDルは·ãしてS[C義
ÁÄòホー±ó,を(氷と·tにåい「(氷と会çをしながら」研究をûåさ~た研究/Á
ÂりÄT界の科学/Ç地域住⺠と本éのVQ!ニケーûüンをと»てÉた（ªòàXÄÅの
'Qをï念7る会・実⾏ÊË会 2002）Ã 

第 3 章の)*分析Á/¼7るよaにÄªòは「(氷研究国Ðb市」を⽬äと7る-.市に
おいてÄ+⽅J国ÐûンÔûEムのëUをÕめとしÄ国内Êの研究/Çtu関の関係/らと
のÃoをöめÄ(氷に[Öさ6るòホー±ó地域のª%を;くT界にÛýしÄ市⺠をRåた
⼈的R(を活性化さ~るÕとにè%した（ªòàXÄÅの'Qをï念7る会・実⾏ÊË会
2002）Ã 
 
 ÝËのよaにÄ本ëÁはÄé雪を実SしてÉた雪氷研究のYZを,-しÄ国内においては
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²に中¢による雪研究とªòによる(氷研究がT界に先FけてB組K6ÄÕ6らの研究成
gは地域内ÊÄ±して国内Êに¥けてÛý・y^さ6てい»たÕとをnÅしたÃ 

本章ä?ÁはÄ⼈類がアj1カから移動をëÕしÄ±のµ雪氷と出会»てからの歴史をM
りòりÄæ雪Äé雪Ä±して·û利雪へとÄ雪氷と⼈間の関係性が39してÉたÕとをnÅ
したÃ±の中ÁÄとくにæ雪からé雪を⼈間がgたしてÉたhiÁはÄCに¡ç科学分{に
おける雪氷研究がòý的に©ªしたÕとを,-したÃ 

ÕのよaにÄ地域社会における雪害の.`さはÄS[の条件不利環境を分かりÇ7くÖ象
7るçのÁÂりÄ±の対ìとしての科学的な雪氷研究によるé雪への©ªはÄ⼈間による雪
氷のÅ識の12に繋が»たとíåら6るÃKたÄ±の12のÃpのà域にÄ地域が除雪なÎ
の~VをîdしてÑし#対象として⾒⽅を3åら6る«$性を⾒るÕとがÁÉたÃ 
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Ý章ÁはÄ雪氷と⼈間の関わりの歴史を,-しÄとくにæ雪からé雪への39hiにÉÊ
をÂてÄ雪氷研究の系譜を整理したÃ±6はCにÄ本研究が½⽬7る条件不利環境に対7る
科学的なアプローチの5ÊからÁÂるÃ 

¤く本章ÁはÄ条件不利環境としての雪氷を観光活⽤7るといa⽂化的なアプローチの
5Êに移⾏7るÃ±のためÄCに利雪ÇÉ雪に関7る先⾏研究を整理しÄ雪氷と観光の両概
念がÓ合7る「雪氷観光」創造の¿Àにおいて条件不利環境の観光資源化と±の活⽤促進メ
カニズムを分析7るためのQÎを構ú7るÃ 
 
!"# QR%&'OP#
 
（1）観光の概念 

先èÄ観光といaÄÐの意�にéいてnÅ7るÃ観光研究の分{において観光の定義はÄ
±の対象と7るz{の;さ5åにIJとさ6ているÃKた観光 本法においてçÄ観光の定
義はlïさ6ていないÃ観光のìäなる定義はÄ観光学の©°⽬äとさåÄわ6ている状況
ÞÄâ村（2007.18）はÄ観光の科学的な説lはÄ対象としての観光の「êë」をln化さ
~Äí定的な観光の定義をEÄ条件としÄ±の観光のêëをMì7るために観光の語源をn
ÅしているÃ 

±の語源に関してはÄ観光学Áはよくa⽤さ6るâ[中国X¥YZの中にÄ「観国î光Ä
利⽤ï⼿ñ」のÄÐがÂるÃóe（2007.18）によ6îÄÕ6を「国の光を観（み）る」と
Àめî¯国を5ì7るなÎの意�となるがÄ「国の光を観（しめ）7」とÀめî¡国のª%
を¯国に@7Äの意�となるÃÕÕÁ「光」を「⽂化」とíå6îÄ観光とは7なわLお}
いの⽂化を⾒~合a«みとなる（óe 2007.18）ÃÕの両解ûにÄ観光といaÄÐのÖ源を
⾒出7ÕとがÁÉÄ±してÕの語源は観光のêëを@7ためのñ要なa⽤と解ûÁÂると
íåら6ているÃKたÄ本研究が½⽬7るよaな地域の潜在資源の活⽤に関係7る⽂化的な
欲求とのÉa性ç⾒出7ÕとがÁÉるÃ 

=にÄâ村（2007.19）によ6îÄ観光の概念はÄ3 éの5ÊからÏåら6るÃ±6らは
「移動の5Ê」Ä「R(の5Ê」Ä「)Vの5Ê」ÁÂるÃ移動とはÄ~間移動によるõ⾏を内
@7る観光の本¦的な要ÇÁÂりÄKたúスX（観光/）とホスX（観光地住⺠）のR(と
いa²³をvåている観光においてはÄ2 é⽬のR(ççLÑCñ要な要ÇÁÂるÃ©µにÄ
S[観光のÛÜによる観光)Vの|}の5ÊからÄ観光の概念には)Vの要Çが不«pと
な»た（â村 2007.19）Ã 

·¾にÄ観光の概念は観光/の5Êから定義さ6る#¥にÂるがÄò½ÂüÔü ô. &ùÒ¿»（ス
Qス）は「観光客と観光地住⺠の相}~⽤」から±の概念をÏåÄfg的にスQスは住⺠と
観光客のR(にÉÊを3てÄ「観光のホスXöúスX論」による観光⼈類学を,×した（â
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村 2007.20-21）ÃスQスはÄ観光とは「âÇとõúをø.7るä[UV社会ÁÄâÇから
L6た¦間Pに¡由意aÁ¡ら選9した3問によ»てÄ×ùみのない~間Áのìらかの3
化をYd7るÕと」としÄ観光/を「·¦的にõúのÂる⼈cÁÄìらかの3化をYd7る
ためにÄkからL6た[®を¡Û的に3問7る/ÁÂる」と定義7る（}á 2018.4）Ã 

·⽅ÄûüÔÔÒºÀÔ ü½º»（Höû!）によ6îÄ「õúはUV社会Ðけに限定さ6るçのÁ
はなくÄS⽂化的にC要な義+から¡由になるÕと」とÄ±の概念の対象z{をより;義に
ÏåたËÁÄ観光/は「C要な義+からL6たõú状態に^りÄ¡ら®D7る社会のÊに移
動しÄÅÆの⽣活からのìらかの3化を求めるがǞ 社会への移住/Áはない」と定義して
いる（}á 2018.4）ÃÕのよaに両/の⾒解には相HÊが⾒ら6るがÄいè6の解ûを⾒
てçÄ観光の両概念には移動の5Êが"K6ているÕとが分かるÃさらに両/のíåにはÄ
観光/が観光に対して3化を求めていると7る⾒⽅がSçしているÃ 

移動の5Êから観光をÏå6îÄ本研究が第 1 章Á/¼した⼈類の移動çÄõの·形態
とみな7Õとは«$ÁÂるÃ {（2011.8）によ6îÄアj1カÁR⽣した⼈類がT界の
tQ地へ進出してい»た「グHーXûôーニー」!"#をÕめÄ¡¢Ç£⼈らのR¥ÄKたÄ¤
Ä的な¥¦ÇDÿ1ス§族らによるグ£ン÷±ー1ズムなÎÄ⼈間は歴史においてâくか
ら多様な形態のõを実zしてÉたÃ±してÕ6らのõの動uづけにはÄ±の¦[Ç状況に応
じた3化へのm£が±6l6©ªしたと⾒るÕとがÁÉるÃ 
 ä[Ý4の観光においてはÄsÏ（2011.114）によ6îÄ社会を構成7る多くの⼈Äが
¶¹«$とな»たÕとが²³として/Ìら6ÄÕ6はマス±ー1ズム（}¨観光）とãさ6
るÃ7Áç©9にõ⾏をÑし#ÕとがÁÉる条件が整»たのはäøにな»てからÁÂりÄ±
のÉ»かけはXマス・óöóが 19 Tª*îにDÿ1スÁ«¬Gôン{ーンのためにÕめた
­ðõ⾏Ð»たとÄわ6る（á本 2018.10）のはよく語ら6るÕとÁÂるÃ 
 ¦[は移りÄ1980 ø[にはÄÕのマス±ー1ズムをÀåた<しい観光の創出の動Éが⾒
ら6たÃ,®（2011¯116）によ6îÄÕaした動Éはマス±ー1ズムに3わるといa意�ÁÄ
òルタHティO・±ー1ズム（[°の観光）とrî6るÃÕの背景にはÄマス±ー1ズムの
&±がÂるÃ&のÆÁはÄÅÆ⽣活の72ÃpにÄ観光の´²さを位置づけたÕとÐがÄr
対に±のÆÁはÄ地域の観光Ñýの}s化Ä¡ç環境のmjÄwð的な⽣活⽂化の3化ÄQ
地ëÛÄ±して0âの,ÞなÎが⾒ら6た（,® 2011¯116）Ã 
 S[の観光においてはÄ序章Áç¼íたよaにÄ地域がC?とな»てåI的に観光MNに
B組#といaさらに<しいスタDルが定½してÉているÃ³«þüはÄ地域ÊのÛ地Ü5Ê
のマス±ー1ズムにと»ては©適な観光ëÛを「ÊÛ的観光ëÛ」としÄ±の·⽅ÁÄ地域
内の住⺠が¡らの⽣活の¦の¥Ëを⽬N7観光ëÛを「内Û的観光ëÛ」とした（³« 2008.
17）ÃÊÛ的観光ëÛÁはÄ地域社会の意¥が²5さ6る#¥にÂりÄしたが»て¡çÇ⽂
化に関Ã7る地域資源のmjÇ³⽤なÎが⽣じÄfg的にwのxyがçたらさ6る#¥Á
Â»たのに対しÄ内Û的観光ëÛÁはÄ地域の「¡0的意:」に づいて¡ç資源Ç⽂化ñ
Uの"¤的な活⽤を図るçのÁÂる（³« 2008.17）Ã 
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（2）観光学の概要 
中村（2019.12）によ6îÄ観光S象を対象とした研究は 19 Tªµ*のÅーロöÇから

ÕK»たÃ観光研究はÄõ⾏が´µÐ»たDÿ1スのよaなÛ地Üの国ÁはなくÄ#しÑ½
地ÜÁÂ»たDタ1アのö÷ð\îの ô.TティòがÄ1899 øに「Ö6利におけるÊ客移動
¶Äに·の消費¸にÇいて」といa論説をÚÖしたÕとが±のÕKりとさ6ÄéKりÕ6は
DンßEン÷観光の調査研究ÁÂりÄ3¦のYÈ学/はとくにÊ¹òàのための国Ð観光
に½⽬していた（中村 2019.12）Ã 

ÕのよaなUmの5Êに関ÃしてÄ}á（2014.10）は観光研究の出ÛÊとしてのü¯
sをºLoてているÃ先èÄ「観光V+の,Jにoわる諸)Vは諸u関のb«Ä7なわLJ
KサD÷のçの」ÁÂりÄ=にÄ「»客のÜÄ7なわL`要サD÷からのçの」Ä±して「`
要サD÷とJKサD÷をð合したíå⽅」のçのÁÂる（}á 2014.10-11）ÃÕaした観
光研究のÏå⽅はÄË¼のスQスのíå⽅と本¦的には·¼しているÃ 

¯⽅Äâ村（2007.20-21）çÄ観光は観光客と観光地住⺠の相}~⽤によ»て構成さ6
るとしたスQスの「ホスX½úスX論」をôöしておりÄÕ6は}á（2014）の@A7るË
ï 3 Ê⽬のð合的なíå⽅におけるÛ地Üと½地Üの^u的な繋がりといa5ÊÁはyS
しているÃしかしâ村（2007.21）はÄスQスには観光・õ⾏UVÄいわ5る#ローカーの
K在とèêがp¾しているとしたËÁÄü. ôüÒ¸üÁ（1ーÇー）による観光の社会関係を構
成7るü要Ç（ホスXÄúスXÄ#ローカー）がú⽤さ6るよaにな»たとN]7るÃ本研
究ÁはÄ1ーÇーÁはなく本 にô»たスQスのíåを 本的にí⽤しÄ第ì章Ý4におい
てÕ6を/æに分析7るÃ 
 5Êを¿し観光学とはÄ}á（2014.8）によ6îÄ観光)象に関7る理論的な分析・研
究ÁÂると·先èはÉ定さ6るがÄT界的に⾒てçKÐ本A的にはnoさ6ていないとÅ
識さ6ているÃÕ6はÝ'のよaにÄ観光の概念がlnにÉ定さ6てないÕとにÃ動してい
るとíåら6るÃÕのÊにéいてはÄâ村（2004.9）çÄ観光の理論研究は多くの学問的
アプローチが/æにBら6ているÕとをÅめたËÁÄ観光の本¦に'るよaなâ本的な理
論的Ù究はÀ分ÁはなくÄ#しÑoL%6ているとしているÃ 
 Õaした背景にはÄ観光学の²³は多様な学問à域にÁ»ておりÄ学Ð的な研究とさ6て
いるÕとが/Ìら6るÃ歴史をMりò6îÄ第v=T界}戦µÝ4Ä環境Ç地域活性化Ä±
してÕの観光の問題なÎÄ²ÔのÅÄの学問ÐけÁは解lがJしいよaなÏ合的かéÏ·
なS象が⽣じてÉたといa(6をáけÄê語ÁÕ6らのà域の学問の多くはÄÂº¿¹ûÒüºÃと
Ï+形にな»ておりÄたとåî観光研究はÂ¿À¹ÁÒºù º¿¹ûÒüºÃÁÂる（}á 2014.9）Ã}á
（2014.9）はÄÕのよaなÏ合的な学問à域においてはÄäøÄt学問の分oC義をÀë
したÔスX・ディûプ1H1の⽅法ÇX£ンス・ディûプ1H1のíåによる研究⽅法が,
×さ6るとしている!$#Ã±してÄ7Þ（2011.3）çÄ観光研究は 1 éのZ[à域とÏåる
よりç学Ð的なçのÁÂりÄ±の⽅が⽣U的ÁさåÂるとN]しているÃ 
 ÕのよaにÄ観光学にはÄÝ章Á⾒てÉた雪氷学とのÉa性が⾒出さ6るÁÂÑaÃ雪氷
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学çÄË¼のôo（1984.213）によ6îÄ¯の多様な学問Ç社会分{とfÄéいておりÄ
+⽅Jのt地域の⽣活にÂら5るÜÆに関ÃしているÃÕのよaな学問の²³の相Ä性か
らÄ雪氷学と観光学の両学問はÓ合しÇ7い性¦をPÄていると⾒るÕとは«$ÁÂるÃ 
 
（3）批判的に⾒る観光資源論 

ÝËのよaにÄ観光研究の系譜において観光学をみてÉたがÄ本'Áは観光資源の定義に
éいて整理しÄFÅの観光資源論を批判的に¿À7るÃKè観光資源の定義においてñá
（2014.109）はÄ±の定義Ç分類⽅法なÎに関7る多くの先⾏研究がÂるにçかかわらè
未Ðにð·さ6た解ûはùいとしÄ観光資源といa⽤語はÄùçとした定義のKKú⽤さ6
ていると¼íているÃ±の理由にéいて´Ýþ·はÄ「Éz性のÂる観光資源ß度がK在し
ないためÄ観光資源の定義をめ2»て⾒解がð·さ6ないKK論&が⾏わ6てしKa」（´
Ý 2007.105-106）と¼íたËÁÄ観光資源の8価は「®Æは観光客の¼みの問題ÁÂる
との⾒⽅がâçにÂる」とN]している（´Ý 2017.188）Ãさらにµ （̄2007.101）çÄ
観光資源の解ûがÏ·とさ6る¯因はÄ)V論と観光/による⾏動論とÕ6らの¶なる5
ÊからÏåら6る両Æ性ÁÂるÕととしているÃ 
 Õのよaな状況においてÄÄòåはÄ観光資源を「観光の対象Ä観光⾏動の⽬的となるÂ
ら5るçの」とáâに定義しており（Äò 2003.34）Ä±の中にはÄ¡çS象Ä±のx⽣cÄ
景観Äさらに歴史的Äwð的⽂化tがÂりÄ±のËÁÄ^形・ù形のçのが観光資源のzÇ
にÂるとÄ¨しているÃさらにS[ÁはÄÕ6らをð合したÏ合的なçのç⼈L的に創~さ
6Ä観光資源の解ûはÇ;いçのにな»てÉた（Äò 2003.34）Ã歴史をMりòりÄàÃõ
òはÄ1920 ø[Ý4にÆ⽤さ6てÉたÂÁüºÀ¹Á¾ü ¼ÀÁ ¿À¹ÁÒº¿ºÃがÄ`aUøにÄÅ本の+道
T国Ð環境îによ»て「観光資源」とUめてÈさ6たと説lしている（àÃ 1997.5）Ã 
 ±してS[的な分析においてÄb<É⽂はÄ「観光資源に関7るFÅ研究を概ü7るとÄ
±のCÛは観光資源の分類ÁÂ»た」とN]7る（b< 2018.37）Ã±の分類にéいてÄた
とåîàÃ（1997.7）はÄ観光資源を「¡ç的資源」Ä「⽂化的（⼈⽂的）資源」Ä「社会的
資源」Ä±して「UV的資源」に分類しておりÄKたÄò（2003.49）はÄçaíしæ分化
してÄKè¹§に「^形観光資源」Ä「ù形観光資源」Ä「ë合観光資源」のüî類を置ÉÄ=
にÊ§に「¡ç観光資源」Ä「歴史⽂化観光資源」Ä±して「Ï合観光資源」をØåÄË類s
のマX1óスをMいているÃ 
 観光資源の分類に関してはÄさらにæ分化さ6たFÅ研究が多く⾒ら6るÃ±6はËïに
/Ìたよaな¡ç的資源Ä⽂化（⼈⽂）的資源Ä±してÏ合的資源をÄ±6l6æóに分類
しよaと試みる研究ÁÂるÃたとåîúÖ（2008.9）はÄ⼈⽂資源にD7るÚÌの)*に
おける<²の分類にéいて&論しているÃ±6はÄ7Áに8価が定K»たuhÌとÄUのõ
ñÍÌのÅ°¢ÚÌをÎaø.したらよいかÄなÎとい»たæかい内ÂÁÂるÃ 
 Õのよaな⼈⽂資源のæ分類の&論に[Öさ6るよaにÄFÅの観光資源論による分類
の¿ÀはÄ観光資源の定義がùçとしている状況においてはÄÂKり意�をçたないと本研
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究は批判的にíåているÃÕのíåをã"7るçのとしてÄ«ñ（2012.118）はÄ©äは
「分類に づいて地域の要Çが観光資源化さ6ている」状況ÁはなくÄ#しÑ「社会Ç価値
観の3化に合わ~てÄ=Äと<たな地域の要Çが観光資源化さ6ている」と¼íているÃ±
して±の背景にはÄ社会環境の3化Ç"@技!の進ÜなÎの要因よ»てÄ地域資源の観光資
源化はÝÝに°íて促進しÇ7くな»ている（«ñ 2012.120）ÕとがÂるÃ 

Õaした状況をáけÄ⼈⽂資源のæ分類の«Îを¿ÀしたË¼のÏÖ（2008.10）¡6
çÄ観光資源研究はÄ観光資源を適Eに8価したËÁÄ±の価値のÌ¼%から市[を選定Á
Éるよaな観光マーケティングへと=のステöプに進#E要性を説いているÃÕaした動
的な意�をçé観光資源論ÁÂ6îÄ本研究においてç¶íにしたいÃ 
 ¯⽅Ä´Ý（2017.187-197）においてçÄ分類論は「£¥のÐに½⽬7る資本C義社会
においてÄ̀ 要/とJK/のÍ⽅にVQ!ニケーûüンをâるËÁE要」としながらçÄä
ての観光資源は⼈間のÅ識が創出7るçのとしÄ±の«$性の;さにÄ¨しているÃたとå
îf⽣観ÄÐsÄoÑÄÒÓÄÔcÄ動cÕ£ÄÖ%なÎÄ`要Üの価値消費とJKÜの価
値,Jの5Êから;義にÏå6îÄÕ6らはFに観光資源化さ6ている（´Ý 2017.197-
203）Ãさらに´Ý（2017.205-206）はÄQÔ的にçしâãが観光資源化さ66îÄ⽂化観
光資源Ç¡ç観光資源とい»た分類論は消­7るとN]したËÁÄ「âã~間ÁのXùñ%
?dZは地ËのÎのテーマÇーóにçかなわないアX£óûüンになる」といa«$性を@
しているÃ 
 ÕのよaにÄ分類論を §とした観光資源論をÀåÄいわ5る「ìÁç観光資源化」が×
a¦[をÚåるS[の価値多様化社会のVンテóスXにÛら~îÄ条件不利環境と位置づ
けら6る+⽅J地域の雪氷Ç雪氷S象の観光資源化のメカニズムを¿À7る本研究はÄF
Kの観光資源論に·³を+じるçのとíåら6るÃ 
 
（4）観光学から⾒る観光資源としての雪氷の位置づけ 

Õのよaに⾒てÉた観光資源論においてÄ雪氷はÎのよaに位置づけら6てÉたのかを
=に,-7るÃàÃ（1997.51）はÄ雪氷に²化した分類をñÓは⾏»ていないがÄたと
åî「^l,の不5È」「X7dのØ´Ù」「+,道òホー±óôõの(氷」「CñのÅ氷」
「xÚのÖ氷」±して「+(のòーロ£Ç1Û」なÎは¡ç的資源の内の 1 éÁÂりÄ¨ç
S象の中の´象のz{に位置づけているÃ²Ó7íÉはÄ地:住⺠にと»てはBCとçなる
ÖÁçÄロン÷ンÇÜ*のよaにÄ±のQ地のoQをcし出~î観光資源になりàる（àÃ
1997.51）とÄ¨したÕとÁÂるÃ 
 ·⽅ÄÄò（2003.91）はÄ雪ÇÅなÎはÅÆ的なçのÁÄ%¦にù形ÁÂる（Kたは形
が72ùくなる）ためÄÕ6KÁ観光のñÓ的な対象としてはÅ識さ6てÕなか»たとして
いるÃしかしÄr季の3化をcし出7"t的なÝ{´はJ²ÁÂりÄたとåù形ÁÂ»てçÄ
観光資源がÕaした雪ÇÅなÎと·?となりÄ±の観光|gをより¥Ëさ~るといa相Þ
|gçm£ÁÉる（Äò 2003.91）ÃÕの|gによ»てÄ雪なÎは背景Ç環境と·?的にÅ
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識さ6Ä観光対象と相}にëìし合aÕとÁ観光|gを-öさ~る「¦¹s・|g-Çs」
として位置づけら6る（Äò 2003.91）ÃÕのよaな位置づけはÄ本研究がのLに「雪氷観
光」を定義7るËÁñ要なíå⽅ÁÂりÄ=ëÁíaÕとと7るÃ 
 Å本のhÒの歴史においては「雪ùß」といaÖSがâくからú⽤さ6ているÃä村
（2011.26）はÄ雪ùßはÄ·¾的にÅ本の}しい¡çを[Ö7るocÁÂるとÖSしÄ
Kたôö（1995.õ）çÄ雪はÅ本⼈にと»てâくからo(・oàÁÂ»たÕとを@7のが
Õの雪ùßÁÂ»たとしているÃD?的には「oÐ:」（á 17）においてÄo7は「ñいâÄ
.い¢Äãいeをçé雪をäく¿の7」（mò 2011.26）としてÖ象さ6ÄÕÕÁú⽤さ6
る雪はÄ´ñさのよaなÝ{´を"み"»ていたとíåら6るÃ 

KたÄÞÜ（2001.353）によ6îÄ「åç⼦」の中ÁãíÍÄはÄ「冬は}æÄとくに雪
が4»ているæは7îらしい」としておりÄÕ6らのÖSからÄ雪はâくからçèの観Êに
おいてプ£スの8価をàるケースがK在していたÕとが分かるÃしかしÄÕaした雪の8価
はÄ条件不利なO雪地Pに住#/からÛ~ら6たçのÁはないと本研究は⾒ているÃ 
 S[ÁはÄ観光資源としての雪氷の位置づけに顕bな3化がS6ているÃË¼のÄò
（2003.92）によ6îÄたとåî雪の4らないÎdからなÎÄ(氷Ç雪をñÓ的な観光対
象として+,道を3問7る観光/が-åておりÄとくに寒冷地においてはÄ±6らの冬季の
ñKm間がpいÕとÁ^形資源とÄたよaな観光|gを創出してÉたとíåら6るÃÕの
よaに観光資源論においてはÄ観光対象としての雪氷の位置づけがöÄに3化してÉたと
⾒るÕとがÁÉるÃ 
 
,"# SJKQRT'UV#
 
（1）道内 179 市町村における冬季観光の実態調査 

本研究はÄ雪氷観光の定義づけを⾏aためにÕ6KÁ国内ÊÁ実ÑしてÉた「雪氷観光」
の創造プロWスに関7る調査研究のûåに¹åÄË¼した道内 179 ä市町村における冬季
の観光のB組みの概要調査を実Ñして±6を分析したÃ3ã調査からはÄfg的に 169 の
市町村に\ 658 件のB組みを²定ÁÉたÃÕ6は 94.4çのñい実z°ÁÂるÃ=にÄÕ6
らのB組み内Âを·件èé¾査したËÁÄ本研究は「雪氷観光」の定義づけの;3性をñめ
るためにÄ観光学の5Êからõ⾏⽬的をè分類した（Ú社）Å本観光MNÖ会（2013.32）
ÇÄõ⾏のタDプをÀ·分類した×ØÙ（2011.28）を¶ÛしたÃ 

±のËÁÄ（社）Å本観光Ö会（1999.322）の分析による「⾒c7る・çè7る」「?d
7る」「歩く・移動7る・b動7る」のü分類ÄおよÄÞ位 29 のカテÜ1ー分けのNäをí
⽤しÄÕの 658 件のB組みに対して本研究はÄ観光⽬的と観光資源の消費スタDルのð合
的な²³を分類Näとして「çè系観光」「スÔー±系観光」「 り・DùンX系観光」±し
て「².?d系観光」の 4 éの形態に類s化7るÕとがÁÉた（Ö 2-1）ÃさらにÄÕのr
類sはËïの道内調査fgの分析⽅法にç3てはKるÕとç分か»た（Ö 2-2）Ã 



! $(!

Ö 2-1 冬季の観光のB組みのr形態 

 
出®）Ó/~成 

 
Ö 2-1 においてはÄたとåî(氷ÇÅ氷Äû!エ1ーアDスなÎに[Öさ6る「⾒る（観

る）観光」はçè系観光ÁÂるÃKたÄスGーÇスケーXに[Öさ6るEィンタースÔー±
の実zÇ観戦なÎを⽬的と7るçのはÄ序章ÁË¼した¯ò（2009）の分類に づけîス
Ôー±系観光ÁÂるÃ·⽅Äさ»¡Ñ雪KéりÇしかりíéhVタンのよaにÄ雪氷を活⽤
したUしcの⾒学Ç雪ä2のß~¶¹なÎは り・DùンX系観光ÁÂりÄ±6ÝÊの§ñ
なYd価値を消費ÁÉる観光ÄたとåîアDスホテルÇ雪中{éHり?d±アーなÎÄÕ6
らは:)して².?d系観光としたÃ 
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Ö 2-2 道内 179 市町村における冬季観光のB組み概要調査fg 

 
出®）Ó/~成 

 
（2）観光客の⾏動因⼦の抽出と分類 

=にÄ²定した 658 件の冬季観光のB組みの¾査から観光/による観光⾏動の因⼦を抽
出したÃ±のfgÄÕ6らの多様な⾏動因⼦はÄ雪氷をñÓ的に消費7る因⼦Îと間Ó的に
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消費7る因⼦Îにv分ÁÉるÕとが分か»た（Ö 2-3）Ã 
たとåîÅ氷çèの観光ÁはÄ「1. ⾒る」と（ì4を）「14. êる」なÎの⾏動因⼦はln

に抽出さ6るÃさらに(氷観光ÁはÄ「1. ⾒る」Ä（éを）「2. =く」Ä「3. ë6る」Ä「5. 歩
く」なÎの⾏動よ»てÄñÓ(氷を観光消費7る⾏動因⼦とÄ.Oたとåî（観光ì氷qí
1ンVîïに）「Ä. Þる」Ç「Ò. 潜る」とい»た間Ó的な観光消費を¹åたÏ+の⾏動因⼦
の抽出がnÅÁÉたÃKた雪>ネ±アーÇ雪ÞÑし±アーなÎÁはÄ除雪Çn雪に関Ã7る
観光形態ðに⾒ら6る「10. かく（>ネる）」Ä「11. +Ìる（ÞÑ7）」とい»た².なñÓ
消費の⾏動因⼦が抽出さ6るÃ 
 

Ö 2-3 雪氷を観光対象として消費7る観光客の⾏動因⼦Îのv分類 

 
出®）Ó/~成 

 
 ¹åて説l76îÄ間Ó的因⼦Îの「ñ. 寒さ（と]さ）?d」の内Ä寒さを?d7る⾏動
因⼦はÄたとåî「しî6jFスティßル」なÎがã3しÄ±の·⽅ÁÄ寒さと]さを%¦
に?d7るのは「雪⾒ò¨oó」なÎÁÂるÃさらにÄ「ù. b¶7る」は雪Ë÷1jX?dÄ
「ô. êら6る」は「£Dディングj)XWöûüン」とrî6るスGーÇスÚーTー÷Á
õる¡分の<をì4êxしてçらåる観光サー\スが^7る間Ó消費の⾏動因⼦ÁÂるÃ「Á. 
光を⾒る」はÄたとåî雪氷と光がSりな7ホùDXDルQネーûüンのよaなDùンXが
ã37るÃ 
 
（3）雪氷との関わり度合いによる分類 

本研究はÄÕaした⾏動因⼦の抽出に対してさらに分析を¹åたÃ±のfgÄ雪氷の間Ó
消費の⾏動因⼦はÄ雪氷を「·?的」にÏåる観光⾏動と「¦¹的」にÏåる観光⾏動の 2
éのタDプにÄæ分さ6るÕとが分か»たÃÕのÕとにはÄ観光資源論において雪氷は環境
なÎとëìし合»てÅ5さ6る¦¹s・|g-ÇsからñÓ消費の観光対象へと39して
ÉたとしたÝ¼のÄò（2003）のN]とのÉa性が⾒出さ6るÃ·⽅Ä雪氷とはñÓ的な関
係性がùいÄéKり雪氷を対象と7る⾏動因⼦が抽出ÁÉない冬季の観光のB組みçlら
かになりÄÕ6らの分析fgをKとめたのがÖ 2-4 ÁÂるÃ 

Ö 2-4 Áñ要なÊはÄスGーÇスケーXのよaに9に「歩く」Ç「õる」ÐけといañÓ
的な⾏動因⼦とは¶なりÄ².な[vをして·定の技!をE要と7るõöÇõ4なÎの⾏
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動因⼦はÄ雪氷を·?的条件とÏåた間Ó消費にD7ると本研究は分析したÃ*åîÄスG
ーõりを⽬的とした観光⾏動はÄ雪氷を9にñÓ消費7るÝËにスGーのYd値Çõö・õ
4の技!を¥Ëさ~るÕとがCな観光⾏動の⽬的にäいとíåら6るためÄ3ãûーンに
おける雪氷を·?的条件と位置づけるÕとの;3性を本研究は⾒出したÃ 
 

Ö 2-4 雪氷との関わり度合いから⾒る冬季観光のB組みのr分類 

 
出®）Ó/~成 

 
·⽅Äたとåî冬のしÐ6÷のCな観光⽬的はÄ3çしÐ6÷をçè7るÕとÁÂるがÄ

Õのûーンにおける雪氷は¦¹的条件ÁÂりÄ7なわLÄ雪氷はK在76î「øÏし」とÏ
åるÕとがÁÉるÃ̄ ⽅Ä(氷Ç雪ÞÑし±アーのよaにÄçèÇ².?dの観光が成o7
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るために雪氷をñÓ消費7る⾏動因⼦にと»て雪氷は不«p条件ÁÂるÃÕ6とはr対にÄ
たとåî冬の±1ーDングなÎのよaに雪氷とのñÓ的な関係性がÅめら6ない観光のB
組みçK在したÃ 

なおÖ 2-4 においてÄ間Ó消費の⾏動因⼦を·?的条件と¦¹的条件Áø.しない理由
はÄ·ûの⾏動因⼦が±の両à域にÁるためÁÂるÃたとåî%じ「光を⾒る」ÁçÄスÚ
ー£ンタンDùンXは雪氷が·?的条件ÁÂるがÄホùDXDルQネーûüンÁの雪氷は
¦¹的条件ÁÂるÃ%様にÄ「Da」にéいてçÄ国Ð雪合戦と「æ寒」をDい合aしî6
jFスティßルÁは雪氷をÏåる条件は¶なるÃéKりÄÕaした間Ó消費のv分類はæó
な~VÁÂりÄñÏ7るÏ+の⾏動因⼦のS出は不«ÿとはな»たçののÄ本研究は雪氷の
間Ó消費を·?的と¦¹的条件に分類7るE要性をñ5したÃ 
 
（4）「雪氷観光」の定義の試⾏ 

ÝËの分析に づÉÄ本研究はÕÕÁ「雪氷観光」を定義づけるÃ先èÄ±のQÎとなる
雪氷と観光の定義を±6l6nÅ7るÃ雪氷にéいては第 1 章ÁnÅしたよaにÄ 本的
には「雪と氷のÕと」ÁÂりÄ成ú（2014）のÄa雪氷S象çÕ6に"めるÃ 

·⽅Ä観光学における観光の定義はÄ本章ÁnÅしたよaにÄ±の対象z{の;さ5åJ
しいとさ6てÉたがÄS[においてはÝÞに@7よaな観光öìù&会による 2 éの定義
が多くの先⾏研究によ»てúÉ的にa⽤さ6ているÃたとåî 1970 øの3ãù&会による
定義はÄ「¡¢の¡由¦間（4õú）の中ÁÄçèÄ5識Ä活動ÄûÅÄ¶¹Ä¾¿のüý
2Ä⽣活の3化を求める⼈間の 本的欲求をáà7るための⾏L（4Hó1エーûüン）の
aLÄÅÆ⽣活JをL6て⾏»た¡çÄ⽂化2の環境のçとÁ⾏おaと7る·Ãの⾏動」Á
ÂるÃさらに 1995 øの%ù&会の±6はÄ「õú¦間の中ÁÄÅÆ⽣活JをL6て⾏a様Ä
な活動ÁÂ»てÄë6合いÄ学ÄÄ¡NÕとを⽬的と7るçの」とíし©略的なçのに3化
している!%#Ã 

¹åてÝò（1995.7）はÄ「ÅÆ⽣活（J）をL6てÄ·¦的に¯地にþくÕと」といa
©ç;い解ûにÄ¨しÄKたÄò（2003.12）はÄ観光の意�とèêをより;義に解ûしÄ
Âら5る地域の¤6たçのにÓ7る⾏動はäて観光とÏåたいと¼íているÃÝËを-K
å本研究はÄ観光対象としての「雪氷資源」と±の消費⾏動の両⽅の多様性をçみÄÄò
（2003）の;義のC¨を¶ÛしééÄ本研究のü にô»た 1970 øのù&会による観光の
定義をí⽤7るÃ 

Õ6らの定義をQÎとしÄÝÿのÖ 2-4 Á@した冬季の観光のB組みの分類をð合して
ij76îÄ「雪氷観光」とはÄç義には「雪氷を不«p条件としたËÁñÓ消費7る観光」
およÄ「雪氷を·?的条件としたËÁ間Ó消費7る観光」をN7Ã±して;義にはÄÕのç
義の「雪氷観光」に「雪氷を¦¹的条件としたËÁÄ間Ó的に消費7る観光」を¹åたçの
となる（Ö 2-5）ÃÕの¦Ä雪氷とはñÓ関係のない観光はÄ本研究Áは9に「冬季観光」
と位置づけÄ「雪氷観光」のz{には"めないÃ 
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Ö 2-5 「雪氷観光」のz{ 

 
出®）Ó/~成 

 
ÕのよaにÄç義と;義の「雪氷観光」のz{を±6l6²定したがÄÕ6KÁ雪氷を対

象とした観光⾏動因⼦の多様性をnÅしてÉたよaにÄ本研究はÄS[における価値多様化
社会のVンテóスXにおいてÄç義より;義の定義をñ57るÃÕのÕとはÄ=ëにおいて
/æに⾒ていく「雪氷資源」の多様性といa²³をç-KåているÃ 
 ÝËの&論と本 に づÉÄ本研究は「雪氷観光」を定義づけしたÃ±6はÄ「õú¦間
における⽣活の3化を求める⼈間の⽂化的な欲求をáà7る⾏LのaLÄÅÆ⽣活JをL
6Äc¦・S象としての雪氷をÄñÓ・間Ó消費7る多様な·Ãの⾏動」ÁÂるÃ 
 
4"# JKWXYZ[\]^SJK_`T#
 
（1）雪氷学から⾒る資源分類と観光利⽤状況 

=にÄ雪氷学の5Êから雪氷Ç雪氷S象を観光対象の資源（ÕÕÁは「雪氷資源」と7る）
として分析7るとÄ±6らのc¦・S象的な²³に⾒るæÇかな¶なりをNäとした\ 56
î（}分類 3Ä中分類 17ÄおよÄÞ位カテÜ1ー56）による分類fgをàるÕとがÁÉたÃ  

Õの分析にéいてはÄ序章ÁË¼したよaにÄ雪氷学の ìから応⽤KÁを-!した（Ú
社）Å本雪氷学会Ù（2014）Çàò・ñá（2017）ÇÄたとåî「雪形」なÎのよaにÄ
雪氷をçè対象として¦¹的に説l7るñá・éê（2016）に づいておりÄÕ6に¹å
てÄ地°雪±アーに[Öさ6る雪氷S象ÇÄ¡çS象としての雪氷の造形}çBりà6ÄÕ
6らäてを?系的に整理したÃ 

±のËÁÄ分類したäての「雪氷資源」の観光利⽤状況をÕ6KÁの調査に づいて8価
しÄ±の利⽤度のñさからêに「"」（À分利⽤さ6ておりÄ58度çñい）Ä「#」（利⽤は
さ6ているがÄ58度はñくない）Ä「$」（û分的に利⽤さ6ておりÄ58度ç,い）Ä「%」
（S状Áは利⽤さ6ていない）のr段階Á@したÃさらにÄ本研究による道内市町村調査f
gより抽出さ6たñÓ・間Óの⾏動因⼦をÄ「雪氷資源」を消費7る形態に対応して±6l
6ã37るÕとがÁÉた（Ö 2-6）Ã 

Ö 2-6 からはÄKè「雪氷資源」としての雪氷Ç雪氷S象には多くのî類のK在をnÅ7
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るÕとがÁÉたÃとくに雪よりç氷の¯aが多îÁÂるÃKたÄ国内Ä国ÊÄâãとい»た
[®性の相HはÂるçののÄ実Ðには多くの雪氷は実z的に観光資源として利⽤さ6てい
るとÄåるÃKたÄ未Ð観光利⽤さ6ていない潜在的な資源にéいてçÄ地°雪の)*のよ
aにÄQÔ的に観光資源化さ6る«$性はÎ定ÁÉèÄ±の状況に対して本研究はÄñÓ消
費の⾏動因⼦を「潜在的観光資源」としÄ間Ó消費の±6は「QÔ的な間Ó消費対象」と位
置づけたÃKたÄâã雪氷にéいてはÄQÔ的なâãqの利⽤は¡lなためÄ「Þる」とい
a間Ó的⾏動因⼦をïしたÃ 

なおÄ&⽅の±のt分類'⽬はäて¡çS象としたがÄ(⽅の観光の⾏動因⼦においてはÄ
雪氷Ç雪氷S象を⼈î的にß~・¹îしたçのを観光対象とした⾏動が"K6るÃたとåî
雪氷災害（雪）のO雪ÁはÄ「雪のö'」を歩く「5(雪)E)ーó」なÎがÂるがÄÕ6
はk先の7n道*を⼈間が除雪7るÕとÁ出Ôる「雪氷資源」ÁÂるためÄ3ã分類ÖÁはÄ
ñÓ的な⾏動因⼦（⾒るÄë6るÄ歩くÄêる）ÄおよÄ間Ó的因⼦（（ßスに）Þる）をï
*したÃ 

KたÄたとåîã+hの「氷,Kéり」に⾒ら6る氷のò#ûFはÄ½氷S象を利⽤した
⼈î的なß~cになるためÄ本研究はÄÖ 2-6 中の½氷の造形}の'⽬のñÓ的⾏動因⼦
には（⾒るÄë6るÄêる）をÄ±して間Ó的⾏動因⼦には（¶¹7るÄ光を⾒る）を±6
l6ï*したÃ 
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Ö 2-6（1） 雪氷学から⾒る資源分類と観光利⽤状況 

 
出®）àò・ñá（2017）Äñá・éê（2016）に づÉÓ/~成 
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Ö 2-6（2） 雪氷学から⾒る資源分類と観光利⽤状況 

 
出®）àò・ñá（2017）Äñá・éê（2016）に づÉÓ/~成 
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（2）「雪氷資源」と消費⾏動因⼦の両多様性 
 ÝËのよaにÄ「雪氷資源」はÄ雪氷学に づいたÖ 2-6 の分類からÄ56 î類にçïる多
î多様なK在がnÅÁÉたÃとくにO雪Ç地°雪なÎはÄ雪氷学においては雪氷災害に位置
づけら6ておりÄÕ6らのPしい¡çS象ç観光活⽤さ6るÕとÁ観光資源として成oし
ているÃ±してÄたとåî雪;なÎÄKÐ観光利⽤さ6ていない「雪氷資源」ç多くK在し
ているÃ 
 ·⽅ÄÕ6らの「雪氷資源」を消費7る⾏動因⼦çÄñÓ的・間Ó的なçのを合わ~て 34
î類が抽出さ6たÃÕ6らをFけ合わ~6îÄ) 1900 Sりの「雪氷資源」の観光消費スタ
DルがK在7る\-になるÃçLÑCÕのよaな9ôな問題ÁはないがÄいè6にしてçÕ
のよaに「雪氷観光」を構成7る「雪氷資源」と±の消費⾏動因⼦の両多様性を,-7るÕ
とはÁÉたとíåるÃ 
 KたÄ潜在資源の顕在化の観Êから⾒6îÄ*åîÄÖ 2-6 中にÂるjロスXj£ùーÇ
アDスß#ルなÎはÄíしèéÁはÂるがÄ&ü& 2にçBりËÌら6ÕめているÃKたÄ
û!エ1ーアDスなÎはÄ7Áに顕在資源として観光活⽤が促進さ6ているがÄ·⽅ÁÄ雪
KりçÇ雪KくりなÎはÄKÐ´µの観光活⽤がm£さ6る段階にÂるとíåら6るÃ̄ ⽅Ä
たとåîスマーXj)ンに[½したマDóロHンズをSしてÄÜáをäALÁêxしたç
のを &ü& Ëに}しくÿ*しÄEF#ËのR(が活性化さ6る「Ü活」といa動Éç⾒ら6
るÃ 

ÕのよaにÄ́ µÕ6らの多î多様なK在からÄ潜在資源としての雪氷がÄt消費⾏動因
⼦と|g的にf合7るÕとÁöÄに顕在資源化さ6るÕとをm£7るÕとがÁÉるÃ±し
てÕのよaに「雪氷資源」は多様ÁÂるからÕ±Ä価値多様化社会においてはÄQÔ的に±
の観光資源化が⾒®K6る「雪氷観光」のî類çÕ6に°*して多くなるとíåるÕとは«
$ÁÂるÃ 

Õ6はÄË¼の«ñ（2012）がN]したよaにÄ「社会Ç価値観の3化に合わ~てÄ=Ä
と<たな地域の要Çが観光資源化さ6ている」状況にÓ合7るとíåら6るÃ本研究はÄ第
.章においてÄÕaした「雪氷資源」と±の消費⾏動因⼦の多様性ÇÄ多様性のñ要な構成
要ÇÁÂる<ö性にéいてÄさらに/しくíì7るÃ 
 
9"# a:bcdefghij'kl'm=n'<=#
 
（1）資源論を中⼼とした諸理論の相関図 
 本研究はÄ条件不利環境の観光資源化と±の活⽤促進プロWスを&論7るためにÄ資源論
をCたる分析のjHームùーóにØåているÃ±のËÁÄ雪氷学Ç観光学のçé学Ð的な²
³からÄ本'ÁはÄÕの分析ÇíìにE要な資源論に関Ã7る±の¯の分析にE要な諸理論
を整理7るÃ 

±ç±ç本研究はÄ¡ç科学分{と⼈⽂社会科学分{のÓ合à域Á&論さ6るË¼のÔ
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スX・ディûプ1H1の⽅法による研究ÁÂり!&#Ä資源論はÄÕ6らの両à域をéな2è
êをç»て本研究による分析の中⼼に位置づけら6るÃ¡ç科学分{ÁはÄ雪氷学をCとし
てÄ雪氷î学Ç雪氷防災学なÎが本研究Áは間Ó的に関ÃしているÃ·⽅Ä⼈⽂社会科学分
{においてはÄ観光学を中⼼にÄマーケティング論Ç⼼理学なÎがCに関ÃしてくるÃ±し
てÄÕ6ら両分{にÁるのが科学技!社会論（ÝÞÄ&'& と7る）ÁÂる（図 2-1）Ã 
 

 
図 2-1 本研究がía諸理論の相関図 

出®）Ó/~成 
 
（2）雪氷の価値創造アプローチから⾒るマーケティング論 
Òマーケティング 
 先èÄマーケティングの定義Ç 本VンWプXをnÅ7るÃY«学の?¾とさ6る g. ..÷
£öカー（1974.100）によ6îÄマーケティングの©°的な⽬的はÄ/0活動を不要に7
るÕとÁÂるÃéKりマーケティングとはÄ»客を5りÄよく理解7るÕとによ»て»客の
ニーズに合»た1¥Çサー\スを~りÄ1¥がçとりÁ「06てしKa」よaに7るÕとÁ
Âる（÷£öカー1974.100）ÃKたÄS[マーケティングの第·⼈/とさ6るjィ1öプ・
VX£ーはÄケ\ン・Hーン・ケ£ーとのyb（2014.5）においてÄマーケティングとは
「⼈間Ç社会のニーズを⾒Iめて±6に応åるÕと」ÁÂるとしÄÕ6を@ü的に定義して
いるÃアメ1カ・マーケティングÖ会（2004）を¶Û76îÄマーケティングはÄ「»客に
対し価値を創造しÄVQ!ニケーûüンを⾏いÄ2けるためのÄさらに組S¨Ä組Sの利害
関係/に3cをçたら7⽅法Á»客との関係をÞ理7るためのÄ·ÃのプロWス」ÁÂる
（×e 2009.10）Ã  
 マーケティングの分{ÁはÄ¦[の39Ç価値観の3化に0いÄFKのVンWプXをÀå
た<しいアプローチがÆに求めら6るといa状況の中ÁÄよりä?的Áより@ü的な実z
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が「ホ1スティöó・マーケティング」とrî6る⼿法ÁÂる（VX£ーöケ£ー2014.11）Ã 
ÕのマーケティングはÄVX£ーöケ£ー（2014）によ6îÄ「1Hーûüン・マーケテ

Dング」Ä「ð合sマーケティング」Ä「社会的4Éマーケティング」Ä±して「DンターHル・
マーケティング」の 4 éのアプローチÁ構成さ6るÃ±してÄÕ6らの構成要Çのu$が±
6l6ëìし合aÕとÁÄÏ·化7るマーケティングの分{を@ü・対応しているとíåら
6ているÃÕの中ÁÄ本研究がñ57るのはµに/¼7るDンターHル・マーケティング（Ý
ÞÄE要に応じ îï と7る）ÁÂるÃ 

Kè1Hーûüンûöプ・マーケティングはÄ「BaをëÕし!"7るためにC要な関係
/（»客ÄJKV/Ä(SV/Ä±の¯のマーケティング・ÇーXHー）と相}にÈàのい
くpm的な関係をúくÕと」ÁÂりÄÕ6は関係/%_の間にÄYÈ・技!・社会的な繋が
りを創出7る（VX£ー½ケ£ー2014.12）Ãð合sマーケティングにéいてはÄ±のC?
となるマーケター!'#の4+は「消費/に¥けて価値を創造しÄwxしÄ,J7る$%を©
}化7るよaなマーケティング活動をíjしÄマーケティング・プログ£ムを~成7るÕと」
ÁÂり（VX£ー½ケ£ー2014.13）Ä社会的4ÉマーケティングはÄ「;い5ÊÁの問題
意識を"LÄマーケティング活動およÄマーケティング・プログ£ムを5理Ä環境Ä法Ä社
会的⽂vÁ理解7るçの」ÁÂる（VX£½ケ£ー2004.15）Ã 

VX£ーらによ6îÄÏ·化7るマーケティング活動においてはÄåÔからマーケティン
グ・QöóスといaÄÐがú⽤さ6てÉたÃ×e（2009.28-29）によ6îÄÕのQöóス
要Çには 4 éの⼿段Ä7なわL1¥（¸ÁÀû¹¾¿）Ä価A（¸ÁÒ¾ü）Ä(S（¸Â½¾ü）Äプロモーû
üン（¸ÁÀùÀ¿ÒÀÔ）の「4g」がÂるÃÕ6らの要Çを適(なß£ンスÁý定・実z7るÕと
がÄマーケティングの分{Áは求めら6ているとíåら6るÃ 

©µにÄîï はÄ本研究にと»てはとくに関Ã性のñいアプローチÁÂりÄÕ6は「組S
内の7íての⼈Ä²にY«6ûにÄ適(なマーケティング¯理を理解さ~るÕと」ÁÂる（V
X£ー½ケ£ー2014.15）Ãîï の定義にéいてはÄð·さ6たçのが⾒ら6ないと7念さ
6る中Äß村x8は îï を「組Sが±の⽬äを中pm的にx成7るÕとを⽬的として実Ñ7
るÄ内û組SのÖÇのための·ÃのプロWスÂるいはVQ!ニケーûüンの活動」とÉ定し
ている（ß村 2007.14）ÃÕ6らの説lにyS7る要Çを:)76îÄîï のèêとはÄ»
客に対して9õに対応しよaと7る意識のñい社Ëのâ⽤ÄXHーニングÄ±して動uづけ
なÎÁÂる（VX£½ケ£ー2004.15）Ã本研究においてはÄ条件不利環境を観光資源化7
るÐに対象化さ6た雪氷の潜在的な価値をÄÉV内Áはなく地域内に¥けたVQ!ニケー
ûüン活動をSじてy^していくアプローチとして分析のÉÊを3てるÃ 
 îï のアプローチに対してはÄエóスターHル・マーケティングといaアプローチç,-
7るE要がÂるÃ#的に説l76îÄîï が組S内（内Ü）をñ57るのに対しÄエóスタ
ーHル・マーケティング（ÝÞÄE要に応じ ôï と7る）はÄ対市[（ÊÜ）をñ57るア
プローチÁÂる（ß村 2007.20）ÃË¼の1Hーûüンûöプ・マーケティングÇð合sマ
ーケティングÄ±して社会的4ÉマーケティングはÄ本研究においては ôï のà域におい
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て@ü的にíaçのと7るÃ±してÄð合sマーケティングに⾒ら6る価値の創造ÄwxÄ
,Jといa·Ãのアプローチを¶ÛしééÄ本研究はÄ地域内に¥けた雪氷の価値のy^を
îï としÄ地域Êに¥けた価値のwxを ôï として分析を進めるÃÕ6ら両アプローチにé
いてはÄ第 6 章においてíì7るÃ 
 
%#£ンディング 

先èÄ#£ン÷といa⽤語にéいてnÅ7るÃ#£ン÷論noのoè/とÄわ6るY«学
/Äデー\ö÷・è・アーカー（1994.9）によ6îÄ#£ン÷とは「0り⼿Âるいは0り
⼿のグループからのtKたはサー\スを識.しÄDEV/の±6から§.化しよaと7る
²^の8Ýかé:KたはûンTル」ÁÂるÃKたÄアメ1カ・マーケティングÖ会による定
義はÄ「Å.の0り⼿çしくは0り⼿:Oの£¥Çサー\スを識.さ~ÄD合¯社の£¥Ç
サー\スと§.化7るためのネームÄÄÐÄïîÄûンTルÄデ;DンÄÂるいは±6らを
組み合わ~たçの」ÁÂる（ケ£ー2010.2）ÃÕ6らの定義のySÊはÄ「§.化」ÁÂりÄ
Õの§.化を図るÐにE要な要因にはÄu$的Ä合理的なÎÄ±の1¥¡?に関Ã7るçの
ÇÄ象³的Ä"t的なÎとい»た実?のない価値が関Ã7るケースçÂる（VX£ーöケ£
ー2004.166）Ãçとçと#£ン÷といaÄÐは「<K」を意�しておりÄ·¾的にはÙ¢
さ6た=Ç>の?いCを²定7るためにÕの<KをOしたÕとが#£ンディングのルー±
とÄわ6ている（内ò 2009.26-27）Ã 

S[に求めら6る#£ンデDングのu$とはÄ内ò（2009.27）によ6îÄ0り⼿が®
^7る8ÝÇûンTルなÎをC¨7るよりçÄ±の価値を#£ンディングによ»て「»客の
8価 ZとfÄéけるÕと」ÁÂるÃÕのÊにéいてはÄVX£ー½ケ£ー（2004.167）
çÄ#£ンディングとは「¾¿構造をéくりÄ消費/が1¥Çサー\スにéいての系ðo»
た5識を形成しÄ意:決定がlnになるよaに7るのをÙけるÕと」としているÃ 

さらにÄ#£ンディングにおいては「#£ン÷・エóDティ」がñ要とさ6ておりÄÕ6
はアーカー（1994.21）によ6îÄ「#£ン÷Ä±の8ÝÇûンTルとfÄéいた#£ン÷
の資Uとw@の:合」ÁÂりÄÕの「エóDティ」がÄÉVÇ±のÉVの1¥Çサー\スの
価値を-Çさ~るかÄKたはôíさ~るçのÁÂるÃVX£ー½ケ£ー（2014.167）はÄ
Õの#£ン÷・エóDティを「1¥Çサー\スに1åら6た¦¹価値」とÖSしたËÁÄ±
の価値は消費/が#£ン÷に対してÎazじてÎa⾏動7るかにrAさ6ると説lしてい
るÃ 

Õaして⾒6îÄ本研究における#£ンディングとはÄ対象化さ6た条件不利環境の価値
をÄホスXÜÁÂる地域がúスXÜとなる潜在的な観光/に対して顕在的に観光消費して
çらåるよaにÄ多様なアプローチをSじて§.・ûンTル化7るÕとÄとÏåるÕとがÁ
ÉるÃ 
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á#£ン÷・エóDティとマーケティング・VQ!ニケーûüン 
本'の©µにÄマーケティング・VQ!ニケーûüン（ÝÞÄE要に応じ ï¨ と7る）に

éいて,-7るÃÕ6はÄÉVが¡社の1¥Ç#£ン÷に関7る"@を消費/へとÛýしÄ
価値をÛSさ~よaと7るアプローチのÕとÁÂる（VX£ーöケ£ー2014.342）ÃÕの⼿
法はÄ#£ン÷の「b」を?S7るçのとさ6ÄÕのVX£ー½ケ£ー（2014）はÄÉVは
Õの ï¨ をSじて¡社の#£ン÷を¯の⼈ÄÇ[®ÄDùンXÄYdÄz"Ä±して)c
なÎに関ÃづけÄÕの|gと#£ン÷・エóDティとの相}~⽤性を@した（図 2-2）Ã 

図 2-2 が@7よaにÄï¨ はÄ#£ン÷Å5のÇÉかけなÎによ»て消費/と#£ン÷の
fÄéÉをö化しÄ#£ン÷・エóDティの構úにú17る（VX£ー½ケ£ー2014.342）Ã
ÕのよaにÄ;AÇ/0促進なÎの ï¨ の実z形態はÄË¼のマーケティング・Qöóス
（4g）の中のÄとくにプロモーûüンにã37るとíåら6るÃ 

内ò（2009.28）によ6îÄマーケティングにç#£ンディングにç±6l68い要Ç
がÂるためÄÕ6らの両アプローチをË⼿く組み合わ~るÕとが<Éの»客をÌ¼しÄ<た
な関係性をúくのに|g的ÁÂると説lしているÃ本研究ÁはÄÕの ï¨ をマーケティン
グ・Qöóス（4g）の中のプロモーûüン（価値のwx）とÏåÄ#£ンディング（価値の
創造）と£~て&論7るÃ 
 

 
図 2-2 #£ン÷・エóDティ構úと ï¨ の相}~⽤ 

出®）VX£ー½ケ£ー（2014.343）を©略化してÓ/~成 
 

 ÝËの整理をç»てÄ本研究がú⽤7るマーケティングにおいてはÄÝ¼したË位概念と
してのホ1スティöó・マーケティングを構成7る 4 éのアプローチを¶ÛしééÄÕ6
らの実zがçたら7資源価値の創造ÄwxÄ,Jのíå⽅を⽤いるÃKた本研究はÄ条件不
利環境としての雪氷の価値創造アプローチの分析を⾏aÐにÄ#£ン÷・エóDティ構úと
ï¨ の相}~⽤を@7Ë図 2-2 の概念をí⽤7るÃ±してÄ条件不利環境を対象化した潜在
資源の活⽤促進と±6をSじた観光KLづくりにおける îï のアプローチにéいてçÄ本ë
Á⾒てÉたVX£ー½ケ£ー（2014）Çß村（2007）のíåをí⽤しÄとくに地域内への
価値Ë求に¥けた±のアプローチの^⽤性にÉÊを3てるÃÕ6らのíìにéいてç第 6 章
において/¼7るÃ 
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（3）「⽂化的な欲望」から⾒るマズローの欲求階層説 
ÝËのマーケティングのアプローチにおいてはÄ»客サD÷の£¥価値に対7るr応を

ÑÖ・促進さ~る⼼理的プロWスのなかにÄ「動u」はñ要なçのとして位置づけら6てい
る（VX£ー½ケ£ー2014.107）Ã±してÄÕの動uにéいてはÄè.マズローによる欲求階
層説が;くa⽤さ6ているÃVX£ーらによ6îÄマズローはÄ「⼈が²定の¦mに²定の
ニーズにBÉ動かさ6る理由」を⼈間の⼼理のÜÆからlらかにしよaとしておりÄÕの欲
求階層説の理論に づけîÄC?となるマーケターはÄ多î多様な1¥Çサー\スがいかに
»客の⽬äÇ\æÇ⼈⽣にfÄéいているかを理解ÁÉるçのとしている（VX£ーöケ£
ー2014.108）Ã 
 マズロー（1987.55-72）によ6îÄ⼈間がçé 本的な動uづけの欲求はÄ「⽣理的欲
求」Ä「âäの欲求」Ä「®DとQの欲求」Ä「CÅの欲求」Ä「¡¢実Sの欲求」の­段階構造と
な»ておりÄÕ6らはDE度のñいçのからêに¶CÁおりǞ Æ的にはÝ階層の欲求がÈ
たさ6た状態において=の段階の欲求をÈた±aと7るçのÁÂるÃさらにÕのê±はÄ,
=からñ=の¦的なF序に づくとさ6ておりÄ±の中Á¡¢実Sの欲求は©çñ=なç
のに位置づけら6る（マズロー1987.145-150）Ã 
 ¹åてÄ}á¯かÙ（1984.55）はÄÕのマズローの理論にéいてÄ「⼼理的Ûx」と「欲
求の+Äî類Äñ要度」のv§に づÉÄGÁü¾»H û ¯か（1962.77）がñ層的にMいた図
をôöしているがÄ±の解ûによ6îÄÂる欲求がÂるi度KÁáàさ66îÄよりñ=の
欲求が=のC?になりÄáàさ6た,=の欲求は相対的に±のñ要度は,Þしていくçの
ÁÂる（}á¯かÙ 1984.55）ÃÕのよaな説lに対してはÄたとåîâä欲求が±の¦の
C?とな6îÄ⼈間の⽣理的欲求のñ要度は本3にÞがるのかとい»た}問はñるがÄ¡¢
実S欲求がC?とな»た¦にÄÕ6ら­î類の欲求がñ要度に応じてñ層的にy在7るí
å⽅には;3性を⾒出7ÕとがÁÉるÃ 

観光学においてはÄなぜ⼈は観光7るのか？といa問いに対しÄしîしîÕのマズロー
（1987）による­段階欲求階層説がa⽤さ6るÃたとåî中Ö（2006.7）はÄ±の欲求段
階を ì的なçのからÒ⽣理的欲求（IåÄJÉÄnKÄLMなÎ）Ä%âä欲求（xN・
®I・`OなÎからのöÿÄÉPなÎ）ÄáQ"欲求（®DÄQ"ÄÉaなÎ）ÄàQR欲求
（QRÄCÅÄ顕@Äã"Ä8SなÎ）ÄT¡¢実S欲求（¡¢x成Ä⽣ÉがいなÎ）と説
lしたËÁÄ観光/はTにÂる「⽣Éがい」を求めて観光7ると¼íているÃ 

ÕのÊにéいてはÄ中村（2019.4）çÄ観光欲求は¡¢x成Ç「⽣Éがい」のよaな¡
¢実S欲求にD7ると¼íているÃUしÄÕaしたÄ¨は抽象的ÁÂ»てÄ⼈によ»て解û
が¶な»てしKaと批判的に⾒るÕとç«$ÁÂるがÄいè6にしてçÄ観光欲求にはÕの
マズローの欲求階層説のíå⽅が;く·¾にúわ6ているÕとがnÅÁÉるÃ 
 しかし本研究はÄ⼈間の動uづけに関7るÕのよaな観光/Üから⾒る欲求階層説とはÄ
 本的に分析の5Êを¶に7るçのÁÂるÃ条件不利環境の観光活⽤に づく「雪氷観光」
創造を¿À7る本研究はÄÂくKÁç条件不利性をºåçé+⽅J地域の5Êから分析7
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るÃå»てÄÕの欲求階層説を⽤いるÐにはÄ·¾にúわ6るúスXÜに対7る分析からÄ
ホスXÜÁÂる地域のVンテóスXへと±の5Êを移⾏しÄ⼈はなぜ「雪氷観光」を創造7
るのか？といa.層的な動uに対7る分析を⾏aE要がÂるÃ 

Ë¼の中Ö（2006.7）はÄ観光客（úスX）は「⽣Éがい」を求めて観光を7る·⽅ÁÄ
áàÜ（ホスX）はÄ観光客の「⽣Éがい」づくりをãí7るèêをgた7とは¼íているÃ 
しかし本¦を⾒6îÄÕ6は9に観光客の⽣Éがいづくりをãí7るよaなçのÁはなくÄ
+⽅Jの地域に住#Q½の⼈間としてÄ¡分（たL）の¡¢実S欲求のáàが「雪氷観光」
創造にÎのよaにfÄéいていくのかÄと»ÄしてÏåるÕとから&論はÕKると本研究
はíåるÃÕの5Êによる&論にéいてはÄ第 5 章において/しく分析7るÃ 
 
（4）「科学技!を"#$%」から⾒る &'&（社会科学技!論） 

Ëÿの図 2-1 においてはÄ資源論と &'& Ðけが¡ç科学と⼈⽂社会科学の両分{にKた
が»ているÃûンマーマン（1985）による「⽂化的な欲望」と「科学技!を"#$%」が両
分{に関Ã7るよaにÄ&'& çÄ科学に づく5⾒Ç技!が「雪氷観光」の創造といa地域
に¥けた⽂化的な社会実[に©ª7るといa観Êから両分{に関Ã7るといa位置づけÁ
ÂるÃÕのÊに づÉÄÝÞにÕの &'& の枠組みを,-7るÃ 

先èÄsÏV⼦（2020.õ）によ6îÄ&'& とはÄ「科学と技!と社会のDンターjFD
スにÛ⽣7る問題にéいてÄ⼈⽂・社会科学の⽅法論を⽤いてÙ求7る学問」ÁÂるÃ&'&
はÄ科学技!研究のS[と社会Ä¡ç科学Ç技!の分{と⼈⽂・社会科学分{Ä±して研究
/と市⺠との間を「éな2」Õとを実z7るçのÁÂる（sÏ 2020.õ）Ã&'& は°±的<
しい学問ÁÂるがÄW¯（2018.10）によ6îÄÕの「科学技!社会論」といarãはÄ
「科学技!社会論学会」のýoに⾒ら6るよaにÄç義には 21 Tªにà»てからúわ6る
よaにな»たÃ 
 歴史に⾒る±6KÁの科学Ç科学技!の位置づけにéいてはÄ村ËX·iを¶ÛÁÉるÃ
村Ë（2010.18）によ6îÄ科学といa「ß度」がÕK»たのはÄZ[à域の科学/のみに
よる「Z[学会」がR⽣した 19 Tªµ*ÁÂりÄÝ4ÄÕの学会Áàら6た5識はZ[学
界の中にûåさ6?系化さ6てい»たÃしかしÄÕaした5識Ç5⾒はÄ利⽤Ç8価ç"め
て学会の中Ðけに\KりÄÊの社会とはìら関Ãづけら6るÕとはなか»たとさ6ておりÄ
村Ë（2010.19-20）はÄ科学はÊの社会からのöàをYGしÄ学会といay%?の内ûÐ
けÁ¡¢ìfしÄ5識のòà¡?を科学研究の⽬的と7る⼈間の動uがÕのß度のëÕ3
UからÂ»たとN]7るÃ 
 しかしÄ1999 øにëUさ6た#タ{スXのT界科学会&!(#ÁZÄさ6た「科学と科学的
5識のú⽤」にÄ「社会のためのÄ±して社会の中の科学」と位置づけら6た'⽬が"K6
たÕとが;く科学/の間にDンÇóXを1åた（村Ë 2010.9）Ã7なわLÄÝÝKÁの科
学ÄKたは科学/の内¥Éのスタンスに対しÄÊ¥Éとなる社会との関わりのñ要性がln
にBÉéけら6たと⾒るÕとがÁÉるÃ±のµの(6にéいて[¯à⼦はÄ科学のC(は顕
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bに3\してÉておりÄ́ Áは科学と社会がお}いに「内在的に関1しÂ»ている」とÄ¨
している（[¯ 2018.85）Ã 

Õの「関1」にéいてÄさらに[¯（2018.82）はÄ「地×環境と⼈間の社会ûステムの
ÂいÐの相}~⽤がù5ÁÉなくな»た」といaS[の状況を@したËÁÄ⼈間社会の¬題
へのB組みには地×と⼈間のûステムモデルとのf合がñ要ÁÂるとN]7るがÄ·⽅ÄÕ
のà域にはÄ⽂化Ä価値観Ä地域社会の性¦が関Ã7るためÄÕのよaなf合は決して©9
な問題Áはないと説lしているÃ 

ÝËのYZからÄS段階ÁはÄ地×と⼈間をéな2]けáのèêとしてÄ¡ç科学の分{
の学問Ëの研究テーマを⼈間の⽣活にô»たテーマにÃfさ~ÄaKく¤Ùしていくとい
a~Vが>進さ6ており（[¯ 2018.82-83）ÄÕ6が7なわLË¼のsÏ（2020）がÄ¨
した研究S[と社会Ä科学技!と⼈⽂社会科学Ä±して研究/と市⺠をéな2実zといaÕ
とになるÃ 
 Õのよaに⾒6îÄ&'& の枠組みはÄ資源論による「⽂化的な欲望」と「科学技!を"#
$%」のaLの科学の5ÊにocしÄ地域がºåçé条件不利環境としての雪氷の観光活⽤
を促進さ~ていくÕとÁ「雪氷観光」は創造さ6地域社会に©ª7るといaVンテóスXに
ôaとíåるÕとがÁÉるÃå»てÄ¡ç科学分{と⼈⽂社会分{のÓ合à域において観光
資源化に^|な &'& の枠組みはÄ本研究がí⽤を求めるçのÁÂるÃ 
 

ÝËのよaにÄ本章ÁはÄCに観光に関7る先⾏研究にÉÊをÂて±の系譜を整理7るÕ
とÁÄÝ章Á⾒てÉた雪氷研究とÓ合的な&論を進めるためのQÎをúいたÃ±のËÁÄ道
内 179 市町村調査のfg分析から「雪氷観光」の定義づけを⾏いÄ±の²³のln化にÄ
¨したÃ 

さらにÄ「雪氷観光」の創造)*として@A7る第ë章（(氷）Ä第ê章（アDスホテル）
の調査fgをÄ条件不利環境の観光資源化と±の活⽤促進メカニズムを(りóとして分析・
íì7るためにð合的に⽤いる諸理論を±6l6,-したÃ 
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（1）+,道-.市の概要 

-.市はÄSY 143 度 21 分・+Z 44 度 21 分Äòホー±ó,ôõ地域の¯=中%に位
置7る（図 3-1）Ã±のÆåは 830.67ñù$ ÁÂりÄë⼈óは 20H255 ⼈ÄTP+は 11H530（2023
ø 3 ù¦Ê）といaÉ<ÁÂるÃ-.市にはòホー±ó,ôõの¨çのÏ,がÂりÄ̂ _ø
間（1684 ø(1687 ø）にÄ]Ý`が±のñàとしていた¤¢[®からab[®へîるú,
地として利⽤さ6たのがÕKりとさ6ているÃS在の-.市はÄホタテÇサケ・マスの3V
を中⼼とした「YUVのKL」Á5ら6Ä3Öの組合Ëは) 170 Y«?Ä3òはbý 7 o
XンÄ) 65 ÿ(100 ÿ9の⽣U*¸をËÌている（2015(2020 ø）ÃさらにYU¹îî[
+は) 70 cÄåVË/は) 2000 ⼈を+åÄYUVはÄ戦µ}くから-.市のC要UVと
位置づけら6てÉた!"#Ã 

 

 

図 3-1 -.市の位置 
出®）Ó/~成 

 
 歴史をMりò6îÄ1970 ø[Ä-.市をBりáく社会YÈ状況は}Éく3化したÃかé
てSõ·とさ6た-.市dÊの「eîýf7（*7）」は 1973 øにg7しÄ1977 øにはÄ
200 ,b3VÉßのö化がh合・�õ3Vの&'をçたらしÄ%市のYUYÈにqxyを1
åたÃ·⽅Ä1975 øに-.,は「ñ要,d」にN定さ6Ä±6Ý4Ä国Ði¥,としての
整vが促進さ6Ä£,としてのèêçB»ているÃ 
 Õaした状況ÞÄ1971 øに-.市は「(氷ëÛ」を市のë合\æにUめてVàしたÃÕ
のï*内ÂはÄ(氷をëÛしÄ「lるく>かなòホー±óJの中üb市のòý」を⽬的にし
たçのÁÂる!$#Ã1973 øにはÄ⺠間のÜースホステル「(氷のÜ」がëjしÄ1975 øには
市⺠ÚÌに(氷Ü望Îがý置さ6Ä±のµ 1982 øにÄ-.市は「(氷b市ZÄ」をâ97
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るにî»たÃKた 1999 øにはÄ<òホー±ó-.~,がë,しÄSkへのñ⾏açý置さ
6たÃ±してÄòホー±óのr季の¡çを⽣かした-.市の観光UVはÄとくに(氷観光を
中⼼としてÄ+,道の冬季の観光を[Ö7るKÁ成pしたÃ 
 
（2）関係/0ア1ング調査2の概要 
 ÝËに⾒る調査対象地の-.市においてÄ本研究はÞÿのよaな関係/0ア1ング調査
を実Ñした（Ö 3-1）Ã±のÐÄBàデータのýl性をñめるためÄ多様Á多くの地域関係
/の意⾒をß:したÃ中Áçñ要なのは(氷の資源化の©ª度がとくにñか»たµ¼の村
úÄò中ÄªòらのB組み関7る"@ÁÂ»たためÄ-.市scjÇ+,道oòホー±ó(
氷科学Wンター（ÝÞÄmînè と7る）に対してはÄ) 10 ø間にï»て0ア1ング調査を
⾏いÄ¹åてÄ£¤的なjィール÷調査Çj)ー£ムëUなÎを実ÑしてÉたÃ 
 Õの¯にçÄ本研究はÄ地:メディア「+,⺠;<=」による(氷の8価を,-7るためÄ
2013 ø 5 ù 26 Åと 7 ù 28 ÅÄ2022 ø 1 ù 6 Å(8 ÅÄ±して%ø 7 ù 7 Å(10 ÅにÄ
-.市o図ojにòÞさ6ている3ã地⽅zによる(氷関Ãのï)を調査したÃp論ÄYQ
資iなÎの⽂ªを"めたÏ+の調査データç多くBàしているÃ 
 

Ö 3-1 関係/0ア1ング調査の概要 

 
出®）Ó/~成 
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（1）地域から45さ6ていた(氷 

-.市ÁはÄ(氷はかéて1い2cとrî6る¯Î地:住⺠からpわ6ていたÃとくに3
V関係/にと»てはÄ冬m間の(氷のpmX\によ»て⽣Vは[害さ6Äßàôíにñf7
るためÄ(氷はÄ地域を`境とI寒にg÷7wの¡çS象Ä7なわL条件不利環境ÁÂ»た
とíåら6るÃ(氷研究にpøoわ»たªòはÄ±のCな理由としてÄÒ3Ve害Ä%,J
)ñÄá冬季vVÄà¦（しî）6Äの 4 éを/ÌているÃÕの中のÒÇ%にéいてÄpM
（1966.18）はÄ1956 øに⽣じた道内YUVの(氷e害は 30 ÿ9をÀåÄ) 80 qの3
qが,J)ñに¶·しÄ⼈ue害ç 14 8Â»たと@AしているÃ 

Õの¯にçÄホタテÇ±#ÄVン#なÎのÅr3Vにçe害がÛ⽣しており（ªò 1986.
70）ÄÕのよaに(氷e害はÄ3VÇ関Ã7る¯の地域UVを"めÄ社会に.`なe害をç
たらしていた（pM 1966.18）ÃさらにÄ冬季のå雪による^*のRSYGÇÄ(氷による
qのp⾏不$によ»て地域はgじ®めら6Äjsに⾏けなくな»たt/がf¸7るケース
ç⾒ら6た（u地 2004.126-127）Ã 

(氷が地域にと»て条件不利環境ÁÂ»たÕとを象³7る)*がÂるÃ±6はÄ1965 ø
にªòが(氷研究のために-.市にþÉしたÐに¶·したvw ÁÂりÄÕの¦にÿÌら
6ていた¹GxにはÄ「(氷tuvwvw 」とoか6ていた（ªò 2009.25ÄÞåûはÓ
/がö調）Ã地域が(氷を45していたÕとをÖ象7るÕのvw のÕKりはÄ1887 øに@
3´Á⾏わ6た「y¿ 」とさ6ており!%#Äとくに3V関係/らを中⼼としてÄ¡分たLの
⽣活の«をôるためにÄ±6を[害7る(氷の}mの'ÉをwaçのÁÂ»たÃÕのvw 
はÄ1997 øzKÁÄ-.市において£¤的に実Ñさ6ていたÃ 
 
（2）観光資源化さ6た(氷 

ÕのよaにÄ地域のYÈÄ社会ÄÅÆ⽣活への実害といawのÜÆが;くÅ識さ6ていた
(氷はÄ¦をYてÄ冬季の+,道を[Ö7る観光資源として8価さ6るEの資源へと3化し
たÃÕ6はÄ1996 øに(氷がÛ7るéが「ñしたいÅ本のéo景 100 選」に選î6たÕと
ÇÄ2004 øに「(氷とí1ンVî」が+,道ñU!&#に選定さ6たÕとなÎを⾒6î理解し
Ç7いÃí1ンVîとはÄ1987 øにT界ÁUめて-.ÁÇpした観光⽤の(氷ì氷qÁÂ
るÃ  

í1ンVîの利⽤/+を⾒るとÄたとåî%q{îがUÇpした 1997 øは) 19H000 ⼈
ÁÂ»たがÄöÄに-¹しÄ2004 øにはピーóとなる 53H300 ⼈とな»た（図 3-2）Ã 

図 3-2 においてÄ-.市の観光客+はÄ1995 øに 83 o⼈にxしÄS在çなお±の+はÄ
2019 øÝ4のVロH|を除ÉÄ) 50 o⼈を!"しているÃKたÄ(氷の観光活⽤の·形態
としてÄ「çCíé(氷Kéり」がÂるÃÕのUëUのYZなÎの/æはµ¼7るがÄ3ã
Kéりの:客+はÄ1963 øのUëU¦の) 1 o⼈から 1985 øにはピーóとなる) 50 o⼈
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にxしているÃ·⽅Ä%市の mînè はÄ·¾の観光客ÝÊにçÄとくに地域の⼦JÇ学⽣ら
を対象としたDùンXなÎをSじて地:客に多く利⽤さ6ているÃ1991 øのëjÝ4Ä±
のø間利⽤/+は) 6 o⼈をò"しておりÄ(氷は観光資源ÁçÂりÄ地:にó½した地
域資源ÁçÂるとÄåるÃ 
 

 
図 3-2 mînè・í1ンVî利⽤/+ÄおよÄ-.市の観光客+の>移 

出®）Ó/~成 
 

条件不利環境ÁÂ»た(氷がÕのよaに|g的に活⽤促進さ6Ä観光資源へと成pした
Õとを}づけるよaにÄ1991 øからはÄ(氷の}mの½õをwa「òホー±ó(氷vw 」
がÕK»たÃ±の~�にはÄ「(氷のtuxy」がÄわ6ÄÕ6にéいてªòはÄ(氷は地
域にと»てÅÚ7íÉS象とな»たと¼íている（ªò 2009.26ÄÞåûはÓ/がö調）Ã 
 
4"# qKz2{[DL'|}'r~#
 
（1）地:メディア「+,⺠;<=」による8価の>移 
 ÝËのよaな(氷の位置づけの3化を-KåÄ本研究はÄ地域の(氷に対7る8価の39
をlらかに7るためÄ+,⺠;<=によるï)+と±の内Âを調査したÃ%zはÄ⼈ó)
20H000 ⼈の-.市においてÛ⾏û+) 4H800 ûをÇる地域ó½sの地⽅zÁÂりÄ±のÉ
+は多くはないためÄ地域Á⽣じた出Ô)Ç"@なÎを市⺠に7ÇかにÄ½実にy^7る|
gをçéとíåら6るÃï)調査ÁはÄ(氷に対7る8価の39にとくにñ要なm間とíå
ら6る 1960 ø(1990 øKÁの 30 ø間を対象にÄtøの 1 ù(3 ùの(氷に関7るï)を
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äてBりËÌÄtï)が@7(氷の客観的な8価を「w」Ä「中o」Ä「E」のü段階に分類し
た（Ö 3-2）ÃÕの調査が²定したï)+はäûÁ 2H991 件ÁÂるÃ 
 Õの中Áwの8価ï)とはÄたとåî,J)ñÇ3Ve害に関7る@AÄKた%い,lけ
!'#なÎに関7るçのÁÄ地域Ç住⺠に対7るn害Ç不利ðを@7内ÂÁÂ»たÃ·⽅ÄE
の8価ï)とはÄCにはçCíé(氷Kéりに関7る内ÂÇÄ資源としての(氷のª%を多
Æ的にÖS7るçのÁÂ»たÃKたÄ中oの8価ï)はÄ(氷のùÔ¦mÇ,lけの¦mな
ÎÄ9なる)実の@AがCな内ÂÁÂるÃ 
 

Ö 3-2 +,⺠;<=による(氷関Ãのï)の分類とï)+の>移 

 
出®）Ó/~成#
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Ö 3-2 ÁはÄ(氷に関7るï)のë+はÄÕの 30 ø間Á顕bに-¹しているÃÕのÕと
からÄ地域の(氷に対7る関⼼¡?がñK»てい»たÕとがKèíåら6るÃ±の中ÁÄ中
oのï)+はÑÇかにÄ±してEのï)+は顕bに-¹しているÃとくにEの8価ï)のC
な内ÂÁÂる(氷Kéりに関7るï)の-¹が顕bに⾒ら6Ä地域がçé%DùンXへの
8価のñさを@しているÃ±してÄÕのEの8価ï)の-¹#¥はÄ(氷KéりÇí1ンV
îの利⽤/+の-¹#¥とÓ合しているÃÕaした39hiをより分かりÇ7く⾒るためÄ
Öグ£j化したのがÞÿの図 3-3 ÁÂるÃ 

図 3-3 のよaにÄEの8価ï)の-¹#¥の·⽅ÁÜwの8価ï)に関してはÄ1990 ø
çなお·定+をñしているçののÄ-ôを­りòしÄÁÑÇかにëôしたÃÕのÕとからÄ
たとå(氷のEの8価がñK»てçÄ地域の⽣Vとしての3V活動の5Êによるwの8価
が実Ðにはñ»ているÕとがñ層的にnÅÁÉるÃÕaした状況においてÄwの8価ï)の
ôí度合いと°íÄEの8価ï)の-¹の度合いはbしいÃ本研究はÄÕのwとEの8価の
両39£Dンの§¶のà域においてÄ条件不利環境とさ6ていた(氷の活⽤促進のhiを
⾒出7ÕとがÁÉるとíåるÃ 

 

 
図 3-3 +,⺠;<=による(氷関Ãのï)の分類とï)+の>移 

出®）Ó/~成 
 

さらにÄ本研究はEの8価ï)の内ÂにéいてÄ±6が²に-¹した 1970 øÝ4の(氷
Kéり（UëUは 1963 ø）に関7るçのとÄ±6ÝÊに分類を試みたÃÕ6はÄ(氷に対
7るEの8価の内Âの3化を⾒るÕとを⽬的としておりÄ±のための分析にE要な 10 ø6
のデータを,@した（Ö 3-3）Ã#
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Ö 3-3 çCíé(氷Kéりに関7るï)と±6ÝÊのï)のê合の>移 

#
出®）Ó/~成 

#
# Ö 3-3 を⾒るとÄEの8価ï)+の顕bな-¹#¥に対してÄ(氷Kéりに関7るï)
+はÄ%i度の-¹#¥を@していないÃ1970 øにÄ35 件nÅÁÉたEのï)の内の(氷
Kéりのï)は 89áÂ»たのに対しÄ1990 øÁはÄEのï)の 82 件中の 50áが(氷Ké
りのï)ÁÂるÃÕのÕとはÄ7なわL(氷KéりÝÊの(氷の資源価値をプ£スに8価7
るï)の-¹#¥（11çから 50çへ）を@しているÃ 

±6らのï)の内Âを⾒るとÄたとåîì4êxのeì?としての(氷ÇÄ(氷にéいて
のàâÇäãにかかるU)ÄさらにÄ「(氷fåñ」Ç「Qス(氷」なÎに関7るçのなÎ
多Æ的ÁÂ»たÃÕのよaに⾒6îÄ(氷の活⽤促進にとくにñ要な 1970 øから 1990 ø
[にかけてÄ地域が(氷を8価7る資源としての価値の多様性がS出してÉたÕとをnÅ
ÁÉるÃ 
 
（2）「(氷と市⺠⽣活に関7る⽣活実態調査」による@A 
# ÝËの地⽅zのï)調査に関ÃしÄ本研究はÄ-.市における地域住⺠の(氷に対7るF
Kの意識調査を¶ÛしたÃ1989 øÄòホー±ó(氷研究会はÄ「òホー±ó,ôõの(氷と
⼈間⽣活とのかかわりに関7る研究」!(#をÛÖしたÃÕの中ÁÄ1987 ø 6 ù 24 Åから%
ø 7 ù 12 ÅKÁのm間にÄ-.市⺠を対象とした「(氷と市⺠⽣活に関7る⽣活実態調査」
が実Ñさ6ているÃÕの調査@AによるとÄ(氷が´µの-.市のÛÜにと»てプ£スにな
るとãåた⼈は 60.1çÁÂりÄ·⽅ÄマDHスになるとíåている⼈は 7.4çÁÂ»たÃK
たÄ(氷を観光資源Ç科学的な研究対象としてåI的に利⽤7るÕとをíåる⼈は 78.9ç
をHめたÃ   

ÕのよaにÄ1987 øの¦ÊにおいてÄ-.市⺠の(氷に対7る資源価値のプ£ス8価は
ñK»ておりÄ(氷のåI的な活⽤にBり組çaと市⺠は意識しているÕとが⾒出さ6た
（中村 1989.52）ÃÕの調査fgによる住⺠意識のÖ出はÄ*åîÄçCíé(氷Kéりの
UëUから 24 øµÁÂりÄ¦間のYhととçにÄ(氷に対7る地域の8価が3わ»てÉた
ÕとをnÅÁÉるÃ 
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ÝËのよaな(氷の8価の39ÄéKり±の観光資源化と価値形成のhiにおいてはÄ多
様な地域関係/のB組みが©ªしていたÃÕ6ら 1 é 1 éのB組みを¦間§にô»て整理
したËÁÄûンマーマン（1985）ÇÞÜ（2008）の理論をí⽤しÄ⽂化Ä科学ÄおよÄß
度の5ÊからÄ観光資源化に©ªした要因として8価した（Ö 3-4）ÃD?的にはÄ(氷の
活⽤促進への©ª度としてÄ⽂化・科学・ß度の5ÊからÄt要Çのöさを±6l6Ä「"」
（ö.±6なくして成oしなか»た）Ä「#」（中.促進の要因とな»た）Ä「%」（8・ù.要
因とÄåない）の 3 éのHùルに分けて8価したÃ 

なお本研究のü はÄ条件不利環境の活⽤促進メカニズムをln化7るÕとÁÂるためÄ
-.市においてÄ±の分析にE要なø[と要因をï*したÃ±のÐÄÕ6ら 3 éの要Çのい
è6çö度が「%」HùルÁÂ»た±の¯の×さなB組みはÄ本Öの対象Êとしている（第
ê章のGルH市の)*ç%じ）Ã 
 

Ö 3-4 (氷の雪氷活⽤を促進したCな地域のB組み 

 
出®）Ó/~成 
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（1）⽂化から⾒るCなB組み 
地:Á1い2cとrî6た(氷の観光資源化のÛ#はÄ·ûの地域住⺠の「ìとかéêし

よa」と7る:いのf:Ð»たとíåら6るÃたとåî 1958 øÄ-.市⽂化Ãç!)#の3
¦のä会pÁÂ»た×éýdの,jによる「雪のÛの:い」といa市⺠éÑVンサーXのU
ëUへのÇÉかけに±6は⾒ら6るÃ×éはÄ(氷にg÷さ6たÍい⽣活からÄしÄ「kの
è°をÚåるwしい·Û」に相応しいÕのéÑ会をÉæした（ÞÜ 2005.47）ÃÕのéÑ会
の実Ñによ»てÄ3¦の住⺠の間ÁÄ(氷をlるくプ£スにÏåよaと7るubのQÎがú
か6たとíåら6るÃÕの:いはÄS在にîるKÁの 60 øÝËÄ£¤して実Ñさ6てÉたÃ 

1949 ø 2 ùÄ¹o市出6の村ú40はÄ-.ñ2学.（3¦）に}!ÄêとしてþÉし
たÃ村úが(氷とU対Æした¦Ä±のK象をöくáけてz動しÄ「pわ6/」ÁÂ»た(氷
に潜#}しさにªëさ6Ä(氷を⽣íのモチーjとÏåÄ±6Ý4の⼈⽣はÄ(氷æÐけを
MÉ¤けた（]ò 1979.198）ÃÕのÕとから村úはÄ地:Á「(氷æk」とrî6るよa
にな»たÃ±6は村úがMいた(氷æの+が+pÊÝËにçの=るÕとにÖ因7る（村ú
1982.2）Ã 

村úの(氷æの²³はÄ±のìúいにÂるÃ(氷はÄ·¾的に1が 調ÁÂるがÄ村úはÄ
¼ÇîÇïなÎÄ多ñなìをåI的にú⽤しているÃÕ6éいて村úはÄåå間なく「(氷
との対ç」を¤けてÉたfgとしての「4理のÛ⾒」とÖSしておりÄ±の対çの中ÁÄ4
1なçのに対7るJ¡のìúいをÛ⾒しÄ±6をMいたと説l7る（村ú 1982.15）ÃK
たÄ村úの⼦èÁÂる村úpóòはÄô・村úはÄスケöチを"めÄ(氷をÂ6¯Î多くM
いた⼈は¯にいないとしÄ(氷と対ö7るとÉÄ出会åたz¹の´"Lのなかに「õ´（ア
E£）のよaなçの」をzじBりÄ±6をÖSしたか»たのÁはないかと解ûしている!*#Ã 

1951 øÄ村úは市内の⼦JたLにúをÄåる「ÅùúæÄÑ」をëUしÄûüÌ Ç×・
中学⽣を対象としてNVをしたÃÕÕÁ地域の⼦JたLはÄ(氷をlるいDメーûÁÏåる
村úにxyをáけたとíåら6るÃ実ÐにÄたとåî-.市scjの×ØòはÄ⼦Jのzか
ら村úの(氷æを⽬にしておりÄ(氷のDメーûはマDHスÁはなくÄ¡·的Á}しいとz
じていたといa!+#Ã 

村úの(氷æはÄ±のµÄより多くの地域住⺠の⽬にë6るÕとÁ地域内に¢£してい»
たÃ1972 øにはÄ村úの(氷æが-.市⺠ëjのÎC¤の·Æにâ⽤さ6ÄKた-.ý⽤
*§の6øのカHンÊーにçâ⽤さ6たÃ1980 ø[にはÄ地:Áç⼈´の(氷ÇEン÷ケ
ーGを/07る¥¦ý§がÄ±の@[zに村úの(氷æをâ⽤しているÃ 

村úの(氷æのª%はÄ地域内のみならè地域ÊにçÛýさ6たÃ±6は*åîÄ「òホ
ー±ó(氷Ü」のëUÁÂるÃ1964 øの¹oからÕKりÄ±のµÄSkÄ¨©なÎのt地
ÁÄ村úは¡·的な(氷æのÜ@をSじÄ±の価値を地域Êに¥けてªÛしてい»たÃKたÄ
HンXúン技êÁÂ»た7ó?fは-.市に 1956 øに移住しÄü�Á(氷のì4êxをÕ
めているÃ 

1961 øÄ«¬h­ÁアD®⽂化とúæを研究していた}!Q¼kのò中âxはÄ-.市
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に ê ターンしたÃ¯YµÄ「-.¦)Ùb社」（3¦）のY«/とな»たò中はÄ「⼦JたÕ
ÂÌ}会」Ç「°KÉ}会」なÎの多様なDùンXÉæをSじÄ ±のÉäP成を進めてい
たためÄ地域の⼦JたLからは「⼈´のÂるおじさC」とrî6ていた（²Ü 2003.4）Ã
ò中はÄ(氷が⽣活のò害ÁÂるÕとをÅめる·⽅ÁÄQÔ的には観光資源になるとöくý
じていたためÄg³zがöい冬季に「çCíé(氷Kéり」をëU7るÕとを関係/ととç
に,×した（²Ü 2008.1）Ã:-JÇ·ûのr対はÂ»たがÄ1963 øのUëUはÄfg的
に 1 o⼈を:客7るDùンXとな»たÃ 

ò中はÄÕaしたYZの中ÁÄS[の⼈間の欲望に関7るíåを¼íておりÄ±6はÄ²
Ü（2008.1）によ6îÄよりÏい⽣活環境を求めるS[の⼈間の欲求が「(氷をpa源」
Ð»たのÁはないかと説lしているÃさらにò中はÄS[⼈との対°においてÄアD®⺠族
はÄèらのïð⽣活を[害7る(氷を¡çのçのとÏåÄ決してp»てはいなか»たとしÄ
ÕのよaにアD®と(氷の関係性に½⽬していた（²Ü 2008.1）Ã 

±ÕÁò中はÄ(氷とアD®⽂化をテーマとしてÄ地域住⺠ÇÄとくに⼦JたLを:´づ
けよaと創~したのが「(氷c語」といaz´ïÁÂるÃÕのc語はÄ1964 øの第vöç
Cíé(氷KéりのëU¦にÚÖさ6Ä3¦の üéG のµ組ÁçÙAさ6たÃ40 ¶のúÁ
構成さ6るÕのz´ïはÄS在ç-.市scjにòÞさ6ているÃ 

Õのよaにò中はÄかéてpわ6/ÁÂ»た(氷のwのDメーûをプ£スに¶»7るÕ
とに©ªしたとíåら6るÃ(氷Kéりの,×ÇÄ(氷c語の創~をSじÄò中はåI的に
(氷のçéª%Ç価値をÈ{にÛýしéづけたÃKたò中はÄ村úととçに-.⽂化Ãçに
®DしておりÄ両òにはÃoの動Éが⾒ら6たÃD?的にはÄ村úによる(氷æがÄçCí
é(氷KéりのZwÔスターにâ⽤さ6たなÎÁÂるÃÕaした(氷の活⽤促進のÇÉか
けはÄfg的に地域内Á8価さ6Ä両òとçµに±6l6「-.⽂化Ãç⽂化&âè」をá
è7るにî»たÃ 
 
（2）科学から⾒るCなB組み 

ÝËの⽂化的なB組みとは.にÄ(氷の活⽤促進にはÄとくにªòらによる科学的なB組
みç多く⾒ら6たÃË¼のよaにÄªòは®Dしていた+}(研Ápø(氷研究にoわ»て
おりÄ±の+}(研とはÄ1965 øにòホー±ó,の(氷Ç,õ学なÎの ì研究のために
-.市にý置さ6た研究ÑýÁÂるÃ 

Ö 3-4 に⾒ら6るよaにÄ1967 øÄ+}(研はT界UのHーÊーによる(氷観ªをëÕ
したÃÕの観ªデータは地:の3V関係/に"@,Jさ6Ä±のµの(氷による,Jf¸)
ñの消­に©ªしたÃÕaした科学的な観ªデータはÄÝ4においてçñ要性をñめÄªò
（1993.48）によ6îÄ±6は「地×温í化のûグHル」としての(氷の?の-ôの,-
に繋がるçのÁÂ»たÃ+,道òホー±óôõ地域はÄT界的にç(氷S象が⾒ら6るî限
とさ6るためÄ´;3動の·;を¸zに,-7るÕとが«$な[®ÁÂるÃ 

KたÄªòらによる(氷研究の±の¯の成gにÄÒ,の¹º除|gÄ%»害防÷|gÄá
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¡çの防¼½|gなÎがÂり!",#Ä(氷の⽣態的なèêが科学的に解lさ6た（ªòàX
2002.25）ÃたとåîÒに関してÄ(氷は,中の·çをº除7るu$をç»ているÃÕのu
$にはÄVン#Çùカメとい»た,¾資源の⽣U性を¥Ëさ~る|gがÂるÕとが@さ6
たÃ%にéいてはÄ¼しNÉによる»分¿Éがçたら7ZUcへのe害をÄ(氷が,をìa
ÕとÁ防÷7るèêがgたさ6るÃ±してáにéいてはÄ(氷による,のÀä|gがÄ¦化
による防¼½のmjÇåøによるhóのgÁを防÷7るÕとが実³さ6たÃ 

1977 øÄ:国oI地研究®®pÁÂ»たW合Âóは-.市を3問しÄ±6KÁîIÁn
ÅしていたアDス・アルûー!""#がÄòホー±óの,氷のÞにç¦½しているのをÛ⾒したÃ
±の調査に%⾏していたªòはÄ(氷に¦½7るアDスアルûーをÖÊとしたãcÃÁが
òホー±ó,のYU資源の>かさにéなが»ているといa)実を地:のÄとくに3V/に
対して分かりÇ7く説l7る½%をしたÃ 

しかしÄ(氷の価値を¥Ëさ~るよaなÕaした科学的な³lはÄ地:の3êらに72に
はáけà6ら6なか»たÃªò（2009.25-26）はÄ3[を>かに7る(氷のメ1öXを3
V関係/に説lしよaと試みたがÄ3Uは¯とCÎ相⼿にさ6なか»たと¼íているÃ 

Õaした状況の中Ä「òホー±ó,ôõ,況3況調査)V>進Ö&会」が 1982 øにÛà
したÃ本Ö&会はÄ+}(研の調査研究による"@Ç成gを3V関係/に|g的に利⽤して
çらaÕとを⽬的としてÄ±の構成ËはÄ-öãdÞ内のt¡0?Ç3VÖÇ組合Ä±して
±の¯の3V関Ãu関を-!したçの!"$#とな»た（âl 1989.254）ÃÕÕÁªòはÄ3
V関係/に対しÄ(氷がçたら73Vへの利ÊなÎを説lしてい»たÃªò（2009.26）
によ6îÄµによaÇく3êたLç(氷のマDHスÆÐけÁはなくÄôõのÃ類⽣態系をã
åる(氷のEの価値をöÄにÅめるよaにな»たÃÕの背景にはÄË¼の 1974 øÝ4の
200 ,b問題による3òñのôíの問題がÂりÄ3VY«にèoé"@はÄ地:3êにと»
て§ñÁÂ»たÃÕのよaにÄ(氷の価値を³l7る科学的な研究成gと地域社会がºåる
問題を実z的にéな2「]けá」としてÄ本Ö&会は±のèêをgたしたとíåら6るÃ 

さらにÄÕaした科学的な研究成gを;く社会にy^7るèêをç»てÄ1986 øÄªò
らは「+⽅J国ÐûンÔûEム」をUëUしたÃÕ6はÄ-.市と%じよaな´;・oQ・
⽂化・⽣活環境なÎを"éアメ1カÄロûアÄカHÊÄ+(なÎの+⽅Jのt国と国内の科
学/らがÄ6ø 2 ùに-.市に¶:しÄ(氷Ç,氷に関7る研究ÛÖを⾏a学!的なûン
ÔûEムÁÂるÃ本ûンÔûEムはÄ+}(研のý置 20 Èøをï念してÄªòらのÉæに
よりëxしÄ;く市⺠が¶¹ÁÉるプログ£ムが⽤意さ6たÃ 

プログ£ム内ÂのÉæÇ会[づくりなÎのZv・b«はÄ市⺠T£ンティア組SÁÂる実
⾏ÊË会がB»たÃ¹åてªòはÄ科学/らと地域住⺠をéなÌてR(さ~るためÄ⽂化的
Á⽣活に6äなテーマを².3Äにý定しÄKたÄ「+⽅JグルメR(会」なÎのÉしみÇ
7いÉæをSじÄ;く·¾市⺠の¶¹をÅ»たÃ 

+⽅J国ÐûンÔûEムのëU|gは多/にïるçのとな»たがÄ±の·*としてホタ
テのÅr)Vの成gが/Ìら6るÃ-.市ÁはÄûンÔûEムのUëUÝ4ÄöÄにÄbし
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くホタテのßÆ?が-¹したÃÕ6はûンÔûEムに¶¹した,氷研究/ÇYU関係/ら
とÄ3VのS[の⽅ÄとのR(が⽣K6Äお}いの"@R»が9õにÁÉたÕとによると⾒
ら6ているÃ-.市ÁはÄS在においてç 4 øサDóルÁ[®を3åてêµにüÇをKい
てホタテをP成・ßÆしておりÄÕのよaに,氷研究に づいた地域の3V関係/によるâ
定Y«が実Sさ6ているÃ 

さらにªòはÄ1987 øÄéKりûンÔûEムUëUの8øからÄ「ÕÎç(氷ûンÔûE
ム」を£UしたÃÕのUしにはÄ市内のä×学.のñ学ø ±が:KりÄóDズなÎにµ戦
して「(氷s_」のãîをDaなÎÄ⼦JたLの¶¹モチùーûüンをÑÖ7るよaなプロ
グ£ムが⽤意さ6たÃKたÄ2004 øÄªòは⼦JたLに(氷のª%を?dしてçらaため
の「(氷�à」をÕめたÃ 

 
ÝËに⾒てÉたよaにÄ本章ÁはÄ±6KÁのpい間Ä地域ÁはマDHスと8価とさ6¤

けてÉた-.市の(氷がÄ地域関係/のåI的なB組みによ»て±の価値が¥ËしÄ活⽤が
促進さ6てÉたプロWスを/しく⾒てÉたÃ±してÄ(氷の「}m'É」vw の「}mù
Ô」vw への¶»に⾒ら6るよaにÄ-.市を[Ö7る観光資源へと(氷が成pした3化
hiをnÅしたÃ 

ÕのプロWスにはÄとくにûンマーマン（1985）が@7よaな⽂化的・科学的な価値¥Ë
のアプローチが©ªしていたÕとを ì分析したÃなおÄ本章の©µにÄ本研究が+,⺠;
<=の調査Á²定した 2H991 件のï)のäてのÿ*ÅをÄ±のøと8価.にëzにï*7
る!"%#Ã 
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（1）スEFーデン・GルH市の概要 

本研究はÄアDスホテルの)*分析のためÄ)Ý調査と本調査を実ÑしたÃKè)Ý調査
ÁはÄ:客を"めたY«状況ÇS[Áのòý状況なÎを,-7るためÄjィン£ン÷国内に
位置7る£öプ£ン÷（ロOPニエQ市Èê）を調査対象としたÃ=にÄアDスホテルの創
造と±のÛÜのプロWスを,-7るためÄ本研究はスEFーデン国内の£öプ£ン÷にお
いて本調査を実ÑしたÃ±の理由はÄアDス（KたはスÚー）ホテルのT界©多+をÇるの
がjィン£ン÷ÁÂりÄ·⽅ÄT界©âのアDスホテル（m½Á¾Ò½-ÈÀºüÂÂ ¯か 2019.353）
はÄスEFーデン・GルH市（ÜöカスÒル\村）Á創造さ6たからÁÂるÃ 

しかしÄ序章ÁË¼したよaにÄ本研究がíaÕ6らの地域は3¦の ô¨（()y%?）
において⼈óBÉな条件不利地域にN定さ6ておりÄÕ6は)Ý調査Ç本調査の対象とな
るスEFーデンおよÄjィン£ン÷の両+û地域を"CÁいるÃ中道¯か（2007.24）に
よ6îÄ⼈óó度が 1ñù$ Âたり 8 ⼈ÝÞのÉ定にÂたる「².不利地域」はÄスFーデン
の+ûとmûにÁ»ておりÄ±6は国Qの)*分に相37るÃKたjィン£ン÷にéいてçÄ
ò中（2012.14）によ6îÄ条件不利な「h4Z村¡0?」が国QをHめるÆåはÄ¯にø
分さ6る¡0?の中Á©ç;いÃå»てÄ両地域の条件不利環境の度合いはñいとíåら6
るÃ 

Õaした状況を背景にÄ本調査対象ÁÂるGルH市の⼈óは) 23H000 ⼈（2019 ø）ÁÂ
りÄ+Iåより) 200ñù +Ëした+Z 67 度 51 分・SY 20 度 13 分（図 4-1）に位置7
るÃT界ÁUめてアDスホテルが創造さ6たÜöカスÒル\はÄGルH市の中⼼ûから)
16ñù L6た⼈ó) 550 ⼈の×さな村ÁÂるÃ 

GルH市の歴史をMりò6îÄ±のC要UVはÄçとçと観光ÁはなくfVÁÂ»たÃ
1891 øに%市KÁの+道のÃKによるRSDンj£が整vさ6てÝ4ÄスEFーデン国«
ÉVの ôGèÊ !"#がÄT界的にçÏ¦な+f³をU出し¤けÄ多くの市⺠を£¤してË⽤し
てÉたÃS在ÁはÄÕ6KÁpøの+fâÌのxyによる地Ô;jの«$性が®Íさ6るよ
aになりÄ±の®IöÿのためÄ) 25 øかけて市G地を 3ñù 移動さ~る「タEンムー\
ング」!$#がç題をrCÁいるÃ 
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図 4-1 GルH市の位置 

出®）Ó/~成 
 

¯⽅Ä+IJに位置7るGルH市のø間のbý©ñ´温は) 4.4éÁÄ1 ùにおけるhÒ
の©,´温はéÞ 43.3éをïïしているÃå雪の¦mはÄbýして 9 ùÎから 5 ù中ÏÁ
ÂるÃ6ø 12 ù中の) 20 Å間はÄ6Xが地båから°Å¬らないIÛが36るÃ 

S在の観光UVにéいてはÄ%市の観光Ö会としてu$7る GÒÁ¹Ô½ ÒÔ &ÐüûÒº» ô½¸Â½Ôû
によ6îÄGルH市はçとçとÑ季の¡ç?dがCな観光⽬的ÁÂ»たがÄ1990 øにアD
スホテルのÝ6がR⽣してからÄöÄに冬季観光のデスティネーûüンとしての8価がñ
K»たÃKたíし:»てÄË¼の ôGèÊ 社はÄ1960 ø[より「マDニング±アー」とrî
6る観光?dÉæを実ÑしているÃÕ6は地ÞのâÌS[を⾒学ÁÉる±アーÁÄ1998 ø
Ý4はÄ地Þ 540ù のHùルKÁ地ÞXンネルを進#観光ßスがb⾏さ6ておりÄ±のLし
さが⼈´をrCÁいるÃ 

GルH市の観光客à®み+はÄ2019 øの 1 ùから 8 ùKÁに) 364H000 ⼈とÄÝø°
14.7ç-のhÒ©ñの+値をïïした!%#ÃçLÑC±のµVロH|のxyをáけるÕとに
なるがÄGÒÁ¹Ô½ ÒÔ &ÐüûÒº» ô½¸Â½Ôû の ¨ôm ÁÂるモニカòはÄÕの3¦の+値にÈà7
るÕとなくÄGルH市が¥É合aíÉ¬題を/ÌているÃ±の¬題とはÄ季ë3動のbZ化
を図るÕとÁÂるÃD?的にはÄÑ冬ÝÊÁXなÎの観光客Ì¼を#»てÄたとåîjィö
ûングの#£ン÷化ÇÄ8 ùÎにç実は⾒るÕとがÁÉるòーロ£なÎによる観光ëÛの«
$性をt求しているÃ 
 
（2）関係/0ア1ング調査2の概要 

ÕÕÁ実Ñした関係/0ア1ングÁはÄ調査対象となるT界UのアDスホテルの創Vメ
ンßーの[ÖÁÂ»たDングùòÇÄ観光分{の出6ÁÂるGルH市pのグンHルòをÕ
めÄ多くの地域関係/からñÓçをÒaÕとがÁÉた（Ö 4-1）ÃKたjィール÷ùーóÁ
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はÄサー\スを,J7るホスXÜとしてÄßöóステーû（氷_`のS[Ç氷ã§Ä)+®
2を"#）観ìÇÄT界t国から:K»てくるÏ+の氷_`デ;DHーÇòýB3/らと意
⾒R»を実ÑしたÃKたÄサー\スを_á7るúスXÜとしてÄアDスホテル!&#に¡らÜ
6?dしたËÁÄT界t国からの利⽤客にÅ.Dンタ\!ーを実Ñ7るなÎ多Æ的な調査
を⾏»たÃçLÑCjィン£ン÷においてçÄ多様な地域関係/への0ア1ング調査を実Ñ
したÃ 
 

Ö 4-1 関係/0ア1ング調査の概要 

 
出®）Ó/~成 

#
,IÑÖÜzá8[àâ'QRäã7åç 
 
（1）GルH市における冬季の観光MN 

グンHル市pによ6îÄI寒ÁIÛのÂるGルH市の冬季に36る観光客はÄかéてはÓ
Îいなか»たÃÕのÕとを³l7るよaにÄGÒÁ¹Ô½ ÒÔ &ÐüûÒº» ô½¸Â½Ôû はÄð\+値がK
在7る 1988 ø 1 ùのÜ6客+はÄÔか) 2H900 ⼈ÁÂ»たと@AしているÃしかしÄ1990
øにµ¼7るアDスホテルのÝ6が創造さ6Ä±のµÄたとåî 2007 øの%+ÕはÄ)
15H500 ⼈となりÄÕ6は 20 ø間Á 5 ÖÝËの-¹を@しているÃ 

ÕのよaなGルH市における冬季（1 ùと 2 ù）のÜ6/+の-¹の>移をÖしているの
がÞÿの図 4-2 ÁÂるÃÕ6らの+値はÄÜöカスÒル\のアDスホテルの創造からÛÜ
KÁとくにñ要なm間ÁÂ»た 1990 ø[(2000 ø[にÄöÄに-¹しているÕとを@し
ているÃ 
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図 4-2 GルH市における冬季Ü6/+の>移 

出®）GÒÁ¹Ô½ ÒÔ &ÐüûÒº» ô½¸Â½Ôû に づÉÓ/~成 
 

KたÄ&¾»ÒÂ½Á ö GüºñÒ¿½ÂÀ（2018.546）によ6îÄäøのアDスホテルのø間利⽤客Ð
けÁçÄ6ø) 5(6 o⼈を+åるよaにな»た（VロH|の 2020(2022 øを除く）Ãさ
らにÄòーロ£観光をÕめとしÄ先住⺠族のサーQ⽂化観光ÇスÚーモー\ルÄ±して×Ñ
1?dなÎÄ多様なアóティ\ティを,J7る観光)V/らとÃoしÄアDスホテルは地域
における冬季の観光KLづくりに©ªしてÉたÃÕaして⾒6îÄ⼈óBÉÁ条件不利地域
にN定さ6る+IJに位置しÄI寒ÁIÛのÂる冬季においてçÄ観光MNは|g的に促進
さ6たÕとがnÅÁÉるÃ 
 
（2）ロOPニエQ市における冬季の観光MN 

=にÄGルH市と%様に条件不利地域に位置7る)Ý調査対象地の状況を,-7るÃS在
jィン£ン÷Áは 20 件i!'#がòýさ6るとçÄわ6るアDス（スÚー）ホテルの中ÁÄ
èÁ¾¿Ò¾ &ÔÀÐ éÀ¿üÂ は 2008 øにロOPニエQ市dÊに創VしたÃ創V¦に 5 8ÁÂ»たå
VË+はÄ¼¶しéづけるY«状況によるÑý内のòcの-úを­りòしÄ2018 øの¦Ê
Á 53 8KÁ-¹しているÃホテルの ¨ôm によ6îÄ利⽤7る観光客はとくにÊ国⼈XV
層が多いとÄaÃ 

èÁ¾¿Ò¾ &ÔÀÐ éÀ¿üÂ が,J7るアX£óûüンの 1 éにÄ「スÚーサEH」がÂるÃ雪Á造
ら6たサEHとはÄ±のæ]性の不âからçLしいとíåら6るがÄ¡àしたñëな雪氷を
|g的に活⽤したÕのサEHûlの構造はÄ]に対してö]にý\さ6ているÃたとåî 1
éのスÚーサEHûlは­りòし 80 öi度のú⽤が«$ÁÂりÄ±のûl+は 10 ÝËç
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造ら6ているÃÊ´温がたとåîéÞ 20éの中ÄサEHûl内は) 80éÁÂりÄ利⽤客は
ÕÕÁ 100 度の温度§を?z7るÕとがÁÉるÃ 

KたÄèÁ¾¿Ò¾ &ÔÀÐ éÀ¿üÂ のÜ6ûlにはÄ|!的な雪氷_`が6øH»た形ÁÑさ6るÃ
Õ6をB37る 10 8i度の雪氷_`デ;DHーはÄ6øテーマを3åてÕのß~をB3しÄ
øÄ-åéづける利⽤客をªë7るÃÕのよaに雪氷Á造ら6るÜ6ûlÝÊにçÄÑý内
にはCにí£スwÁ出Ôた「グ£スDグルー」がÂりÄ±のòý+ç6ø-¹#¥にÂるÃ
ÕÕÁは·Æの;いí£スØを⾒ËÌたòーロ£çèがÄíかいûl内にïながらにして
m£ÁÉるÃ 
 ÕのスÚーホテルÝÊにçÄロOPニエQ市内の冬季観光ÁはÄ&½Ô¿½ ̈ Â½¹º òÒÂÂ½lü（サ
ンタóロース村）が^8ÁÂるÃサンタóロース村にはÄ+IJの限界ÁÂる+Z 66 度 23
分の+IåがS»ておりÄÕのåをñÓàÁ-#ÄKたは-みëåるといa観光?dをアX
£óûüンにúoてÄâくは 1940 ø[µ*から冬季の観光MNのÙ§的な動Éが%村に⾒
ら6たÃ1984 øのó1スマスのÅÄDÿ1スからのõ⾏客がロOPニエQの¡çとサンタ
óロースを求めてVンVル÷õ客uÁ観光に36たÕとをÉ»かけとしてÄロOPニエQ
を中⼼とした£öプ£ン÷の冬季観光はÛÜしていくÃ1985 øÄ%村にサンタóロースÚ
aîがëýさ6ÄT界の⼦JたLに¥けたサンタの⼿zのÛyサー\スがëÕさ6たÃ 
 S在のサンタóロース村はÄ) 40 社の⺠間会社によ»て構成さ6Ä観光客のみならè地
:客çHスX£ンÁのã)ÇÛいcのサー\スを_áしているÃ%村内にはアDス（スÚー）
ホテルはò造さ6ていないがÄアDスßーÇアDスHスX£ンなÎは利⽤«$ÁÄ6øó1
スマスの¦mのみならèÄ3(4 ùzKÁ村内は地域内Êからの3問客ÁÜわ»ているÃ 
 Õaした冬季の観光MNの動ÉにéいてÄロOPニエQ市è®の:観光îpによ6îÄÕ
6らの冬季のYÈ¼¨|gを8価しながらçÄサンタóロースÇòーロ£観光へのúKか
らのÄÝを図»ているÃ±の理由はÄ不n実な¨´Ç´;にúÉしないといaVンWプX¶
»のE要性によるçのÁÂるÃÕのE要性はÄ地×温í化のxyにçÖ因しているÃD?的
にÄロOPニエQ市ÁはÄ冬季観光の¦mに顕bに雪がíないó1スマスはÄ7Áに「#£
öó・ó1スマス」とãさ6ておりÄÕ6は ÊÊ¨ ニ!ースによ6îÄ2050 øのjィン£ン
÷の£öプ£ン÷はÄ温度が 3.8 度Ë"しÄìäに雪のùい#£öó・ó1スマスのùÔの
«$性がñいと@道している!(#Ã 
 
4Iéèêëíì'îï/ñó#
 
（1）T界UのアDスホテルのVンWプX形成のYZ 

GルH市においてÄアDスホテルの創Vメンßーの[ÖÁÂるDングùòはÄÞめていた
ôGèÊ 社をºめÄ1970 ø[にÜöカスÒル\村ÁアEX÷アの観光?dサー\スを,J7
る地域ó½sの会社をÖVしたÃ}¡çの中を(6るXルネeの£ÉS»たYを地域資源
としてÄカ®ーÇ£jティングÄ±してVテーûÜ6なÎÄÑ季の?d観光サー\スがCに
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Üëさ6ていたÃ 
しかし 1986 øÄ£jティング中に不õの)ñが⽣じÄ±6Ý4ÄÕaしたアEX÷アの

観光?dサー\スをG念~÷るをàなくな»たÃ±ÕÁDングùòらはÄ冬季になにか<し
い\ûネスを創造7るÕとがÁÉないかと:jしÕめたÃとÕÑが3¦のÜöカスÒル\
村ÁはÄ地:住⺠の7çが冬の地:には寒さとÍさと雪ÝÊはìçないとíåるのがS念
ÁÂ»たÃしかしÕaした状況ÁçÄDングùòは<たな\ûネスの0ンXを<$7るためÄ
1987 øと 1988 øにア£スカÇカHÊÄÅ本なÎを,Ê5ìしたÃ 

1988 øに+,道を3問したÐにÄDングùòは第 38 öさ»¡Ñ雪Kéりを?d7るu
会をàたÃÕのDùンXをSじÄ多くの観光客をªë7る多くのß}な雪äなÎを⾒学しÄ
DングùòはzàをáけたÃÕÕÁìらか0ンXをàてǞ 国µÄDングùòはÜöカスÒ
ル\地域のÅ性をç»と活かした<たなDùンXÉæの«$性をt求したÃ8øの 1989 ø
にはÄ+,道áe市から 2 8の氷_`kをÂ£しÄ地:の雪氷_`Ö会とyUÁûンÔû
EムをëUしたÃ  

±の会[ÁÄáeの氷_`kらは}しいfとèの氷äをß~しÄûンÔûEムの¶¹/を
Å¦さ~Ä±6を⾒たDングùòの創造%をさらにÑÖした（âÀÔººÀÔ ¯か 2002.22）ÃÕ
のよaにÄI寒Áìçùいとさ6ていた冬季のÜöカスÒル\村にÄ<しいなにかをúFけ
よaと7るDングùòの動uづけにはÄ+,道との繋がりú1していたÃ 

ÕÕÁ本研究はÄ条件不利環境の活⽤促進といa本研究のü からÄÂûÒl Ð»üÁü kÀ¹ 
º¿½ÔûH ùÀº¿ À¼ Ò¿ Òº ¹ÔûÀÔüÃといaDングùòからÛ~ら6たÄÐに·⽬置ÉたいÃÕ6はÄ
±の3¦にDングùòがºいていたý念ÁÂるÃÕ6を意È76îÄ「ìかを創造しよaと
:»たらÄ¡分のà:をKèÌりÞÌてみるÃ̄ とCÎの[合において±6は成さ6ておら
èÄ«$性はñさ6ている」となるÐÑa!)#Ã 

Õのý念にå»てÄさ»¡Ñ雪Kéりにz化さ6たDングùòはÄ1990 øÄå間ととç
にÂèÁ¿Ò¾ é½ÂÂÃとãした}!Ü@ホールとしての雪氷のDグルーをXルネeの¯とりに創~
したÃÕ6KÁ7ç⾒¥Éçしなか»た⽬のÝにK在7る冬季のXルネeの雪氷の活⽤へ
の試⾏ã³ÁÂるÃ±してÄ±の中にúæなÎの}!~¥をÜ@しÕめたÃÕaしたLしい
出Ô)は地域内Áç題となりÄrÄかけに¼ö⼼を@した) 500 ⼈çの地域住⺠が3¦Õ
のDグルーを36ている（mÁ½ÔÂ¹Ôû.18）Ã 

1991 øÄDングùòらY«äの5合いがÄÜöカスÒル\村Áの会&のëUとÀ+8の
Ü6を相åしてÉたÃしかしÄÜöカスÒル\ÁのÜ6GôÇûティは限定的ÁÄÎÕç7
ÁにÈÑÁÂ»たÃ±ÕÁDングùòらはÄÕの èÁ¿Ò¾ é½ÂÂ ÁのÜ6を試d的にæoてしÄ
Dグルー内にý置してÂる観è⽤ùンチのËにXHカDの'をGいたËÁÄñëなçèを
⼈+分⽤意したÃ±してÄÊ´温はI寒の中ÄÕのÀ+8はDグルー内ÁÜ6したÃ±の8
æÄÈ{の⼼"をよ±にÄÜ6/らはÄ寒さに対しては問題なく·Ûをlか7ÕとがÁÉた
のÁÂるÃfg的にÄÕの試d的ÄKたはµ戦的とçÏåら6る雪氷のDグルーÁのÜ6サ
ー\スの,JがÄT界UのアDスホテルのVンWプXR⽣のÉ»かけとな»た（gÀÁ¿üÁ ¯
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か 2012.18）Ã 
 
（2）アDスホテルのS[サー\ス 
 アDスホテルはÄ±のR⽣ÝÔÄ£¤的にÛÜし¤けÄ́ Áは多様Á<ö的なS[サー\
スをÜëしているÃ本'ÁはÄ=ëÁµ¼7るよaなÛÜプロWスをYてÄアDスホテルが
観光/をªë7るYd価値を,-7るためÄÓ/がÜ6?d調査をSじてêxしたÞÿの 6
¶のì4に づいてÄアDスホテルのT界観Ç±のサー\ス内Âを@A7るÃ 

ì4 4-1 はÄアDスホテルの源FとなるÜöカスÒル\村を(6るXルネeの様⼦ÁÂ
るÃDングùòらがÑ季にアEX÷ア系の観光)Vを創出したのçÄKた冬季にアDスホテ
ルを創造したのçÄäてはÕのeからÕK»たÃì4 4-2 はÄÓ/がÜ6したアDスホテル
365 のàりóÁÂるÃ=ëÁç説l7るがÄS在アDスホテルはvî類K在しておりÄþé
は冬季限定の「ûーズHル・アDスホテル」とrî6るçのÁÄçaþéはSø«Vを実S
したÕのアDスホテル 365 ÁÂるÃÓ/が調査に3問した¦mはÄûーズHルの⽅はòý
O中ÁÂ»たためÄÕの 365 の⽅ÁÜ6?d調査を⾏»たÃホテルEÆは¡動÷ア（中%
の1いû分）にな»ておりÄKた;いEÆí£スからÄÀ分なÅ光を中にBり®#ÕとがÁ
ÉるÃホテル内はÄÆにéÞ 5(8éにý定さ6ているためÄ雪氷が中ÁfけるÕとはないÃ 
 ì4 4-3 はÄホテルのòýZvとしてéC§にAÍさ6るXルネeの氷ÁÂりÄ1 é 1 é
のñさは) 2 XンÁÂるÃÕ6らのXルネeの氷は£l度がñくÄかé}しいªìをPÄ
ておりÄKた氷の中の´êが¯とCÎ⾒ら6ないÃÕaした¦のñい氷によ»てtûlは造
ら6Ä氷_`çÑさ6るÃ本調査Ç)Ý調査Á36た£öプ£ン÷地⽅ÁはÄÕのよaな}
しい氷はÂé½Áëüº¿Ã7るçのÄéKり「ßÆ7るçの」とÖSさ6Ä雪氷の価値のñさがÄ
ÐにÖ6ているÃì4のよaにã§内にåK6る氷はÄ2019 øÄéKり本調査を実Ñした
%じøのÄ:»てì冬から}k（3 ù(4 ùが⽬â）にßÆさ6たçのÁÄ) 8 eùの間Õ
ÕにéCさ6Ä±のµホテルòýにú⽤さ6るÃ±の理由はÄXルネeの氷がÀ分なëさに
PéのがÕのßÆの¦mÐからÁÂる（â½ÔººÀÔ ö gü¿¿üÁºÀÔ.49）Ã 
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ì4 4-4 はÄÓ/が実ÐにÜ6した氷ûlÁÂるÃíに氷のùö÷がý置さ6Ä⼿Ýに
Âる}しい氷_`がÜ6客をÚåるÃ 本的にûl内にはÄ氷_`と氷ùö÷ÝÊはìç
置か6ていないÃ1´のスDöチをà6るとÛlと%¦にûlのÝ{´に合»たéÑが¡
動的に(6るÃ±してûl内を@#£lな氷ëしの光ÄKたは±6にrÕ7る光が利⽤客
に¿õ的なK象を1åるÃ 
 ì4 4-5 は氷のùö÷ÁÂるÃËにGか6るXHカDの'はíかさをò"7るのにèo
LÄ±のËÁÄì4には⾒ら6ないがÄvñ構造のñëなçèが⽤意さ6ているÃÛ1´を
消しÄ氷ëしのîい光とÍïの調aといa)ÅÆ的を?dしÄÓ/はäけさの中Á±のT界
観を_á7るÕとがÁÉたÃ8æに⽬7めるとÄホテルスタöjが·ðの温かいù1ーû!
ースをbCÁく6たÃÕ6はâÎnÅçuáているとíåら6るÃ 
 ì4 4-6 はÄñÓ7るVテーûにÂるISのíかいùö÷ÁÂるÃÂKり5ら6てはい
ないがÄアDスホテルにÜ6を:)7るとÄ%¦にÕのVテーûのûlç 24 ¦間利⽤«$
になるÃéKりÄ冷たい氷ûlとÕのíかいVテーûûlの 2 éのòをjロンXÁáけB
るÃÕのÕとÁÄ寒さにæåら6ない利⽤客にと»ての[°jは⽤意さ6ているÃ 

Õaして⾒6îÄ観光/にと»ての<ö的な)ÅÆ?dとÄâ⼼・âäのBòといa両⽅
の価値観の_áがÄS[におけるアDスホテルのサー\ス状況ÁÂるÕとが分かるÃ±して
Õの<ö的な?dの本¦はÄ雪氷に{K6た寒冷さとÄ光とf合した¿õさÄ±して多様な
氷ûlのæîÇ氷_`のäなÎのª%によ»て形成さ6ているとíåら6るÃÕのよaに
⾒るÐけÁçÄアDスホテルをñÓ・間Ó的に消費7る観光⾏動は多様Á<ö的ÁÂるÕと
が分かるÃ 
 
（3）+⽅Jに]^の氷_`といa⽂化 
 アDスホテルにと»てñ要な氷_`⽂化のÛó2にéいてÄ歴史をnÅ7るÃ
èùüÔûÀÂ½C1994.5-6Dによ6îÄ⼈間がÑし#ための氷のòcÇ氷_`が}くからBり組K
6ていたのはロûアとさ6ているÃ±のYZにはÄ6ø:ôに⾏わ6るqõのよaなçのを
tいYaためのõñにおいてÄhからBり出した氷の#ロöóÁ}ÉなÀÕ]をòててい
たÕとがÂるÃÝÔÄロûアÁはÄ様Äな¤Ä的なõñÇDùンXÁ雪氷_`によるäなÎ
を造»てöÁ~aよaにな»たとさ6Äïïにñる±の顕bな´µの¦mは 1973 øとさ6
ているため（èùüÔûÀÂ½1994.6）Ä氷_`が実ÐにÕK»たのは±6ÝÝと·説Áはíåら
6るÃ 
 ·⽅Ä¹_U（1997.64）はÄ氷_`のルー±にéいてはÄ中国Á·pøõりçÝの÷
の¦[にÄø§ùのいとÕのø国úといaû族がüýÁ⾏»たþÿÁÄ氷Á_ら6た÷!⼦
Ç"なÎを客に#òして¡らの%をÇ@したといaï¼がÄ中国の⽂ªÁÂる「ë:¨$ñ
)」の中に⾒ら6ると¼íているÃÕのとÉø国úはÄ氷_`を%ã¥にしたりÄ&しさを
Ä出7る|!としてç利⽤したりしていたとíåら6ているÃ 

Å本においてはÄ1910 ø$ÑにHニング£ー÷Áロûア}új¦Éのi理⼈として客を
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çてな7ために氷の'を造»ていたÑH¯ÿがÄ¯国µ国内にmõi理をI¨しéé氷æ
îをi理⼈にwåたのがÕKりとさ6ている（¹_U 1997.65）Ã 
 S在ÁはÄ1960 øに第·ö⽬がëUさ6たáe冬KéりÁÄ氷_`のT界}会が£¤的
に⾏わ6ているÃÕのKéりの歴史はâくÄ±のÛ#は_`kÁÂる¹Ü顕ãが1946øにÄ
3¦(理にI»ていた雪の7を雪äに7るÕとを,jしたÕとに:るÃさ»¡Ñ雪Kéり
と¶ÄÄ+,道ÁはÕのよaに}くから雪氷_`がBり組K6てÉたÃ±してÕaした背景
はÄÝ¼のよaにÜöカスÒル\村ÁT界©âのアDスホテルが創造さ6たÉ»かけに間
Ó的に繋が»ているÃ 

ÝËのよaな雪氷_`の歴史を⾒6îÄâい¦[から寒さと雪氷に{K6た条件不利と
さ6る環境ÄéKり雪氷を⽬的に合わ~た資源として活⽤しよaと7る動Éが⾒ら6たÕ
とがnÅÁÉるÃ 
 
（4）アDスホテルの利⽤/のbに⾒る「本c?d」 

±して雪氷_`はÄS[においてはアDス（スÚー）ホテルといa形態が創造さ6るKÁ
ÛÜしたÃT界t国からÄÕの¿õ・<ö的な雪氷_`ûlのÜ6?dを求めてわ÷わ÷+
IJKÁI寒のGルH市・ÜöカスÒル\に観光客が36るÃÁは実ÐにアDスホテルの利
⽤/はÎのよaな動uをç»て36るのÐÑaかÃ本研究はÄÓ/がÜ6?d調査を⾏»た
m間に¯の利⽤客の 4 8に対7るÅ.Dンタ\!ーをÄëà的な調査として⾏»たÃ±の
fgの·ûがÞÿ7る内ÂÁÂる（Ö 4-2）Ã 

本研究がとくに5りたか»たÕとはÄÜ6の動uと寒さに対7る)ÝのDメーûÁÂるÃ
KèÜ6した動uにéいてÄニ!ーûー£ン÷から36た 49 �のó性はÄ「本c?dを求
めて」とöãしておりÄÕの⽅がÜöカスÒル\のアDスホテルのÜ6?dを選CÐ理由はÄ
「T界©âÁò1ûHルÐから」ÁÂ»たÃKたÄÜ6は~èにÅ¯り?dをした国内客の
37 �のó性によ6îÄ3問した理由は「¼ö⼼ÝÊのìçのÁçない」としÄ「氷_`なÎ
の|!~¥はª%的」とöãしているÃ 

·⽅ÄアDスホテル3問Ýの寒さに対7るDメーûにéいてÄたとåîòースX£1アの
30 �の)性はÄ「©Uはíかさのò"に対して不âがÂ»たがÄ%0/が*I¼ÉÁìçx
6るÕとはないとÄわ6たのÁ·tにÔた」とöãしているÃKたÄË¼のニ!ーûー£ン
÷のó性はÄ「寒さはネíティ#ÁはなくÄ#しÑÔûティ#なDメーûÐ»た」とöãし
ているÃ  
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Ö 4-2 アDスホテル利⽤/のb 

 
出®）Dンタ\!ーfgに づÉÓ/~成 

  
 本研究はÄÕのよaに⾒る実Ðの利⽤客のbをÄ第 6 章におけるõ⾏/モチùーûüン
のíìをëö7る意⾒として位置づけるがÄÕÕÁz⽬したいのはÄニ!ーûー£ン÷の 49
�のó性による「本c?d」のB求ÁÂるÃÕの本c?dをGーùー÷とした観光形態はÄ
©äÁはT界的な¢(をÚåておりÄたとåîア÷ùンチôー±ー1ズム（ÝÞÄè' と7
る）がÂるÃè' とはÄT界©}の è' 関Ãu関ÁÂる èûëüÔ¿¹Áü 'Á½ëüÂ 'Á½ûü èººÀ¾Ò½¿ÒÀÔ
（è''è）によ6îÄ「¡ç」Ä「¶⽂化?d」Ä±して「アóティ\ティ」の 3 éの要Çのa
L 2 éÝËÁ構成さ6るõ⾏形態ÁÂるÃ±してÕの è' 客の²³として/Ìら6るのはÄ
Òí⼈+グループÄ%ñ¸消費Äá地域の⽂化と¡çをRaÄ±してà本c?da¥ÄÁÂ
るÃ 
 国内において è' に関7る研究は進CÁいないのがS状ÁÂるがÄT界的に⾒6îÄたと
åîÕの£öプ£ン÷を"めた+IJにおいてçÄè' に関7る学!的&論が活Ûに⾏わ6
ているÃKたÄè''è が 2017 øにÚÖした調査fg!*#によ6îÄè' 客が è' を求める動
uとして©ç多か»たöãはÄ「'Á½Ôº¼ÀÁù½¿ÒÀÔ」ÄéKり¡¢3+ÁÂ»たÃè' 客は è' の
©ç顕bな²³ÁÂる本c?dのu会をSじてÄ±6KÁ¡分がç»ていたT界観Çíå
⽅なÎの3+を求めているÕとが3ã調査によ»てlらかにな»ているÃ 

ÕのÊにéいてはÄÓ/¡6çアDスホテルのÜ6?dをSじてÄÂる意�ÁはÕ6KÁ
のT界観が3化7るよaな?dがÁÉたためÄçLÑCÕ6はC観的なçのÁはÂるがÄ
è''è によるÕの調査fgには·定の;3性がÂるとíåているÃÕのよaに⾒6îÄçL
ÑC è' の定義にå»てçÄアDスホテルは è' にD7るとÏåら6ÄさらにDンタ\!ー
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したニ!ーûー£ン÷からの利⽤客は è' 客と7る«$性はñいとíåら6るÃÕの/æに
éいては第 6 章Áíì7るがÄ本'ÁはアDスホテルの実Ðの利⽤客が<ö性Ç本c?d
を求めていたといa意⾒が実ÐにÂ»たÕとをnÅしたÃ 
 
9Iòìôö'JK�a:bcÄkDLõúù'ÅÇÉ#
 

ÝËのよaにÄ本研究はアDスホテルのR⽣とS[サー\スの両諸相にéいて/しく⾒
てÉたがÄÜöカスÒル\におけるXルネeの雪氷においてはÄ±の活⽤促進に©ªしたと
íåら6るÄとくにÉV関係/のB組みが多く⾒ら6たÃ本研究はÄÕ6ら·é·éのB組
みを¦間§にô»て整理したËÁÄ第ë章の(氷の)*と%様に分析しÄøÖ化した（Ö 4-
3）Ã 

なおÄ「"」Ä「#」Ä「%」の8価にéいてはÄÝ¼したよaに-.市と%様な資源活⽤へ
の©ª度に づくがÄß度にéいてはÄ本)*Áは-.市と¶なりÄ「±の¯」としたÃ±
の¯とはÄたとåî出Ô)なÎのよaな)象をÖしているÃ±の理由はÄ市pのグンHルò
Ç市のB3/によ6îÄGルH市の⾏öはÕaした観光V/に対7るß度的なãíを⾏»
ておらèÄÂくKÁ⺠間ÉVのC?性をñCじるといaスタンスをと»ているからÁÂるÃ
±のËÁÄ±の¯にï*したt)象にéいてçÄËï⽂化・科学と%様に活⽤促進への©ª
度を8価して@したÃ 
 

Ö 4-3 Xルネeの雪氷活⽤を促進したCな関係/のB組み 

 
出®）Ó/~成 
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（1）⽂化から⾒るCなB組み 
T界UのアDスホテルのVンWプXが形成さ6てÝÔÄÜ6u$をuáた}!Ü@ホー

ルとしてのDグルーはÄ環境12をñáながらøÄ}Éくな»てい»たÃグンHル市pによ
6îÄ3Uの9ôなû1ンÊーsのDグルーの形のKKÁはÜ6客のプ£Dßûーがô6
ないためÄDングùòらはÅ.のûlを造りÄ±してöÄに±の+を-Çしてい»たÃさら
に 1992 øにはÄ^8な氷_`kによ»て「氷のÄ会」が<たにòýさ6Ä,-/によるÄ
会サー\スがëÕさ6たÃ 

1994 øÄDングùòにと»てñ要なv⼈のÖ%/がS6たÃアーX½デ;DンB3のア
ーネòとòýB3のアöケòÁÂるÃÝ4ÄèらはDングùòととçにÄ}!と技!の両分
{においてÄXルネeの雪氷を活⽤したò造cÇ氷_`のÛÜに©ªしたÃ±してÕのøにÄ
èÁ¿Ò¾ é½ÂÂ のDグルーはÄEñに î¨ôém'ôô とu8さ6たÃ 

%øÄアDスホテル内にÄ<しい「èÊ&môê' アDスßー」がR⽣したÃアDスホテルの
58度はKÐ,か»た段階ÁÄDングùòはÄ̂ 8ÉVをµíにéけよaとスEFーデン国
内に本社をçé^%なE)öカ・#£ン÷の èÊ&môê' 社!+#にアプローチしたÃ3UÄ%
社のr応はÉか»たがÄDングùòの]意によ»てÄfg的には%ÉVをµí/に7るÕと
に成&したÃ±6Ý4ÄアDスホテルはÑý内のアDスßーにおいてÄたとåî£lな氷1
のグ£スÁカ£jルなカóテルを.#とい»たスタDルの#£ン÷Dメーûの構úを#»
てメディアにåI的にÛýしてい»たÃ 

Õaした èÊ&môê' 社とのÃoの動ÉはÄ1996 øに実ÑしたGôン{ーンÁç⾒ら6
たÃHòQ・GôンùルなÎの^8モデルがÄb8なì4kによ»てアDスホテルÁì4ê
xさ6ÄI寒中のモデルと氷_`の¡·的なûーンが)性¥けのjPöûüン·ÉXòmmêôZ
にÿ*さ6たÃ 

1998 øÄèÊ&môê' のアj1カã社はÄ国ÐjPöûüンûüーをサ>£øùÁëUし
たÃÕÕÁアDスホテル社はÄXルネeUの 12 Xンçの氷をÜöカスÒル\村からñÓ/
yしÄøùのýÎに氷_`とýÎS*を造»たÃ±のÐÄÕ6ら氷のß~cは:·ÝËにø
ùのñ温にæåるÕとがÁÉてÄ;くÈ{にDンÇóXを1åたÃ 

2002 øにはÄ500 ⼈をßÂ«$な「アDスûアター」がアDスホテル内にUì成しÄ%
ø 1 ùに>ムHöXのサーQ0がËÄさ6たÃさらに 2010 øにはÄ^8#£ン÷のルD・
OィXン社からのúþによ»てÄアDスホテル社はÄÇ1Áëか6たjPöûüンûüーの
ýÎをÄÕ6KÁûåさ~た技!を|g的に活⽤した}氷7Á1るÕとÁç題をrCÐÃ 

ÕaしてアDスホテルは±の58度をËÌÄT界中から氷のûlのデ;Dンß~をB望
7る¤6た氷_`kがÜöカスÒル\村に:Kるよaにな»たÃ±して 2016 øÄË¼のア
Dスホテル 365 はì成したÃ%ホテルはÄ氷_`のûlÇアDスßーなÎを 365 Å間利⽤
«$と7るSø«Vを実SしたçのÁÂるÃÕ6はÄÑý内に6X光Û1ûステムをVàしÄ
òc内をø中·定i度の,温にò温ÁÉる<たな形態のアDスホテルÁÂるÃ±して 2018
øÄアDスホテル社はÄ「üÀÁûÒ¾ &Ð½Ô ô¾ÀÂ½ÄüÂ」とrî6る"¤«$な環境òäの Zを
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ó1アしたÅ³をáけるにî»たÃ 
 
（2）科学から⾒るCなB組み 

ÝËのよaにÄ⽂化的なBり組みが多く⾒ら6た·⽅ÁÄ科学的なÜÆによる雪氷の活⽤
促進の動ÉçÅめら6たÃたとåî 1996 øにはÄÅーロöÇのAæ会社が「&ùÒÂÂ½2º &üÔºü 
À¼ &ÔÀÐ」といaAæのêxýÎにÄñさ 8ùÄpさ 50ù のß}な氷uの氷«3をÄアDス
ホテル社として「¨çS象o」にß~7るÕとが«$かÎaかをº4してÉたÃÕ6をáけ
たアーネòとアöケòはÄ試⾏ã³のËÂ&ÔÒ¾üÃとrî6る &ÔÀÐ （雪）と î¾ü（氷）の©
適なß£ンスによるr合⽣成cがÄòwとして適7るÕとをBÉ÷めÄ±のAæýÎ1~を
成&さ~たÃ 

1998 øÄアーネòとアöケòはÄスEFーデン+ûのルHòî科}学から「氷のÄÅ」
と3¦rî6ていたj£ンêンÄÅをアDスホテルにÂ£したÃ±してÄÕのÂ&ÔÒ¾üÃを"
めÄ進化さ~てÉたアDスホテルòúの構造ö度にéいてÄâä性の観Êからñóな\-に
 づいて実³してçら»たÃKた%}学ÁはÄ雪氷òúî学のプログ£ムが学⽣¥けにë3
さ6ておりÄのLにDングùòはÄ%}学から8Sèをáè7るにî»たÃÕ6に¹åてÄ
)Ý調査におけるロOPニエQ市の£öプ£ン÷}学ÁçÄÕaした雪氷ò造cに関7る
構造\-の5⾏cはK在しておりÄ;く社会にÛýさ6ているÃ 

なおÄ本)*Áía科学的ÜÆとはÄCに科学技!をNしておりÄ(氷の)*における¡
ç科学の5識Ç5⾒とはíし意�が¶なるがÄ本研究ÁはÄ序章Á⽤語を整理したよaにÄ
両)*に⾒ら6るÕ6らの要Çを科学のà域として@ü的にÏåるÃ 
 

ÝËのよaに本章ÁはÄ±6KÁÜöカスÒル\村において7ç活⽤しよaとÛ·しな
か»たXルネeの雪氷がÄDングùòを[Öとした関係/らによるåI的なÇÉかけよ»
てöÄに観光資源化さ6てÉたプロWスを/しく⾒てÉたÃ⼈óBÉな条件不利地域とさ
6ÄかéÌ客%のÂる観光資源が±6KÁK在しなか»た冬季のI寒の環境からÄ⽬のÝに
ÂるXルネeの雪氷が対象化さ6Ä±の活⽤が促進さ6てい»たÃ 

±して±のプロWスÁはÄòホー±óの(氷と%様にÄ⽂化・科学的な価値¥Ëのアプロ
ーチが観光資源化に©ªしていたÕとを ì分析したÃなおÄ本)*Á⾒てÉた科学的ÜÆ
のB組みはÄ(氷の±6と°íるとíないÕとがÕÕÁÅめら6たÃÕのÊにéいてはÄ=
章Ý4Á/しく分析7るÃ 
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第 3 章と第 4 章においてÄ-.市の(氷観光とGルH市のアDスホテルの両創造)*に
おける調査fgを⾒てÉたÃÕのfgに づÉÄòホー±óの(氷ÇXルネeの雪氷の活⽤
促進に©ªした地域関係/らによる多様なB組みをÄ±6l6の雪氷の価値の形成hiに
Åめら6た価値の創出とy^の両アプローチによる進Ü段階の²³に づÉ分析したfgÄ
両地域とçySしてÞïに@7 4 éのjFーズにø分ÁÉるÕとが分か»た（Ö 5-1）Ã 
 

Ö 5-1 条件不利環境としての雪氷の価値形成の 4 jFーズ 

 
出®）Ó/~成 

 
（1）jFーズ 1（klm） 
 Õの¦mの²³はÄ(氷の)*ÁはÄ地域への実害îかりにÉÊが3た»ていた状況ÁÂ
りながらÄ(氷のwの8価を12しよaと7るU動的なB組みÄKたはfg的に±の価値の
¥ËにéながるÕとになるÅÄの活動がÕK»たÕとÁÂるÃÕの¦ÊÁはÄ地域内のÃo
ÇÖÇはKÐ⾒ら6なか»たがÄ村úによる(氷æのß~Ç7óによる(氷のì4êxに
⾒ら6るよaにÄ±の¦ÊÁはKÐ1い2cとさ6ていた(氷に対してìらかの価値を創
出しよaと7るÇÉかけが試⾏さ6たÃ 
 ·⽅ÄアDスホテルの)*ÁはÄ±6KÁ価値創出のÇÉかけが⾒ら6なか»たXルネe
の雪氷の活⽤«$性のÙ求がëÕさ6た¦mÁÂるÃÑ季の観光サー\スから移⾏しÄ冬季
の観光を創造しよaとしたDングùòのµ戦に⾒ら6るよaにÄ<たな\ûネスにéなが
る0ンXの<$を6uとしてÄCにÅ⼈HùルÁÄK在しなか»た価値の創出を動uづける
雪氷の活⽤がåI的に試⾏さ6たÃÕの¦ÄDングùòによるさ»¡Ñ雪Kéりの?dÇÄ
áe市の氷_`kをÂいたûンÔûEムなÎÄ+,道との繋がりçµOしとな»て±の実
Sのuはqしてい»たÃ 
 ÕのよaにÄ両)*におけるjFーズ 1 ÁはÄ±6KÁ条件不利性がS念化さ6ていた
雪氷に対しÄ<しい利⽤価値を創造しよaと7る⽂化的なÇÉかけが±6l6試⾏さ6たÃ
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ÕのよaにÄ両地域にと»ては<たな¦[のxëけÁÂ»たのがÕのklmÁÂるÃ 
 
（2）jFーズ 2（nom） 

-.市ÁはÄ地域の·ûにおいてÄwの8価の(氷に対7る12にéながる価値づけがå
I的にÜëさ6たのがjFーズ 2 ÁÂるÃたとåî村úによる(氷æのß~の£¤による
MìスタDルの進化ÇÄò中らによる(氷Kéりの実ÑなÎが⾒ら6たÃさらにÄÅÄによ
る活⽤促進の動Éが地域内ÁÃoしÕめÄÕaしたÖÇの|gが(氷のEの価値のÛýを
ö化してい»たとíåら6るÃÕのよaな動ÉはÄ-.⽂化ÃçなÎをSじた地域における
社会的な⽂化活動にç繋が»てい»たÃKたÄÕの¦mに+}(研による科学的な調査çë
Õさ6たÃ 
 ·⽅ÄGルH市にÁはÄc成さ6てÉた雪氷の活⽤促進のubはÄÕの¦mにT界Uのア
DスホテルのVンWプX½·へと繋がりÄ±6KÁ7ç·äしなか»た「氷のûlに客がÜ
67るホテル」といa<しい価値を創出7るÕとにな»たÃ%¦にÄアーネòÇアöケòな
ÎのÖ%/が¹わりÄDングùòとÃoしながらアDスホテルの価値¥ËにB組める?ß
が構úさ6たÃÕの¦mにÄ±のÝ6として造ら6たアーXÜ@[としてのDグルーはEñ
にアDスホテルと8づけら6Ä社会に対7るDンÇóXを⽣み出したÃ 
 Õのよaに両)*においてはÄ条件不利環境ÁÂ»た雪氷の活⽤⽅法Ç±の⽅¥性がD
?的に定KりÄ関係/らはÃoしながら±の雪氷の<たな価値の創出とwxの?ßをより
ö]にしてい»たのがÕのnomÁÂるÃ 
 
（3）jFーズ 3（成pm） 
 Õの¦mの²³はÄ-.市においてはÄ村úÄò中Äªòらを中⼼とした関係/による価
値の創出とwxのB組みが地域において"¤«$なHùルÁÜëさ6てい»たÕとÁÂるÃ  

Õaした活⽤促進のÜëはÄ地域内における(氷の価値のy^を>進してい»たÃKたÄ
Õの地域YÈ状況がq化7る¦mにÄ-.市は(氷ëÛの>進をë合\æにVàしÄたとå
î市⺠ÚÌに(氷Ü望Îをý置7るなÎの動Éが⾒ら6たÃKたÄ⺠間の-.Üースホステ
ル「(氷のÜ」çëVしÄÅÄの活動ÇÃoの域をÀåÄ⾏öHùルの動Éとのr応|gが
⽣K6Ä地域社会の5Êからç(氷の観光資源としての活⽤が促進さ6たÃ 
 ·⽅GルH市ÁはÄXルネeの雪氷を活⽤したアDスホテルのu$が多/にï»て|¨
し¤けÄÕaした観光サー\スの|áによる価値の創出が£¤して試⾏さ6たのがÕのj
Fーズ 3 ÁÂるÃ%¦にÄメディア2を利⽤して±の¦¹価値が;くT界にÛýさ6てい
»たÕとによ»てÄ観光におけるアDスホテルの58度は¿7的に¥ËしたÃKたÕの¦m
にÄZ[kによ»てアDスホテルの構造ö度が³lさ6Ä科学的な5Êからの価値づけç進
ÜしたÃ 
 ÕのよaにÄ両)*とçÄ⽂化と科学の両分{における多様なC?によ»て価値創造アプ
ローチが£¤してÜëさ6Äより;いz{に±の¦¹価値がy^さ6てい»たÃ雪氷の価値
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形成はÕのよaに¹7しÄ±6l6観光資源化が実Sしてい»たのがÕの成pmÁÂるÃ 
 
（ê）jFーズ 4（成qm） 

-.市ÁはÄたとåî+⽅J国ÐûンÔûEムをSじて多くの市⺠¶¹が実S7るなÎÄ
(氷に対7るEの8価が;く社会にy^さ6るにî»たのがÕの¦mの²³ÁÂるÃ±し
て「(氷b市ZÄ」に[Öさ6るよaにÄ-.市çÕaした·Ãの動Éをさらにãíしたf
gÄ(氷の観光活⽤の状況はâ定の域にxしたÃÕのよaにÄ(氷の価値創出とy^のアプ
ローチが;く社会的な8%にî»たÕとÄKたÄ科学的な(氷研究と±の成gy^が地域Y
Èにç©ª7るÕとが3V関係/を"めて;くy^さ6Ä±のñ要性がÅめら6た¦mÁ
Â»たÃ 
 ·⽅ÄGルH市ÁはÄアDスホテルの58度がT界的にç¥ËしÄ定½してÉた<ö性の
ñい雪氷の利⽤価値をÄ"¤的に»客に,Jし¤けるためのSø«VがÕの¦mに実Sさ
6たÃ観光客はいéÁç氷ûlにÜ6しÄ雪氷_`をÕめ多様な雪氷サー\スを_áÁÉる
よaにな»たÃ¹åてÄ6X光Û1ûステムに[Öさ6るよaにÄ環境Æに"õしたアDス
ホテルY«が«$とな»たÃKたÄアDスホテルが:客を!"7るÕとÁÄGルH市ä?の
冬季の観光KLづくりは成q7るにî»たÃ 

ÕのよaにÄ両)*におけるjFーズ 4 ÁはÄ±6l6の雪氷の観光資源としての活⽤
状況はÀ分実りÄ成qをÚåたと⾒るÕとがÁÉるÃ 

ÝËのよaにÄ(氷観光çアDスホテルçÄ±6l6の雪氷はÄ条件不利環境としてS念
化さ6ていた状態からÄ地域の多様な関係/による活⽤促進のÇÉかけがöÄに9&しÄ;
くÃ動していくÕとÁ±の|gを-öさ~ながらÄklmÄnomÄ成pmÄ成qmといa
r段階をYて価値が形成さ6てい»たÕとがÕÕÁ@さ6たÃ 
 
,I­?®'¯°±z²[JK'a:bcdefgh#
 

ÝËの¦間§による分析に¹åÄ雪氷の価値形成に©ªした地域関係/らによる多様な
ÇÉかけをÄ±の²³のHいに づいて分析を進めたfgÄÞÿのよaに 4 éの¶なるu
$.のアプローチに類s化さ6るÕとがlらかにな»たÃ本研究はÄÕ6を条件不利環境と
しての雪氷の活⽤促進メカニズムとして@した（図 5-1）Ã±の構成要ÇÇu$の²³なÎ
にéいてÝÞに説l7るÃ 
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図 5-1 条件不利環境としての雪氷の活⽤促進メカニズム 

 
出®）?7・Gò（2019）に づÉ·û13のËÓ/~成 

 
（1）⽂化と科学のv分類 

図 5-1 はKèÄòホー±óの(氷とXルネeの雪氷の活⽤促進と観光資源化に¥けた地
域内のB組みがÄ±の性¦のHいから⽂化と科学にv分さ6るÕとを@しているÃÕ6はÄ
Fにûンマーマン（1985）が@した「⽂化的欲望」と「科学・技!を"#$%」に づいて
いるÃ村úの(氷æÇò中らの,×した(氷KéりなÎは⽂化のà域ÁÂりÄDングùòÇ
アーネòらが⼿Fけた氷の_`ÇアDスßーなÎçÄ+⽅Jに²^の⽂化のà域ÁÂるÃ 

·⽅Ä+}(研の研究成gに づく(氷の⽣態的なu$ÇアDスアルûーの|⽤の³l
なÎはÄ科学的âÉに づく実³的な調査研究によるçのÁÂるÃKたÄアöケòがアーネ
òととçにëÛしたòwとしてのÂ&ÔÒ¾üÃによる雪氷òúの技!はÄのLにZ[kによ»て
アDスホテルòúの構造ö度が+値的に実³さ6るÕとになる科学のà域ÁÂるÃ 
 
（2）価値づけ（創出）と価値のwx（y^）のv分類 

=の5ÊとしてÄ雪氷の資源化のB組みはÄ±のÇÉかけの²³のHいからÄ「価値づけ
（創出）」と「価値のwx（y^）」の 2 éの¶なるアプローチに分類«$と分析ÁÉたÃ村
úòによる(氷æのß~なÎはÄ(氷に対して<たな価値を¦¹ÄKたは創出したアプロー
チÁÂるÃKたÄòホー±ó(氷ÜÇÅùúæÄÑのëUをSじて(氷の価値を地域内Êに
ÛýÁÉたÕとはÄ⽂化の分{において創出さ6た価値のwxとy^のアプローチÁÂるÃ 

%様なÕとはÄ科学の分{ÁçÖÉているÃたとåîアDスアルûーの|⽤の実³を(氷
の価値の創出と76îÄ+⽅J国ÐûンÔûEムのëUなÎはÄ±の価値のy^といau$
をç»たアプローチÁÂるとÄåるÃ 
 ·⽅ÄアDスホテルÁçÄ氷のÄ会ÇアDスßーÄアDスûアターÄjPöûüンûüー
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のýÎ1~なÎÄ±のÎ6çが⽂化的活動による雪氷の利⽤価値の創出Ðとíåら6るÃさ
らにÄÕの雪氷の¦¹価値はÄtメディアÇAæÄ±してjPöûüンûüーなÎをSじて
Cに地域ÊÄ;くT界へとÛýさ6てい»たÃ 

KたÄòwとしてのÂ&ÔÒ¾üÃによる雪氷òúと±の構造ö度の\-なÎはÄ科学分{にお
ける価値創出のアプローチÐとíåら6るÃルHòî科}学においては雪氷òúî学のプ
ログ£ムがýけら6Ä£öプ£ン÷}学Áç学⽣らはアDスホテルの雪氷òúの構造にé
いて学CÁいるÃÕのよaにÄ科学の分{においてç実³さ6た価値のy^が実zさ6てい
るÃさらにjィン£ン÷ÁはÄÕaした雪氷ò造cに関7る構造\-の5⾏cがK在しÄ;
く社会へwxさ6ているÃ  

ÝËの分析からÄòホー±óの(氷とXルネeの雪氷の活⽤促進と観光資源化のB組み
はÄ⽂化と科学にv分さ6ると%¦にÄ価値づけ（創出）と価値のwx（y^）の¶なるア
プローチに±6l6v分さ6るÕとがわかるÃÕの構造をÖしたのがÄ図 5-1 ÁËÿした
条件不利環境としての雪氷の活⽤促進メカニズムÁÂりÄ本研究はÕ6を価値創造アプロ
ーチの分{・u$.のr類sÁ@7ÕとがÁÉたÃ 
 
（3）r類sを構成7るtアプローチ 

Õ6らのtアプローチにéいてÄ本'はÄ?7・Gò（2019）に づÉêに説l7るÃK
è「⽂化的#£ンディング」はÄ⽂化分{における価値創出のアプローチÁÂるÃÕのÇÉ
かけのu$はÄ⽂化によ»て⼈間の¦ÄÇ>かさを_áÁÉるu会を多様に創出しÄ価値の
¥Ëを試みるÕとÁÂるÃ=に「⽂化的マーケティング」はÄ%分{における価値y^のア
プローチÁÂるÃÕのÇÉかけとはÄËïに@7⼈間の¦ÄÇ>かさの_áなÎÄ⽂化的な
欲求をÈたしàるu$Ç価値を;く社会にy^していくÕとÁÂるÃ 

·⽅「科学的#£ンディング」はÄ科学分{における価値創出のアプローチÁÂりÄÕの
ÇÉかけとはÄ科学によ»て社会のýþをàてÄ価値の創出ÇE3化を試みるÕとÁÂるÃ
「科学的マーケティング」はÄ%分{における価値y^のアプローチÁÂりÄÕのÇÉかけ
とはÄËïに@7社会的にE3化さ6た価値をÄ;く社会にy^していくÕとÁÂるÃ 

ÝËのよaに本研究はÄ条件不利環境としての雪氷の活⽤促進メカニズムをÄ⽂化Ä科学Ä
#£ンディングÄマーケティングによる分{とÇÉかけの±6l6のf合状態によ»て¶
なるu$.のアプローチÁ構成さ6るr類sとして位置づけたÃ 
 
（4）価値創造アプローチが実zさ6た「両分{」 

第 2 章Á@したよaにÄ内ò（2009）はÄ観光による地域づくりを成&さ~るÐにÄ#
£ンディングとマーケティングをaKく組み合わ~るÕとが<Éの»客をrÄÄ<しい関
係をúくËÁ^|ÁÂると説lしたÃÕのÊにéいてはÄVX£ー½ケ£ー（2014）çÄ%
章Á ï¨（マーケティング・VQ!ニケーûüン）の実z|gと#£ン÷・エóDティ構ú
の要因とのfÄéÉを@しているÃ 
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Õ6らのíåはÄ条件不利環境としての雪氷が#£ンディングとマーケティングの相}
~⽤によ»て活⽤促進さ6るÕとをySして@7çのÐがÄ本研究の分析をSしてÄåる
ÕととしてÄÕの相}~⽤による価値創造の両アプローチはÄ⽂化と科学の「両分{」Á実
zさ6たからÕ±観光資源化が促進さ6たといaÕとをö調したいÃ 

内ò（2009）ÇVX£ー½ケ£ー（2014）が@7よaにÄ本研究çÄË図 5-1 のr類s
の活⽤促進メカニズムÁはÄ村úÄò中Äªòらが中⼼とな»てBり組CÐ(氷に対7る#
£ンディングとマーケティングの組合~とÄアDスホテル創造をçたらしたDングùòÄア
ーネòÄアöケòらによる%様な価値創造の両アプローチの組合~が±6l6条件不利な
雪氷活⽤を促進さ~たと@7ÕとがÁÉたÃ 

しかしÄ±6は⽂化・科学の「両分{」においてÄ±のÎLらかをpくÕとなく活⽤促進
が実zさ6たといa 2 éの分{の「y在性」がñ要ÁÂ»たと本研究は⾒ているÃ7なわ
LÄ⽂化と科学の両|%がK在しÄお}いにÛ>さ6たからÕ±Ä±の相}~⽤|gが雪氷
の活⽤を促進さ~たといa«$性のN]ÁÂるÃÕの«$性にéいてはÄ=ëÝ4に/しく
¿À7るÃ 
 
4I³s/´W'µ¶·'¸¹º:¶»#
 
（1）⽂化的アプローチの|% 

⽂化分{における価値の創出とy^のアプローチはÄûンマーマン（1985）が@7「⽂化
的な欲望」と関ÃしÄ本メカニズムのu$に⾒ら6たよaにÄ¦ÄÇ>かさの_áに対して
⼈間がçé欲求とfÄéいているとíåら6るÃアDスホテルの創造ÁはÄDングùòらが
I寒ÁÍÐÁìçùか»たÜöカスÒル\村にÄÔ3客をªëÁÉる<たな観光資源をì
か創造ÁÉないかと試⾏ã³したÕとはÄ¡¢の実Sに対7るx成zÇÈàzの_áとい
»たî類の⽂化的欲求のÖ出Ðとíåら6るÃ 

±して⽂化的欲求はÄXルネeの雪氷から⽂化的な利⽤価値を創出7るといa#£ンデ
ィングの実zに繋が»たÃKたÄ⽂化的欲求の実zをçたらしたアDスホテルといa雪氷の
<たな価値を国内ÊへÛýしてい»たÕとはÄ±の⽂化的な利⽤価値を;くy^7るとい
a ï¨ の動ÉÁÂ»たÃ 

Õaした動ÉはÄ序章Á¼íたªß（2008）がÄ「⽂化の%」を利⽤した「⽂化による#
£ン÷構ú」と「⽂化Û·のマーケティング」の^⽤性を@したÕとにÓ合7るÃªß（2008.
79-80）はÄÕの 2 éのアプローチの^⽤性はÄ「⽂化価値意識のö%なÖS」に づく「⽂
化ûンTル」によるçのとしÄÕの象³的な⽂化的K在がù意識のaLに⼈間にxyを1å
るÕとにÂると7るÃªß（2008.48）はÕ6らを:)してÄ⽂化の|%を「ù意識のö
ß%」と定義づけているÃ 

Õのíåに づÉÄySして⽂化の|%がÛ動7るとしているûンマーマン（1985）の
「⽂化的な欲望」との関係性を分析76îÄKèホスXÜÁÂる地域の5Êから「⽂化的な
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欲望」はÄ潜在資源ÁÂ»た雪氷の活⽤促進に©ªしたとíåら6るÃ±してÄ観光資源化
さ6た雪氷はÄ±の⽂化的価値が顕在化さ6た「⽂化ûンTル」としてのèêをBåた状態
ÁÂるÃアDスホテルç(氷çÄÕの⽂化の|%に づÉ観光対象として象³化さ6たK在
とな»たÃ 
 ËïにÛらしÄ本研究がN]7るホスXÜの⽂化的欲求のÖ出と実zはÄ「⽂化ûンTル」
をN?と7る「⽂化的#£ンディング」と「⽂化的マーケティング」としてu$しÄúスX
Üの観光欲求のÖ出と実zをÌÖ7るÃÕ6によ»てúスXÜはÄ「⽂化ûンTル」の価値
の消費ÄéKり観光資源化さ6た雪氷を?d7るÕとÁ観光欲求はáàさ6るÃ 

Õのよaに⾒6îÄホスXÜとúスXÜに⾒ら6るÕの動的な関係性にはÄ⽂化がçé
「ù意識のöß%」がíなからè©ªしているといa«$性をÄªß（2008）とûンマーマ
ン（1985）のíåからN]7るÕとがÁÉるÃå»てÄ価値創造に©ª7る⽂化的アプロー
チはÄたとåÇÉかける対象が条件不利環境ÁÂ»てçÄのLに⽂化的価値をÖ象7る「⽂
化ûンTル」をN?としたúスXÜの観光欲求をÑÖ7るÃ±して±6はÄホスXÜの中Á
Ö出・実zさ6る⽂化的欲求に づÉÄ±のxyを意識7る・しないにかかわらèÄ⽂化の
|%をÛ>7るとíåら6るÃ 
 
（2）科学的アプローチの|% 

·⽅Ä科学的アプローチがçé科学の|%はÄÝ¼した社会的なE3性を実³7るçのÁ
ÂりÄÕ6はûンマーマン（1985）による「科学技!を"#$%」に関Ã7るとíåら6
るÃÕのよaにE3化さ6た科学的な価値Äたとåî(氷の⽣態的なèêの5⾒ÇアDスホ
テルの構造ö度の³lなÎはÄ社会のýþをàてÄ観光資源化のhiÁ±の価値が社会にy
^さ6てい»たÃ 

+⽅J地域におけるvñ構造の条件不利環境が対象化さ6た雪氷ÁはÄ実³に づく科
学の|%によ»てÄ社会的な条件不利性への½⽬がÑaしてい»たと⾒るÕとがÁÉるÃÕ
のよaにÄòホー±óの(氷ÇXルネeの雪氷の活⽤促進のプロWスにはÄ⽂化的アプロー
チの|%に¹åÄ科学のÜÆからのアプローチの|%がÅめら6たÃ 

科学の|%に対7る分析を.めるためÄ本研究はÄ(氷とアDスホテルにおける本メカニ
ズムÛ動の相HÊに½⽬7るÃアDスホテルÁはÄÝ章のよaにÄÕの科学的プローチが(
氷の±6と°±してíないÕとがnÅさ6たÃ·⽅Ä(氷ÁはÄとくに(氷研究の第·⼈/
ÁÂ»たªòによる科学的な価値の創出とy^のアプローチが多く⾒ら6たÃ 

Õの科学の|%にéいて?7・Gò（2019.72）はÄ「wの資源が"é不n実さのY:Ä
éKり科学的E3性によるÅ³」を語の意�として説l7るがÄÕaした科学的アプローチ
+の§はÄòホー±ó(氷の¯aがXルネeの雪氷よりç地域に不利ðを1åるよaな条
件不利性をöくPÄていたÕとにÖ因7るとíåるÕとは«$ÁÂるÃ 

Õ6を条件不利環境の不利性のö8とÏå6îÄ科学的アプローチのE要性は±のö8
によ»て3化7るÄ7なわLÄ条件不利性がöい¯Î科学的アプローチが多くE要ÁÂると
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|説的にíåるÕとがÁÉるÃÕのÊにéいてはÄ本章 4 ëにおける &'& の枠組みに づ
いた分析をSじて¿³7るÃ  

¯⽅Ä科学的アプローチにéいてÄ×Ø（2020.23）はÄ 科学技!にはÄ4理なÎがm
£さ6るÐけÁなく社会的な意a決定のための「Eð性」!"#を,J7る4Éが求めら6ると
しÄKたûンマーマン（1985.80）çÄ科学的⽅法Ç¯理はÄ£¤して応⽤7るÕとをç
»てâäかéâ定した⼈間社会を実S7ると¼íているÃ 

Õa1めて⾒6îÄ科学的アプローチの|%はÄ±6がプ£スのùóXルÁÂ6îÄ地域
社会にと»てÄwの性¦をPÄる対象の8価を12しÄE3化7るu$をvåる«$性をN
]ÁÉるÃ本メカニズムÁはÄ活⽤対象の不利性のö8はÂるçののÄ⼈間がºåる不âÇ
不利ðとい»たìか不n実なçのをY:7るよaな¯理なÎの実³ÇÄ社会的ýþに©ª
7る科学的アプローチがE要Ð»たÕとをN]ÁÉるÃ 
 
（3）両|%の相}~⽤|gによる雪氷の活⽤促進 

ÝËのよaにÄòホー±ó(氷ÇXルネeの雪氷はÄ地域関係/らのB組みに⾒ら6た⽂
化と科学の|%がy在しÛ>さ6たÕとÁ資源活⽤が促進さ6たÕとをnÅしたÃGルH
市ÁはÄ⽂化[ÖのアーネòとÄ科学[ÖのアöケòがÖÇ7るÕとÁÄアDスホテルの価
値は|g的に¥Ëしてい»たÃÕのÊにÄ両|%によるr応の|gを⾒るÕとがÁÉるÃ 

·⽅Ä(氷の)*ÁはÄ⽂化[Öの村úÇò中とÄ科学[ÖのªòらのÃoはÄ活動¦m
のHいçÂ»てñÓ的なçのは⾒ら6なか»たがÄªòらによる+⽅J国ÐûンÔûEム
ÁはÄåI的に⽂化的な要ÇをBりà6て市⺠¶¹を促進しÄ科学と⽂化のR(を図»たÕ
となÎが/Ìら6るÃ 

ÝËからÄ⽂化に づく⼈間の¦Ä・>かさの創出と_áの欲求とÄ科学に づく不â・
不n実性のY:の欲求に づく 2 éの¶なるÇÉかけが地域内Ár応しÄ7なわL相}~
⽤|gを⽣み出7ÕとÁÄ地域は条件不利な雪氷をéê的に活⽤しÄÉしみをç»て観光資
源化さ~てい»たといa«$性を⾒るÕとがÁÉるÃ序章Á⾒たスDスÇóò町の)*に
おいてçÄ対象化さ6た条件不利環境はÄ⽂化と科学の両ÜÆから活⽤促進がÇÉかけら6
ているÃ 

しかしÄçLÑCÕ6らの)*ÐけÁはÄ⽂化・科学の両|%のy在性Ç相}~⽤|gを
f論づけるÕとはÁÉないÐÑaÃÕのよaな|説Ç«$性はÄより多くの)*分析ÄKた
はç»と本¦的な&論をYなけ6î¿³7るÕとはÁÉないÃ±ÕÁ本研究はÄ本章 4 ë
ÁÄ資源化のhiが"#「⽂化的な欲望」と「科学技!を"#$%」にéいてÄ⼼理学の5
Êによるíåを¹åてð合的にíìしÄÕの«$性を¿³7るÃ 

å»てÕの¦ÊÁはÄ7óü道による先⾒的な@Aを¶íにしておくÃ7ó（1953.73-
74）はÄ雪国における⽂化⽣活のÛÜにはÄ「雪の科学的研究のMN」と「wð的⽂化!"
Ûx」の両ÜÆがE要ÁÂると}くからC¨しているÃÕ6はÄ条件不利な雪氷の活⽤促進
hiにおける⽂化と科学の両|%のE要性とr応|gをÄO雪地Pにおける地域MNの«
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$性を先⾒していたよaに:わ6るÃ 
 

（4）「意�的価値」と「u$的価値」 
ÕÕÁ本'はÄÃÖ（2008）が&論7る「意�的価値」と「u$的価値」のíå⽅を,-

7るÃÕの⽬的はÄ本研究とは.のÇ度による分析を⾒るÕとÁÄ⽂化と科学のy在性と±
の相}~⽤|gの¿Àをëö7るÕとÁÂるÃÃÖÉ6iはÄ技!Y«の5ÊからÄDE%
のÂる£¥の価値づくりに関7るÏ+の研究成gを@Aしている（*åîÄÃÖ 2006 ÇÃ
Ö 2010 なÎ）がÄ中Áç意�的価値とu$的価値の説lがç»とç分かりÇ7いÃÖ（2008）
の内Âに づÉ°±的に¿À7るÃ 

ÃÖ（2008.3）はÄu$によ»て客観的に決Kる価値をu$的価値Ä»客のC観的な「意
�づけ」Á決Kる価値を意�的価値としたËÁÄu$的価値と意�的価値を合わ~たのが£
¥価値としているÃ 
 ÕÕÁÄau$とは£¥¡?の性¦としてvわ»たÇÉÁÂりÄu$的価値は客観・合理
的に決KるçのÁÂる·⽅ÄC観的な意�的価値はÄ»客の.層的な;¼Ç置か6る².な
VンテóスXから創出さ6るためÄÕ6にu$的な客観性はùくてçÄJ¡性・<É性がÂ
る[合が多い（ÃÖ 2008.3-10）Ã 

序章Á⽤語を整理したよaにÄ本研究ÁはÄ科学の²³を;くT界にyS7る客観性ÇI
j性とÉ定したÃÕ6はÃÖ（2008）によるu$の意�と概áÓ合7るとíåら6るÃ£¥
のçéu$¡?はÄ7の⽬から⾒てç不3ÐからÁÂるÃ 

·⽅Ä⽂化の²³にéいてÄ本研究は±6を地域の]^性としたがÄÕ6はÃÖ（2008）
のíåとÖÆ的にはHいが⾒ら6るÃしかしÄ意�的価値と地域の]^性はÄ本¦的に 2 é
のÜÆから·¼7るÊがÂるÃ先èÄ観光/（úスX）ÜのÅÆといaVンテóスXから⾒
6îÄÂる地域の観光資源を消費したいといa欲求によ»て±の資源価値が8価さ6ると
いaÊÁÂるÃ=にÄ地域（ホスX）Üから⾒6îÄ条件不利環境といaVンテóスXにお
いてÄÕ6をéêしたいといa地域住⺠による⽂化的欲求がÖ出Ä実zÄáàさ6るhiÁÄ
活⽤促進さ6る潜在資源が8価さ6ていくといaÊÁÂるÃ 

Õ6らのÊはÄいè6ç⼈間のC観によるçのÁÂるÃ±してÄホスXとúスXの両Üか
らC観的にÇÉかけら6る「雪氷観光」創造においてはÄÕ6KÁ⾒てÉたよaに地域の]
^性としての「雪氷資源」Ç±の観光?dがçé<ö性はñいÃÃÖ（2008.10）çÄu$
的価値と°íて意�的価値のJ¡性はñくÄ価値が<<さ6にくい#¥が⾒ら6るためÄ意
�的価値を創出7るÕとは}Éな価値にfÄéくとしているÃ 

しかしÄ消費/の5ÊからÃÖ（2008.10）はÄ²定の»客によるC観的な価値はÄ客
観的なu$的価値よりç価値のIj性ÇÁ⽤性が,くなる#¥がÂりÄ·¾に⾒て意�的
価値はÄ±の価値を多くの»客にË求7るのがIJÁÂるとしているÃçLÑC本論⽂にお
いてçÄローカルな]^性Ðけを&´としてÄ±の価値がグローßルなマーケöXにË求Á
ÉるかKÁは¿ÀしていないÃ±ÕÁÄÕ6ら両⽅の価値のr応|gにÉÊを3てるÕとが
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ñ要にな»てくるÃ 
 ÃÖ（2008.12）はÄu$的価値と意�的価値の関係性は多くの[合においてóÓÁÂ
りÄ±の相Þ|gを創出ÁÉ6î£¥価値はより}ÉくなるとしたËÁÄ両価値を相}に3
»しながら¼=環スÇD£ルを形成7るÕとが価値創造に©ª7るといa|g#¥を分か
りÇ7く図にÖしているÃ±の内Âを⾒るとÄu$的価値と意�的価値をð合した価値はû
グ;グとした(aめË¥É>åがMか6ているÃÕのr象限マX1óスにおける価値の形
成hiはÄ両価値とç,い&Þのà域からÄ(Ë⽅¥へのñいà域へと¥Ë7るÃ 

ÕのよaにÄu$的価値と意�的価値はÄ±のÎLらçpくÕとなくÄ相}ëì的に相Þ
|gを⽣み出7ÕとÁÄ価値が¥Ë7るÕとが@さ6ているÃÕのよaに¶なる5Êからの
分析を¹åるÕとÁÄ本'は⽂化・科学の両|%のy在性と相}~⽤|gの¿ÀをëöÁÉ
たとíåるÃ 
 
9"# ³s¼´W¼½>¼MNXYZ[SJKQRT¾¿'ÀÁ'·W#
 
（1）資源化のÇÉかけをÑÖ7る「⽂化的な欲望」 
 Õ6KÁ⾒てÉたよaにÄ地域にと»て1い2cÁÂ»た(氷をúのモチーjにしたりÄ
 りÇz´ïのテーマにしたり7る村úÇò中らのÇÉかけのâçにはÄ⼈間の⽂化的欲
求が内在していたとíåら6るÃ±6はÄI寒Á雪氷にg÷さ6た⽣活に適応7るÕとÐけ
にÈà~èÄより=:のñいHùルÁ<しいìかを実Sしよaと7る意識が§⽣åたçの
とíåら6るÃマDHス価値の(氷をプ£スに¶»しよaと<$したò中らのB組みにはÄ
±の#¥がとくに⾒ら6たÃ 

çLÑCÄXルネeの雪氷をìとか活⽤しよaとしたDングùòÇアーネòらのB組み
においてçÄ⽂化的欲求が資源化のÇÉかけにxyしたとíåら6るÃ3¦のÜöカスÒル
\地域ÁはÄÍÐに@K6た冬季にはìçùいといaのが社会S念ÁÂ»たÃしかしÄDン
グùòのÂûÒl Ð»üÁü kÀ¹ º¿½ÔûÃといaý念がÄìçùいとさ6た地域において未5のT界
を?ÉÄ·äしàなか»た雪氷のホテルの創造を実SしたÃ 

ûンマーマン（1985.44）はÄ⼈間の欲望はÄ⽣Éていくための 本的欲望と⽂化的欲
望にv分さ6るとしたËÁÄ 本的欲望がáàさ6てçÄ⼈は3化を求めてより@Aさ6た
欲望が¦¹さ6ると説lしておりÄÕの¦¹さ6た欲求が「⽂化的な欲望」ÐとN]7るÃ
Õ6はÄËïGーÇーêンらにと»てÄ¡らが住#地域がÄ住める環境とはÄåÄ冬にはæ
雪を­りòさ÷るをåないといaá動性±のçのを3+したいと7るöい欲求がBいたの
Ðとíåら6るÃ 
 さらにûンマーマン（1985）はÄÅ⼈の欲望と社会的な⽬äの関係性にéいてÄÂら5る
資源8価はÅÄがçé欲望を出ÛÊとしÄ「社会的欲望Kたは社会的⽬äをíõにà6るよ
aに|}」7るíÉÐとN]7る（ûンマーマン 1985.48）ÃéKりÄÕ6は雪氷にÇÉか
けよaと7るÅ⼈の欲望のáàが社会的⽬äのx成へとÛÜしていく«$性のN]ÁÂるÃ 
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 ÕのよaなN]はÄ両)*地域のGーÇーêンらがºいていた⽂化的欲求とÄ社会的な⽬
äとの関係性を説lÁÉるçのÁÂるÃÅ⼈の動uに づく⽂化的な資源化のÇÉかけはÄ
fg的にÄ地域社会をáÉ®CÐ冬季の地域づくりに繋が»たÃ±6はÄCÉとしていた+
⽅J地域にÄ観光をSじたR(⼈óの-¹ÇÄ·定のYÈ¼¨|gをçたらしたÃGルH市
pによる「3¦の冬季にはÄ地:⺠ÝÊは7ç町を歩いていなか»た」といa状況はÄtÅ
⼈の欲求をÖÊとしてÛÜした社会的⽬äx成をSじて3化したのÁÂるÃ 
 µに⾒6îÄçし|にò中らÇDングùòらが3+を求めるÅ⼈の⽂化的欲求を"たèÄ
Kた¯の地域住⺠ç%じ<=ÁÂ»たらÄ-.市çGルH市çI寒ÁCÉとしていた冬季
の状況が3化7るÕとはなか»たかçし6ないÃS実を⾒6îÄ±のよaな+⽅J地域は´
ç多くK在しているとÄåるÃしたが»てûンマーマン（1985）が@7よaにÄíなくとç
Å⼈の「⽂化的な欲望」がKèÖ出・実zさ6Äfg的に±6は地域の社会的⽬äのx成に
繋が»てい»たとíåら6るÃ 
 
（2）マズローの欲求階層説から⾒る地域（ホスXÜ）の欲求 
 第²章ÁはÄマズロー（1987）の欲求階層説にéいてÄCに観光/（úスXÜ）の5Êか
ら⾒てÉたがÄ本'はÕのíåをÄ+⽅J地域に住#⼈間（ホスXÜ）の5Êから¡¢実S
欲求に½⽬して分析7るÃ±してÄËïÅ⼈の⽂化的欲求と社会的⽬äの関係性をより/し
く⾒るÃ 

©UにÄマズローの欲求階層説に づいたb市u$の階層的ÛÜの¿Àを¶Û7るÃ́ ¯
か（1992）はÄ⼈間の動u（欲求）と社会の動u（欲求）は対応7るとしたËÁÄ社会の動
uのÛÜはÄ⽣KDâ定D社会的8価D¡¢実Sのr段階ÁÖさ6ÄÕ6らは⼈間の動u
（­段階欲求）をrA7ると説l7る（´¯か 1992.331）Ã 

´¯か（1992）によるÕの試íを¶ÛしééÄÕ6KÁ⾒てÉた雪氷と⼈間の関わりを
Å⼈と社会の5Êから¿À76îÄÕ6らの欲求段階はÄÅ⼈の⽂化的欲求と社会的⽬äの
関係における「æ雪」D「é雪」D「利雪」D「É雪」の39に概áã37ると⾒るÕとが
ÁÉるÃ+⽅J地域ÁはÄÅ⼈ç社会çKè雪害に対7るâäをnòしたËÁÄ雪氷を利⽤
しÄÉしみÄ±してS[的には雪かÉなÎを地域内ÊのR(促進に活⽤して¡¢実S欲求を
実zしているÃ 

ÕÕÁ⼈間の欲求階層説にoLò6îÄマズロー（1987.149）はÄñ=の欲求をÈた7
ÕとはÄ利¢性がà×さ6Ǟ /との関わりのËに成りoé社会性がñKるとN]7るÃÕ
のマズロー（1987）のíåはÄ本研究におけるÅ⼈と社会の欲求（⽬ä）に関7る&論の本
¦をBいているÃ+⽅J地域に住#/による雪氷の観光資源化へのÇÉかけといañ=な
⽂化的欲求はÄçはÇÅ⼈Hùルの動uのÛ動に\KらèÄ利¢性のà×と「利¯性」の|
}をçたらしÄ地域における社会的⽬äにÓä・r応7るÕとÁ「雪氷観光」創造の実Sへ
とÛÜ7ると解ûÁÉるÃ 

ÝËのよaにÄマズロー（1987）によるñ=の¡¢実S欲求とÄûンマーマン（1985）
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による「⽂化的な欲望」から⾒る両動uのÖ出と実z|gの%·性にoc76îÄÅ⼈の⽂
化的欲求と社会的⽬äの動的な関Ã性を⾒るÕとがÁÉるÃ 

 
（3）「科学技!を"#$%」がáà7る「âäの欲求」 

マズロー（1987.9）によ6îÄ科学は⼈間の価値を ÔとしÄ±の⽬äはÄ4理Çn実
性を求めるよaに「âäを求める」欲求をáà7るÕとに づいているÃÕ6はÄ条件不利
な雪氷の活⽤促進には不âÇ不n実性をY:7る科学の|%がE要ÁÂ»たと分析したÕ
6KÁの本章の内ÂとÓ合7るÃ 

*åîÄ地域UVに不利ðを1åてÉた(氷の⽣態的なu$による地域への©ªの実³
ÇÄZ[kによるアDスホテルの構造ö度の³lなÎÄ科学に づく5⾒Ä7なわLûンマ
ーマン（1985）のN]7る「科学技!を"#$%」によ»てÄ⼈間が_áÁÉるâ⼼・âä
といa価値が創出さ6たと⾒るÕとがÁÉるÃÕのよaにÄ「雪氷観光」創造ÁはÄ「⽂化的
な欲望」としてのñ=な¡¢実S欲求のáàÐけÁはなくÄ科学的な$%によるâäの欲求
のáàがE要ÁÂ»たÃ 

第²章の}á¯かÙ（1984.55）はÄマズロー理論ÁはÄ,=の欲求がáàさ6るにå
»てñ=の欲求がC?的になりÄáàさ6た,=の欲求のñ要度は相対的に,Þ7るとし
たÃしたが»てÄ利雪ÇÉ雪を求めてñ=の⽂化的欲求がÖ出さ6たのはÄ科学的な雪氷研
究をYたé雪によ»てÄO雪地PÁçÅÆ⽣活のâä¡?はnòÁÉている状態Ð»たか
らÕ±とíåら6るÃ 

しかしÅÆ⽣活ÁはなくÄ「雪氷観光」創造といa<たなñ=のHùルのà域ÁÄたとå
⽂化的欲求が先⾏してáàさ6てçÄâäの欲求がáàさ6ていない状況ÁÂ6îÄµから
ëaよaに科学に づくâä欲求がÖ出・áàさ6ていくといa説lは«$ÁÂるÃマズロ
ー（1987）はÄÕのâäの欲求を⼈間の動uの中Áçとくにñ要なçのと位置づけているÃ 

å»てÄ雪氷の活⽤促進と観光資源化のÇÉかけはÄñ=な¡¢実S欲求のÖ出と実zÐ
けÁは不á分ÁÄñ要度のñいâäの欲求のáà状態がÄ¡¢実S欲求を「ãåçé」とい
a不«pな要因になるとíåるÕとがÁÉるÃ 
 
（4）条件不利環境の観光資源化をãåçé &'& のèê 
 第²章Á¼íた &'& とはÄ「科学と技!と社会のDンターjFDスにÛ⽣7る問題にéい
て⼈⽂・社会科学の⽅法論を⽤いてÙ求7る学問」ÁÂりÄ±の実zの 1 éがÄ¡ç科学の
研究/と市⺠との間を「éな2」Õと（sÏ 2020.õ）ÁÂ»たÃéKり &'& はÄàら6
た科学技!の5⾒を;く社会にèoてる枠組みÁÂるÃÝ4にÄûンマーマン（1985）によ
る「科学技!を"#$%」にéいてÄ&'& の5Êから&論7るÃ 
 Ý'ÁはÄ科学技!的な$%は⼈間のâäの欲求をáà7る要因ÁÂるÕとを@したÃ
ÝÄ'ÁはÄ⽂化的Áñ=な¡¢実S欲求はÄÅ⼈のà域をÀåて地域の社会的⽬äにÓ
ä・r応7るといa動的な¯動%になるÕとを分析したÃÕaした&論から本研究はÄâä
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の欲求をáà7る科学技!的な$%がÄ⽂化的な¡¢実Sの欲求と%様に社会的⽬äにÓ
ä・r応7るためにはÄ&'& の実zがE要ÁÂるÕとをN]7るÃ 
 MりòりÄ(氷の活⽤促進メカニズムÁはÄGルH市のXルネeの雪氷の±6よりç科学
的アプローチが多く⾒ら6たÃÕのÕとからÄ科学的アプローチは条件不利性の度合いのH
いにxyさ6る«$性にéいて¿ÀしたÃ地域から45さ6ていた(氷の資源化はÄ°±7
6î実害のíなか»たXルネeの雪氷の資源化よりçÄâ⼼・âäの欲求をáàÁÉる科学
の|%がE要ÁÂ»たといa|説はÄ本章 3 ëÁ,@したÃ 
 Õの¿³に対してはÄ&'& の枠組みによるアプローチと±の|gが©ª7るとíåるÃ
たとåîªòらによる(氷に関7る科学的な研究成gÇ±の社会へのÛýとy^を図»た
多くのアプローチはÄ&'& としてu$しÄ-.市の社会ä?のâä欲求のáàに繋が»た
と⾒るÕとがÁÉるÃ 

7なわLÕ6はÄ±ç±ç(氷による実害によ»て条件不利性がñか»た状況ÞÄ地域社
会が科学の|%を「求めていた」といaVンテóスXに づいているÃ±のËÁ &'& の実
zはÄKè科学の|%が,=における不âÇ不n実性をY:7るÕとÁÄ⽂化の|%とyに
(氷の活⽤を促進さ~Ä-.市ä?が±6を観光資源化しよaと7る社会的Áñ=な欲求
のáàと実Sをãåç»たとíåら6るÃ 

Õ6をÄさらに分析7るÃたとåî科学/のよaなÅ⼈Hùルの欲求はÄ±6がñ=な¡
¢実SHùルになる¯Î社会的⽬äにÓä・r応7るÃÕの⽬äにはv段階Â»てÄKè
&'& によ»て+⽅J地域の⽣活環境のâäをnò7るといañ要Á,=な社会的⽬äが·
段階Ã±してÄÕのx成を-KåÄさらに⽂化分{Á¡¢実S欲求をç»たÅ⼈らとのÃo
によ»て相}~⽤|gを⽣み出7ÕとÁÄ「雪氷観光」を地域に創造7るといañ=な社会
的⽬äx成がv段階⽬ÁÂるÃ 

 
ÝËのよaに本ëはÄKè⽂化からÄñ=のÅ⼈的欲求と社会的⽬äのÓäとr応|gを

@しÄéÌに科学からÄÅ⼈Hùルの研究/による科学的5⾒の &'& の枠組みによる地域
へのy^と社会的⽬äへの©ªを@したÃ±してÄÅ⼈と社会の¶なるHùルにおいてçÄ
Õのよaに⽂化と科学の両|%はy在しr応7るÕとÁÄ⽂化と科学の相}~⽤|gがÇ
ÉÄ条件不利環境の活⽤が促進さ6るÕとを分析したÃ 
 ÕのよaにÄÅ⼈Hùルの欲求をÖÊと7る「雪氷観光」の創造欲求の動的な関係性はÄ
;く社会においてçÄâä欲求をáà7る科学の|%がÄ¡¢実S欲求をáà7る⽂化の|
%をãåçéと%¦にÄ⽂化の|%は科学の|%をE要と7るといaëì的な相}~⽤Á
Ö7ÕとがÁÉたÃ 

ÝËをKとめ本研究はÄ相}にxyし合aÕの関係性をQÎとした両分{の|%のÛ>
をÄ⽂化・科学の相}~⽤|gÁÂるとf論づけたÃÕのよaに資源論と欲求段階説をð合
したjHームùーóに づく観光資源化の欲求の動的な関係性の分析はÄ「雪氷観光」創造
の本¦に位置づけら6る&論ÁÂるÃÕの&論をç»て本研究はÄ|説として@した条件不
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利性の度合いに づく科学的アプローチのE要性ÄおよÄ⽂化と科学の両|%のy在性と
相}~⽤|gを¿³ÁÉたとíåるÃ±して本研究はÄÕ6を本メカニズムのu$分析に 
づく観光資源化プロWスの²³の 1 é⽬として位置づけるÃ 

ÝËのよaにÄ第ì章ÁはÄòホー±óの(氷とXルネeの雪氷の活⽤促進の両)*からÄ
¦間§とアプローチによる 2 éの分析を⾏»たÃKè¦間§ÁはÄ条件不利環境としての
雪氷の価値形成はÄ±の²³.に「klm」「nom」「成pm」「成qm」の 4 jFーズに
ø分ÁÉるÕとをlらかにしたÃ 

=にÄアプローチのu$分析のfgÄ雪氷の活⽤促進メカニズムはÄ「⽂化的#£ンディ
ング」「⽂化的マーケティング」「科学的#£ンディング」「科学的マーケティング」のr類
sÁ@さ6るÕとがlらかにな»たÃKたÄÕ6らのアプローチはÄ⽂化と科学の両分{ÁÄ
いè6çpくÕとなく実zさ6たÕとがt|%のÛ>にéなが»たÕとç¿³ÁÉたÃ 

さらにÄ資源論のâçに⾒ら6る⼈間の欲求の&論においてÄKè⽂化ÁはÄ潜在資源の
活⽤促進のÇÉかけを⼈間の¡¢実S欲求とð合して分析しÄKた科学ÁはÄ⼈間のâä欲
求を-Kå &'& の枠組みとð合して分析したÃ±のfgÄ⽂化・科学の両分{におけるÅ
⼈の欲求と社会的⽬äのr応関係が@さ6Ä⽂化の|%は科学の|%をE要としÄ科学の|
%は⽂化の|%をãåçéといa相}~⽤をQÎとした|gによ»て条件不利な雪氷の観
光資源化は促進さ6たÕとを本章は分析したÃ 
 
yëz{ 
 
"#$ôM"^Ö^Öû^ê$*îCÉ2jNO4pP12¸>.ÜÝâk×*î=KP¸@YYU<.¸HU1

>(2QRâ>STIú&*öU8jQR¥pHAYPÂ>¬*î=KVW2C.¸HPèKÂ.]!
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本章はÄÕ6KÁの分析に づいてV出さ6た条件不利環境としての雪氷の活⽤促進メ
カニズムのu$Ç±の観光資源化プロWスの²³にéいてë合的にíì7るÃKたÄ潜在的
な¯の「雪氷資源」に対7る本メカニズムの適⽤«$性ÇÄ雪氷ÝÊの条件不利環境への応
⽤«$性を¿À7ると%¦にÄ±の限界性にéいてç´µの¬題としてlらかに7るÃ 
 さらにÄ地×環境の3化に づく雪氷のôí・消­の®uをÚåたS[における「雪氷観
光」創造の意義にéいてçÄ¨7るÃ±のËÁÄさらにÕ6KÁ価値が¥Ëした雪氷の中p
m的な消­の®uを「<たな条件不利環境」とÏåñしÄ本メカニズムの応⽤«$性を¿À
7るÃ 
 
!IÂÃÄèÅÆ¬ÇìÈÉ¬ÊíËÅÌÍ'Î:Ï#
 

ÕÕÁ本ëはÄ雪氷の観光資源化プロWスのça 1 éの²³にéいてíì7るÃ±のた
めÄËÿのr類sによる本メカニズムの⽂化的マーケティングと科学的マーケティングが
¥けら6たùóXルのHいに½⽬7るÃ±のËÁÄ第²章ÁnÅした ï （̈マーケティング・
VQ!ニケーûüン）に づく îï と ôï（エóスターHル・マーケティング）のíå⽅か
らÄとくに地域内にùóXルが¥けら6た îï の^|性にÉÊをÂてるÃ 
 
（1）潜在資源の活⽤促進における îï の位置づけ 

先èÄÕのùóXルのHいを¤nÅ7るÃGルH市におけるアDスホテル創造に©ªした
ï¨ のアプローチはÄ±のùóXルがCに地域Êへと¥けら6ていたÃçLÑCUめて創~
したアーXÜ@⽤DグルーÁはÄrÄかけによ»て多くのÜöカスÒル\村の住⺠が36Ä
±の価値は地域内Áy^さ6たがÄ±のµのアプローチは}い段階から地域内よりCに地
域Ê・国Êへと¥けら6Äたとåî国Ð的なjPöûüンûüーÇT界的な^8·ÉなÎの
メディアをSじたグローßル戦略がとら6たÃ 

アDスホテルはÄ冬季の観光KLづくりに©ªしてÉた地域ó½sとはÄåÄ利ð創出を
úuと7る⺠間ÉVÁÂるためÄたとåîマーケティング・Qöóスの 4g を活⽤したÊ¥
Éの ôï をCに実zしてÉたとíåら6るÃGルH市ÁはÄÝ¼のよaに地⽅⾏öのãí
をm£ÁÉない状況ÁÂ»たためÄ±6はなおさらÁÂるÃ 

·⽅Ä-.市における(氷の活⽤促進ÁはÄ村úによるÅùúæÄÑÇò中らによる(氷
KéりのëUÄKたªòらによるÕÎç(氷ûンÔûEムのëUÇòホー±ó,ôõ,況
3況調査)V>進Ö&会なÎÄï¨ のアプローチのùóXルはÄCに地域内に¥けら6てい
たÃ±してÄfg的にÕ6らのB組みによ»て観光KLづくりが成q7るにî»たÃしかしÄ
観光MNとはÄ·¾には地域Êに ï¨ のùóXルが¥けら6るçのÁÂるÃ±ÕÁ本研究
はÄÕの地域内¥けの ï¨ を îï のu$の·ûとÏåÄÝÞに îï の^⽤性にéいてíì7
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るÃ 
îï と観光KLづくりをð合して¿Àした学!研究はÄ先⾏研究Á@したSりÄ国内Áは

本研究ÝÊにÄ­®¯か（2019）とPß¯か（2017）ÁÂるÃ本研究はÄ±のü からと
くにPß¯か（2017.35）によ»て抽出さ6た îï 活動ÁÂる「地域内Áの意識・価値観の
y^」「XöプÊEンからTXムアöプへの構造1+」「地域内Ö%/のâ⽤・P成」「地域
組S・地域住⺠への"@wx」の 4 éのアプローチに½⽬7るÃ 
 îï の^⽤性のíìのýl性をñめるためÄ本研究はÄ序章ÁnÅしたóò町の)*を-
.市と£~て分析7るÃÝ¼のよaにóò町はÄvñ構造の条件不利環境Á地域に多く¡⽣
7る7#÷Eを資源化しÄ±の活⽤促進をSじてùDンの町として地域#£ン÷をnoさ
~たÃ±してÄ±の活⽤促進のhiには多くの îï のアプローチが⾒ら6たÃ 

Õのよaな地域のB組みに関してはÄたとåî内ò（2009.30-31）Çaò¯か（2009.
160）が論じるよaにÄ地域]^の資源に づく観光KLづくりはÄ±ç±ç地域内ûにお
ける関係/の合意形成がñ要ÁÄ±のためにçBい⼿としての⼈Ç組SのP成とい»た多
様な⽅ìを>進~áîならないçのÁÂるÃÕの5Êにoc76îÄ価値がäく8価さ6て
いなか»た(氷Ç7#÷Eの活⽤促進にはÄなおさら地域内の合意形成が求めら6るとí
åら6るÃÕのよaにÄ潜在資源の活⽤促進のIJさに対しては îï のアプローチが|g的
にu$7ると|定したËÁÄ本ëはÄ7#÷E（ùDン）と(氷の価値形成の両hiに⾒ら
6た îï の^⽤性にÉÊを3てたÃ 
 
（2）地域内へのアプローチをñ5したóò町-

 óò町にはÄ⾏ö組SÁÂるóò町#÷E・#÷E¬研究®（ÝÞÄ##研と7る）がC
?とな»て町⺠との関わりをñ5しÄåI的に#÷EÇùDンの価値を¥Ëさ~るB組み
が多く⾒ら6たÃÝÞにÄÕ6をíし/しく⾒るÃ 

Kè#÷EQ¼kによるEF研究をÛ#としÄÝµ##研がC?とな»てæ寒性をt求
した¥î1ÏしたfgÄ<たなü¥îがëÛさ6たÃ±してÄ##研はスÇーó1ングùD
ンの研究ÇアDスùDンの1造に½⼿しÄKたÄGß-rの試⾏ÇEDルスj1ーGの⽣U
なÎにBり組みÄ寒冷地に適応した#÷EEFÇùDンc造に関7る5⾒をûåしてい»
たÃ 

Õaした科学的な5⾒はÄªø,Ê研V±アーÇ町-Ëの,Ê研VなÎによ»て()か
らàら6たがÄ·⽅ÁÄùDン⽂化ç%¦にVàさ6たÃÕ6らの±アーにはÃí 341 ⼈
が¶¹しÄ多くの町⺠がùDンをÅÆ的に_á7る⽂化にë6てい»たfgÄ「óòùDン
;の会」なÎの%aの会がf成さ6たÃKたÄ地:²Uの「いけÐ=」の#£ン÷化Ä町«
HスX£ン「ÀH」のÜëÄ「KÉîのk」òープンなÎÄùDンとãの両⽂化のÃoを図
りÄ地域資源の価値は町内に¢£してい»たÃ 
 1974 øにì成したùDンUはÄ 本的には#÷Eの研究®ÁÄùDンの1造ÉÊとして
u$7るがÄ%¦に町⺠çùDンÇQUcのIàÇã)なÎを_áÁÉるÑýÁÂるÃ¹å
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てÄÕのøにùDン りがUëUさ6たÃÕ6はÄ「=の·JK<É」のÇj)ーマンスÇ
ùDン.みÙ題なÎがç題をrÄÄ町内Êから) 5H000 ⼈を:客7るKÁ成pしたÃKたÄ
2004 øÄùDンUは1ニ!ーアルòープンしたÕとÁ3問/¥けのÜ@u$が¦¹さ6たÃ 

ÝËのよaな科学・⽂化の両ÆからのB組みはÄ3U¯とCÎが##研CVによ»て⾏
わ6たÃ1960 øの「<Z村òý\æ」Ç 1971 øの「óò町#÷EEFMNLM条*」
なÎÄÏ+のß度のVàが#÷EEFÇùDン⽂化の町内への¢£を促進したÃKたÄ「N
V⽣を~いMK7会」ÁはÄ中学 3 ø⽣が6øùDンUにÂ£さ6Äテー#ルマHー3T
2をSじてYQ理解を.めているÃさらにÄ中学¦[に#÷EßÆを?dしたøîのùD
ンが成⼈ñÁ%ãさ6るú組みçÂるÃ 

¯⽅Ä2004 øにVàさ6たÀHùDンßD;ーß度はÄùDンの ì5識をTàさ~
るÐけÁなくÄ町⺠にÀHùDンの価値を;くÛýしてçらau$çuáているÃKた#
#研はÄËï<¥îのGßを町⺠に/0しÄt¡OÁのßÆの¦ÄのwVを図ると%¦にÄ
ZkÝÊの#÷EEFのÖ%/をP成しているÃÕaした(6からÄ町«のP[ÁはÄ6
ø多くの町⺠T£ンティアが#÷EßÆにÖ%しているÃ 

ÝËのóò町によるB組みを¦間§Á分析7るとÄÕ6らの資源活⽤の促進はÄ本研究
によるË¼の雪氷の価値形成hiの 4 jFーズにã37るÕとが分か»た!"#Ã±のËÁÄ
óò町の)*はÄ本研究が7Áにlらかにした雪氷の活⽤促進メカニズムのr類sにç
ã37るÕとが分か»た（Ö 6-1）Ã 
 

Ö 6-1 óò町による潜在資源の活⽤促進メカニズム 

 
出®）?7・Gò（2019）に づÉ·û13のËÓ/~成 

 
（3）óò町と-.市の分析から⾒る îï アプローチの^⽤性 
 ÝËの分析を-KåてÄóò町のB組みにÕÕÁ-.市の)*をñáÄË¼のPß¯か
（2017）による¿À内Âと°±しながらíì7るÃ 

óò町と-.市ÁはÄKèäm的な地域への"@wxよりçÄ中pm的な=T[への⽂
化£Cの活動が¤先さ6ているÃKたÄXöプÊEンからTXムアöプへの構造1+は©
¤先さ6èÄ⾏öがVà7るß度2によ»てçÄ地域住⺠への価値Ë求が促進さ6たÕと
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がnÅÁÉたÃ·⽅ÁÄ±の¯ 2 éの活動にéいてはÄ両)*においてç8価ÁÉるÃ 
K¢を中⼼とした#÷EEFÇùDン¹îの研究ëÕÇÄ村úÇò中らが(氷æß~Ç

(氷KéりをëÕしたÕとなÎはÄ潜在資源ÁÂ»た7#÷EおよÄ(氷の価値創出と地
域内Áの価値y^の第·歩ÁÂるÃ±してÄùDン りÇ+⽅J国ÐûンÔûEムなÎに[
Öさ6る地域住⺠をáÉ®CÐDùンXはÄ多くの町・市⺠に対7る⽂化的価値Ç科学的5
⾒なÎのy^u$をvåているÃ 

=にÄóò町ÁはÄCに⾏öCVÁ資源化を⾏»てÉたがÄ±6は町⺠の間Áの理解/の
-¹ÇÖ%/のP成に繋が»たÃùDン会の活動の|}Ä¡OÁの#÷EEFÄßÆm間の
町⺠T£ンティアなÎÁÂるÃ·⽅Ä-.市çÄ国ÐûンÔûEムの実⾏ÊËは市⺠T£ン
ティアÁ成りo»ているÃ 
 さらにÄ両地域がñ5したのはÄ=T[への⽂化£CÁÂ»たÃ±6は中学⽣へのテー#
ルマHー3TÇßÆøîùDンの成⼈ñÁの%QなÎÁÂりÄKたÄÅùúæÄÑÄ(氷c
語のz´ïÄÕÎç(氷ûンÔûEムÄ(氷�àなÎÄ⼦Jの¦[から資源価値が£Cさ6
るよaなB組みがt地域内Á意図的に実zさ6たÃ 
 序章ÁÞÜ（2008）が@した資源化のÇÉかけにはÄ⽂化Ç（科学）技!の¯にß度が"
K6たがÄÕ6は*åîÄóò町のÀHùDンßD;ーÇ町⺠R:ùDンのAâ/0のú組
みÄ-.市ÁはÄ市のë合\æÇ(氷b市ZÄÄ±して(氷vw なÎがÕ6にã37ると
íåら6るÃ本研究がíaß度とはÄ社会の決KりÇú組みをNしÄ⼈Äの相}~⽤のNS
（Úース 1994.4）ÁÂるためÄÕ6は地域住⺠にと»ては不n実なçのをnかなÉり®と
7る|gをçéとíåら6るÃ 

·⽅Ä両地域のHいを⾒6îÄ±6はtîß度のVà¦mÁÂるÃóò町ÁはÄjFーズ
þから⾏öが}くç#÷E活⽤のß度をVàしÄ±のµのjFーズ 3 ÁÄたとåîùDン;
の会のýoをÉ»かけにÄ住⺠を"めた地域関係/らがC?とな»て資源化しているÃ·⽅Ä
-.市のjFーズ 1 ÁはÄÅÄのGーÇーêンらによる資源化のB組みがëÕさ6Ä±の動
Éの|}を-KåてÄjFーズ 3 にな»てから⾏öによるß度がVàさ6たÃ 

ÕのよaなHいがÂるとはÄåÄë合してíì7るとÄ地域内のGーÇーêンらのÃoに
よるB組みが潜在資源の活⽤を促進7ると%¦にÄ⾏öによるtîß度のVàがÄÕ6らと
r応7るÕとによ»て資源活⽤による観光KLづくりが進Ü7るとíåら6るÃéKりÄP
ß¯か（2017）が@したXöプÊEンからTXムアöプといa·⽅的なB組みÁはなくÄ
Í⽅のB組みの相Þ|gがÄ資源活⽤と観光KLづくりを促進したÕとをN]ÁÉるÃ±し
てñ要なのはÄ両Hùルにおける îï アプローチがy在しÄ相}にñめ合aÕとÁ相Þ|g
を創出7るÕとが«$にな»たとíåるÕとÁÂるÃ 

さらに îï はÄ⽂化と科学からの両アプローチをpくÕとなく実zしたÕとÁ相Þ|gが
創出さ6Ä資源活⽤促進に づく観光KLづくりがÛÜさ6たÕとを本ëはN]しÄÕÕÁ
îï アプローチの^⽤性を@7ÕとがÁÉたとíåるÃÕ6に¹åてÄîï においてはÄ地域
内に¥けたß度の^⽤性çÅめら6たÃ 
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（4）îï と ôï から⾒る資源化と観光資源化 
ÝËのよaにÄîï の^⽤性をíìÁÉたとはÄåÄ観光KLづくりがÛÜ7るために

はÄçLÑC地域Ê¥けの ôï çE要なアプローチÁÂるÃ±ÕÁ本研究はÄ両)*に⾒
る îï と ôï が⾒ら6た段階的な¦mにéいてÄ価値形成の 4 jFーズに づÉíìを進
めるÃ 
 序章の⽤語の整理において本論⽂がnÅした「観光資源化と価値形成」ÁはÄ出ÛÊの条
件不利環境からùxÊの観光資源化KÁのhiÁÄ対象化と活⽤促進が⼈間によ»てÇÉ
かけら6Ä%¦に±6は価値の創出とy^の両アプローチによ»てなさ6ると@した（Ö 0-
4 ¶Û）ÃしかしÄÝ'による îï のíìからÄÕのÇÉかけのプロWスは îï と ôï のv段
階に}枠Á分けら6るとíåるÕとが«$ÁÂるÃ両)*とçÄîï のB組みは概ájFー
ズ²KÁに多く⾒ら6Äôï のアプローチは概ájFーズ 3 Ý4においてö化さ6たと⾒る
ÕとがÁÉるÃÝÞÄÕのÊにéいてD?的に¿³7るÃ 
 -.市においてCな ôï のU動が⾒ら6るのはÄとくに 1973 øの-.Üースホステル
「(氷のÜ」のëýÇÄ±の 2 øµの「(氷Ü望Î」のý置による観光客Ì¼を意識した動
ÉÁÂるÃKた 1979 øÄ<-.市ë合\æに(氷がKLづくりのテーマにVàさ6たÕと
はÄ±の 3 øµの-.市による「(氷b市ZÄ」のâ9に繋が»ているとíåら6るÃ 

·⽅Äóò町ÁはÄ1987 øにÀHùDンを「Xカöプ」とu8しä国Üëを図»てお
りÄKた 1997 øにはUめてÀHùDンをôö7るホーム{ーûがëýさ6Ä±して 2004
øのùDンUの1ニ!ーアル¦にÄ観光客¥けのÜ@u$をvåたÃÕaしたÊ¥けを意
識したB組みはÄいè6ç概á成pmÝ4に⾒ら6るÃ 
 KたÄÕのjFーズ.に⾒ら6る îï と ôï の動ÉとÓ合7るよaにÄ両地域ÁはjFー
ズ 3 に市⺠活動と⾏ö活動がÃ動して観光KLづくりの動Éが¹7したÕとをÝ'ÁnÅ
したÃÕのよaに⾒6îÄ!"#$%&'()*(+,-./0123%456789&:;
/<=>? @ AB+CDEFGH%IJKL%MN% OP 6QRSATUVWXM(YZ/[
(6\]/^ 

_`AaZbDcdeW\%EFfghiM jP %klAmnCWopGHlq6rs_XD
$tCuvewxAy`X/EFzghiM OP %klAmnCpIJGHlq6rs_X/
(+,{|}%KLrs~�ÄyÅ;[(6\]/^M(ZbÇÉ#ÑÖ`6ÜáÄEFf
\à#âUAKLtM%6äã<=>? å W\\D$%çDäã<=>? @ wxAB+C)
*%:]é[XA78tDEFè5\zhiAIJKL6rs_XM(+,yê\ë/^í

ìtD[XîëïW\ñóòABi/päãq%ôö\ënCDõç%úù#DWMî jP
( OP 6ûü;/ôöé ¡¢£Cï/^ûüA¤tCîDM(Zbõ¥%¦§¨©ªå«¬­®
¯¬°éDjP îEF±²`A³t´µSAIJW¶·ïUA³;/¸¹Ähº_»D¼ñA OP
%½+¾(tCEFzAhiM¿ÀÁh#Â>ÃÄÁh6:Å·i`X/(ÆÇ;/^í

WMD{|}%ñe%úùÄÈÑÉ%ÊËÌÍ%Î%ÏÐ\yXbD¬­Ñ« ÒÓ ÔAÉf
\cdemUÕtÖNA×d_XMé%6 ¬­­@ ÒAØÙ#ÙÚAÛ6nCK:tC+/(
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Ö 6-2 îï と ôï から⾒る資源化と観光資源化 
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Ö 6-2 に@7よaにÄ潜在資源の活⽤を促進7るC?のHいによ»て îï と ôï の%Êの

HいªUVはkを@7°.Nが⽣じるとはÄåÄfg的にはÄË¼のよaに îï によ»て地
域内における資源化がKèBり組K6Ä±してéÌに ôï によ»て地域Êへの価値wxを
Sじた観光資源化がBり組K6るといaプロWスをYてÄ条件不利環境は観光資源にùx
したÕとをN]ÁÉたÃ 

ÕのよaなN]はÄ条件不利環境にèKさ6る地域にと»てÄ·éのlnなNSとなるÕ
とがm£ÁÉるÃ±6は7なわLÄ条件不利な潜在資源の活⽤においてはÄいÉなりÊ¥け
に観光資源化を⽬N7のÁはなくÄKè内¥けの資源化を·定i度実S7るといaê序と
±の^⽤性ÁÂるÃ本研究はÄÕのv段階による活⽤促進をÄu$分析に づく条件不利環
境の観光資源化プロWスの²³の 2 é⽬として位置づけたÃ 
#
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（1）⾏動因⼦から⾒る「雪氷観光」のr形態の実z状況 

本研究はÄÕÕÁ観光学と雪氷学の両5ÊからÄ第²章Á類s化した「雪氷観光」のr形
態の実z状況にéいてíì7るÃ±のためÄ%章ÁËÿしたÖ 2-1ÄÖ 2-3ÄおよÄÖ 2-6
の·ûをð合したのがÞÿのÖ 6-3 ÁÂるÃ 

Ö 6-3 ÁはÄ観光学の5Êから©Uに分類した雪氷観光のr形態にÄñÓ消費と間Ó消
費の⾏動因⼦をÄ±のã3度によ»て±6l6「"」（ìäにã37る）Ä「#」（·ûを除ÉÄ
ã37る）Ä「$」（·ûÐけがã37る）Ä「%」（S状Äã3しない）のr段階Á8価したË
ÁÄã3'⽬+を@したÃÕのã3+の多さはÄ「"」の多さを"めÄñÓ・間Ó的な⾏動
因⼦の実z状況の3ãÖ中をHめるó度（ÝÞÄ「Ö中ó度」）のñさを@しÄÕ6はÄ±の
観光形態の多様性をã"7るçのÁÂるÃとくに間Ó消費のã3+の多さはÄ消費スタDル
のî類の多さをÖしているÃKたÄ雪氷学の5ÊからÄt観光形態が対象と7るCな「雪氷
資源」を©Þ⾏にï*したÃ 
 

Ö 6-3 ⾏動因⼦から⾒る「雪氷観光」のr形態の実z状況 

 
出®）Ó/~成 

 
 

先èÄ形態ðの「².?d系観光」における⾏動因⼦のã3+はÄñÓが 12（7）Ä間Ó
は 15（11）と©多ÁÂりÄÕの形態は多様性がñいとíåら6るÃKたÄ間Ó消費のã3
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'⽬+が=に多い「スÔー±系観光」çÄ±のよaな性¦をçéとÄåるÃPóにÄåîÄ
因⼦ ½ の「õ歩・õö・õ4」ÐけÁç·定さ6るスÔー±系観光はÄスGーÄスÚーTー
÷ÄスケーXÄアDスホöケーÄカー1ングÄT#スHーÄ1!ーû!なÎのよaにÄ多く
のî類がK在7るÃ 
 ÕのよaにÄ観光形態の多様性はÄ定?的に「Ö中ó度」から8価ÁÉる·⽅ÁÄ定性的
にç8価は«$ÁÂるÃ*åî「 り・DùンX系観光」ÁはÄ「しî6jFスティßル」Ä
「しかり.hVタン」Ä「国Ð雪>ネ選⼿?」なÎǞ に類*のないLしいDùンXが多く⾒
ら6たÃÕaした観光形態の性¦はÄ多様性に対しÄ<ö性として8価ÁÉるÃ 
 ÕaしたÊにéいてÄ序章のÞÄß（2000.37）はÄµ¼7るよaにÄ「<ö性（Âるい
はLしさ）」がÄõ⾏/モチùーûüンの多様なVンテóスXの中Áは実³・分析的にç©
çz⽬さ6るとN]しておりÄ「雪氷観光」における<ö性の価値をã"しているÃ·⽅Ä
<ó（2008.84）はÄとくに 1990 ø[Ý4のÅ本ÁはÄ価値観の多様化にr応7íくÄ観
光資源の多様化と±6に対応した?dのåI的なVàがÄÌ客%のÂる<たな観光形態の
創出にE要Ðと¼íているÃÕaしたN]からçÄ本研究が@7「雪氷観光」の多様性と<
ö性に価値を⾒出7ÕとがÁÉるÃ 
 
（2）「雪氷資源」から⾒る多様な<ö性 

本研究はÄ第²章においてÄ雪氷学の5Êから 56 î類の多様な「雪氷資源」をnÅしたÃ
±の中にはÄ7Áに観光活⽤さ6ているçのÄ·ûにおいて活⽤さ6ÕめているçのÄKÐ
活⽤さ6è潜在資源の段階にÂるçのがK在したÃ 
 *åîÄû!エ1ーアDスÇサンピ£ーÄÊDÒモン÷ÊスXなÎはÄ7Áに観光資源化
さ6ておりÄなおかé資源としての<É性はñいとíåら6るÃÕ6らの「雪氷資源」はÄ
I寒の中Än実に出Taとは限らない雪氷S象ÁÂりÄ¹åてÄ客観的に}しさをvåると
íåら6ているÃKたÄとくに道S⽅ÆÁ½⽬さ6てÕめているアDスß#ルÇjロスXj
£ùーなÎはÄ観光資源としての58度¥Ëに¥けたÙ§的な段階にÂると⾒ら6ておりÄ
ÕのÊを-KåてçÄ±の<ö性はñいとíåら6るÃ 
 ·⽅Ä雪KくりÄ雪KりçÄスプーンカöXÄ1U氷ÄしNÉ½氷ÄO⼦氷ÄVÊW6雪Ä
アDスEFöûなÎÄ·¾にはÓÎ5ら6ていない「雪氷資源」ç多くK在7るÃÕaした
潜在資源に対してはÄ́ µたとåî本メカニズムを適⽤してçè対象としたりÄ±の観光消
費スタDルをîdしたり7るなÎÄQÔ的にçし観光資源化さ66îÄñい<ö性をm£7
るÕとがÁÉるÃ 

X¿éりÄといa雪氷S象がÂるÃS,Ø（2021.126）によ6îÄÕ6は「hがf氷し
たµÄY氷Zのà[にô»てÁÉるyの背状の´Ö£Dン」のÕとÁÄËÿのÖ 2-6 ÁはÄ
¦fしたhÆが 30¾ù から 1.5ù ¯ÎoLËがる雪氷S象と説lさ6るÃÕのS象はÄp{
¬の\3hÁはÄ58度は.として観光資源の 1 éに位置づけら6ているÃ 

·⽅Ä道Sの]a*hにおいてはÄX¿éりはf氷S象として科学的な研究が進めら6て
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いるÃÕのS象はhÆを¹(るよaに⽣成さ6るためÄçとçと\3hÁは¿がé»たóÁ
Âるとíåら6ÄÕ6をX¿éりと8づけたçのÁÂるÃ±してÄÕの雪氷S象çñい<ö
性をvåると⾒るÕとは;3ÁÂるÃ 

ÕのよaにÄ「雪氷資源」にはÄ潜在・顕在資源を問わèÄ多様に±の<ö性のñさの«
$性を⾒るÕとがÁÉるÃ±して本研究はÄ多様性をÄ<ö性のñいçのを"めた「雪氷資
源」の多くのK在+Á構成さ6る定?的に分析«$な²性とÏåるÃÕ6はÄËïÁ7Áに
lらかにした「Ö中ó度」の&論と%様のçのÁÂるÃしたが»てÄéÌに本研究はÄ定性
的に8価さ6る<ö性に½⽬しÄíìを進めるÃ 
 
（3）観光⾏動から⾒る「雪氷観光」の<ö性 
 「雪氷観光」¡?はÄÕ6KÁ⾒てÉたよaにÄ多様Á<ö性のñい#¥にÂる「雪氷資
源」と±6を消費7る多様な観光⾏動のñÓ・間Ó因⼦のf合によ»て創造さ6るÃ±してÄ
±の観光⾏動因⼦の<ö性にéいてçÄ「雪氷資源」%様ÄÕ6をñ要な多様性の構成要Ç
として本研究はíåるÃ 

*åîÄ雪ÞÑし±アーの⾏動因⼦はÄ「+Ìる（ÞÑ7）」Ç「かく（>ネる）」ÁÂ»
たÃ±ç±çÕの観光消費スタDル¡?Ä観光⾏動としてはLしいとíåら6るÃ±の理由
はÄÕaした観光⾏動因⼦を0a雪ÞÑしÇ雪かÉはÄ·¾には条件不利なO雪地Pにおけ
る冬季のÅÆ⽣活の義+のよaなçのÐからÁÂるÃéKりÄ客観的にLしい観光⾏動と⾒
るÕとがÁÉるÃ 
 さらにÄÕの9·的な観光⾏動のñÓ因⼦の<ö性に¹åてÄÕ6らの組み合わ~による
観光⾏動の<ö性の8価ç«$ÁÂるÃアDスホテルの*を⾒6îÄ±の観光⾏動はÄ4 é
のñÓ因⼦（「⾒る」Ä「ë6る」Ä「êる」Ä「çる」）と 3 éの間Ó因⼦（「.#（^#）」Ä「寒
さ（と]さ）を?d」Ä「光を⾒る」）の 7 éの組み合わ~Á構成さ6るÃÕの中ÁÄ±ç±
ç氷のùö÷に「çる」といa9·の観光⾏動¡?がLしいçのÁÂるがÄÕÕÁö調した
いÕとはÄÕ6KÁ\ 34 î類ç抽出ÁÉたt因⼦の組み合わ~によ»てÄ±の<ö性はさ
らにñKるといa«$性ÁÂるÃ 
 Õの«$性に¹åÄ56 îのK在がnÅÁÉた「雪氷資源」とÕの 34 îの観光⾏動因⼦の
組み合わ~%_をさらにFけ合わ~てíå6îÄ多様性の|}はçLÑCÄ#しÑ·定をÀ
åるよaなñい「雪氷観光」の<ö性の創出をm£7るÕとçÁÉるÃ 

ÁはÄ実Ðに観光のS[ÁBり組K6ているD?の「雪氷観光」の<ö性と±の価値8価
にéいて¤nÅ7るÃ*åîÄ序章Áôöした地°雪±アーがÂ»たÃ地°雪¡?はÄとÉ
に⼈uを³aといa意�Áwの8価の雪氷S象ÁÂるがÄ観光/はÄÕの地°雪を?d7る
といa類_な観光⾏動を求めて¶¹しているÃ3ã±アーはÄ,Êの観光/にç⼈´をrC
ÁおりÄÕ6KÁの国内Êからの¶¹/は 13H000 ⼈ÝË（2020 ø¦Ê）を+åるÃÕのよ
aに多くの観光/がÄ地°雪?dといa<しいT界観を?dÁÉるといa<ö的な価値を
消費してÉたÃ 
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 KたÄしî6jFスティßルといaDùンXç<ö性のñい「雪氷観光」の形態ÐとÄå
るÃI寒の中Ä「ßルーンマンûüン」!$#とrî6る²!なûFルターの中ÁÄ¶¹/がí
¯なしÁ·Ûをlか7「⼈間æ寒テスX」はÄÕのDùンXのCたるÉæÁÂるÃ¶¹/はÄ
¡ら1タDÒÄKたはvAにならなけ6îÄ8æにÅ定³をBà7るÕとがÁÉるÃÕ6K
Áに 6H000 ⼈ÝË（2020 ø¦Ê）のµ戦/がÕのÅ定³をáけB»ているÃÕのDùンX
はÄ第 1 章ÁnÅしたよaにÄ⼈間にと»ては6?・⽣理的にwの要ÇとしてÏåら6るI
寒を消費価値として<ö的に観光⾏動7る類_な「雪氷観光」ÁÂるÃ 
 Õのよaに両)*による組み合わ~のîdを⾒るÐけÁçÄ「雪氷資源」と観光⾏動の両
<ö性のñさはÄ±6らのf合形態のß1エーûüンによ»てさらに「雪氷観光」の<ö性
をñめていける«$性がÂるとíåら6るÃ 
 
（4）õ⾏/（úスXÜ）モチùーûüンに づく<ö性の価値 

ÝËに づÉ本'はÄ序章Á@したÞÄß（2000）のõ⾏/モチùーûüンのíåによ
る「¸¹º» ¼½¾¿ÀÁ（Û動要因）」と「¸¹ÂÂ ¼½¾¿ÀÁ（Ìa要因）」を⽤いてÄ<ö性に対7るúス
XÜの5Êからの8価価値にéいてíìを.めるÃなおÄ本研究はçLÑCÄÕ6をÂくK
Á地域の5Êにo»た「雪氷観光」に対7る「:客要因」として¿À7るÃ 

õ⾏/⼼理においてÄÂ¸¹º» ¼½¾¿ÀÁÃとはÄ「õ⾏をしたりûúをh$7⾏動を7るÐの 
ì的欲求ÁÂる⼼理的・内û的な要因ÁÂりÄ多様なタDプの⽣活⾏動のなかÁ²にõ⾏と
いa⾏動をÛ動さ~るu$をはた7çの」ÁÂりÄÂ¸¹ÂÂ ¼½¾¿ÀÁÃはÄ「D?的な⽬的地の選定
を&(7る¡ç・⽂化的要ÇÄÝ{´Ä̀ Ñu会なÎのª%要因（½¿¿Á½¾¿ÒÀÔ）ÁÄÎÕへÄ
いéÄÎCな形Áõ⾏7るかを決めるÐにxy7るçの」ÁÂる（ÞÄß 2000.31）ÃéK
りÄ観光の動uはÄÕ6らの 2 éの要因がð合さ6た状況によ»て段階的にÛ動さ6ると
íåら6るÃ 

Â¸¹º» ¼½¾¿ÀÁÃに関してÄÞÄß（2000.79）はÄ観光がÅÆ⽣活に¨=7u$Æを 4 é
の概念に:)しているÃÕの中ÁÄ本研究がñ57るË位 2 éの概念を⾒るとÄKè「1
観」はÄ「õ⾏YdをSして社会Ç環境にéいてのFKの⾒⽅が3わ»たりÄ¡分¡6に対
7る態度Çíå⽅が1めら6るÕと」ÁÄ©Ë位の「創観」は「õ⾏をSして<しい⼈⽣観
ÇT界観が⽣K6るÕと」ÁÂる（ÞÄß 2000.79）Ã 

ÞÄß（2000）が¿À7る<ö性に対7る動uのö8に関してはÄたとåîÅÆ⽣活に
対7るõ⾏動uが「創観」的ÁÂ6îöいÕとを@しているÃ±してÄ「創観」Hùルの<
ö性のñさはÄ⼈⽣観ÇT界観を3åる¯Îのxyをõ⾏/に1åるçのとしているÃ 

Õのよaな3+性に関してはÄ本研究が第 4 章においてnÅしたアDスホテル利⽤/の
bに「本c?dを求めて」といa意⾒がÂ»たÃ±してÄ本c?dの,Jと_áを²³と7
る è'（ア÷ùンチôー±ー1ズム）における è' 客はÄ±の本c?dをSじた¡¢3+な
Îをm£して è' に¶¹7るÕとを%章においてnÅしたÃÕÕÁÄa¡¢3+とはÄÕ6
KÁ"»ていたT界観Çíå⽅なÎが}Éく3わるよaな状態ÁÂりÄÞÄß（2000）が
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ÕÕÁN]7る「創観」HùルにÓ合7るçのとíåら6るÃ 
ÝËに づけîÄS[における価値多様化社会ÁはÄとくに<ö性がÄñ=の観光欲求を

çé観光/にと»て価値のñい観光形態に位置づけら6るとíåら6るÃ±してÄ<ö性の
ñい「雪氷観光」はÄÝ'Á¼íたよaにÄ「雪氷資源」と±の観光?d（⾏動因⼦の組み
合わ~）の両<ö性のñさと±6らのf合形態のîdが©ªÁÉるとíåら6るÃ 
#
4I}¥\]sMNzá8[SJKQRT¾¿'kl'Ð?®#
 
（1）観光形態の類s化に対7る¡¢批判 

第 2 章においてÄ本研究は「雪氷観光」を 4 éの観光形態に分類ÁÉたÃÕの分類Nä
はÄÝ¼のよaに（社）Å本観光Ö会（1999）による観光形態のFKの分析⽅法に づいて
おりÄ±のfgÄ「雪氷観光」は「çè系」「スÔー±系」「 り・DùンX系」「².?d系」
にr類s化ÁÉたÃÕの類s化はÄ本論⽂の&論をÜë7るための「雪氷観光」の定義づけ
を試⾏7るhiにおいては不«pな分析~VÁÂ»たがÄ本研究が­りòし¼íるよaにÄ
S[の価値多様化社会ÁはÄÕのr類sは7Áに²Ôsのä的な分類形態ÁÂるÃ 

¹åてÄ%章Á批判的に⾒てÉたよaにÄ²Ôsの観光資源論はÄ±の多くが9なる分類
論に\K»ていたがÄ「ìÁç資源化」が«$とさ6るよaなS[においてはÄ3化の«$
性をÖ7ÕとがÁÉる類s化が求めら6ると本研究は·ãしてíåているÃÕのよaな5
ÊからçÄËï²Ôsのr類sにÄ«$な限り3化のÊDHQズムをzàして¤Ù7るE要
がÂるÃÕの意�においてÄË¼のよaに分析したä的なr類sをÄ本研究は¡¢批判しな
け6îならないÃ 
 
（2）「雪氷観光」の£¤的創造に¥けた<たなr類s 

±ÕÁ本研究はÄFKの枠組みにRわ6るÕとのないÄS[・未Ôa¥の観光の創造への
µ戦をÑÖ7る意図をç»てÄより?か6たÄよりÁ⽤性のñい「雪氷観光」創造に©ªÁ
Éるよaな動的な<類sを,@したいとíåたÃ±のfgÄÞÿの図が「雪氷資源」Äおよ
Ä±の観光?dにおける<ö性の8価Näのv§に づいて分析7るÕとを«$にした
「雪氷観光」の<しいr類sÁÂる（図 6-1）Ã 
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図 6-1 「雪氷資源」と観光?dの<ö性のv§による<r類s 

出®）Ó/~成 
 

<類sÒはÄ資源と?dの両⽅の<ö性がñいà域ÁÂるÃÕ6はÄLしい観光資源をL
しい観光?dによ»て消費7るスタDルÁÄ本研究はÕ6を「#HDóスルーs」としたÃ
たとåî地°雪±アーÇ「f氷」E)ーóなÎÄ±のÛ·は⽬<しくÄÆ識ÇFKの枠組み
からaÄ7るよaな?d価値を«$と7るDÚùーûüン的なà域ÁÂりÄÕの類sはÄS
[の価値多様化社会においてÕ±成o7るとíåら6るÃÕaした²³を-KåÄ「#HD
óスルー」の語にはÄ「ìかºLm»ていく」といa+<的Á動的な意�をçた~ているÃ 

<類s%はÄ資源はLしくはないが?dの<ö性がñいà域ÁÂりÄÕ6を「ó1エDX
s」としたÃå雪ÇO雪なÎÄ+⽅J地域にと»てÕの「雪氷資源」はLしくはないがÄた
とåî地Æを出7KÁ雪かÉし¤けるといa?d価値の<ö性はñいÃðÁの雪Ë÷1j
X?dçÄI段は出Ôない?dÐとÄåるÃéKりÄÕの「ó1エDXs」ÁはÄÅ$Ñ⾒
U6た雪氷に対してÄいかにîdしてアDディアをb出7るかが問わ6ておりÄ±のfgと
して創出さ6た観光形態ÁÂるÃÝËの²³を-KåÄ「ó1エDX」の語にはÄ「ìか創り
出していく」といa動的な意�を"た~ているÃ 
 <類sáはÄ資源の<ö性はñい·⽅Ä±の?dはÄたとåîçè7るなÎの·¾的な消
費スタDルÁÂるÃ本研究はÄÕのà域を「プロモーXs」としたÃÕ6にD7るû!エ1
ーアDスÇアDスモンスターなÎはÄ9にçè7る対象ÁはÂるがÄ資源¡?のLしさによ
»てネーQングがÑさ6たçのÁÂるÃÕのDンÇóXによ»てÄ「雪氷資源」の価値は;
く社会にÛý・y^さ6Ä|g的に観光資源化が促進さ6てい»たとíåら6るÃKたÄj
ロスXj£ùーÇアDスß#ルなÎÄ潜在資源から顕在資源に移⾏7るhiにÂるとíå
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ら6る「雪氷資源」ç<ö性のñいçのÁÂりÄ±の価値のさらなるwVがm£さ6るÃÕ
のよaな²³に づÉÄ「プロモーX」の語にはÄ「ìか価値をwxしていく」といa動的な
意�を"た~ているÃ 

©µにÄ<類sàはÄ資源ç?dçLしいçのÁはないà域ÁÂりÄÕ6は「òーê÷ö
óスs」ÁÂるÃ*åîÄスGーÇスÚーTー÷ÄアDススケーXなÎÄS[Áは·¾的と
な»たEð的な「雪氷観光」の形態ÁÂるÃUしÄÕのà域はÄ決して価値が,いといaç
のÁはなくÄâ定Çc実とい»た8価が«$ÁÂるÃÕの²³をç»てÄ「òーê÷öóス」
の語にはÄ「ìかwð的ÁÂる」といaä的な意�を"た~ているÃ 
 
（3）¦間§からíì7る<r類s 

しかしÄ第ì章Á意�的価値とu$的価値を¿ÀしたÃÖ（2008.12）çÄたとåîC
観的価値はÄ¦間のYhによ»て客観的な8価が]Kり·¾化していくçのとN]7るよ
aにÄÕaした<ö性の8価çöÄに·¾化していく#¥にÂるとíåら6るÃたとåî
「プロモーXs」のû!エ1ーアDスなÎはÄ±のLしさから観光資源としての8判が°±
的äいm間のaLにñK»たがÄ́ µ¦間がYLÄより多くの観光客がÕの価値を消費しÄ
たとåî &ü& なÎÁ|Éさ6ていけîÄ±の¦mの}さ・%さはÂるとしてçÄ<ö性の
度合いは5るÇかに,Þしていくçのとíåら6るÃ 

éKりÄ観光資源を消費7る観光/+の-¹とÄ±の資源の<ö性の,ÞはÄÕのよaに
概ár°*の関係にÂるÃÕの5ÊからÄû!エ1ーアDスはÄ¦がYてî「òーê÷öó
スs」のà域にöÄに移⾏していくとíåら6るためÄ地域関係/はÄÕ6を「ó1エDX
s」のà域にäづけるíくÄたとåîû!エ1ーアDスの価値を消費7る<たなñÓ・間Ó
的な観光⾏動スタDルを創り出7なÎのîdが求めら6るÐÑaÃ 
 ÕaしたS象はÄ「ó1エDXs」にç⽣じるÃÎCなにLしい観光?dを,JしてçÄ
Ëïr°*の法Æによ»てÄ¦間のYhととçにÄ±の?dの<ö性は5るÇかに,Þして
いÉÄ「òーê÷öóスs」のà域にäづいていくÃ±のためÄ観光/Ì¼を£¤的に⾏な
»ていく[合にはÄさらに<たな?dスタDルを創造していくかÄKたはFKの¯かの「雪
氷資源」に対してÄìかîdをdらした<たな観光?dをf合さ~るE要がÂるとíåら6
るÃ 
 ÝËを⾒てçÄ「#HDóスルーs」はÄ<ö性8価のv§からはÆに¦[の©先#に位
置づけら6るÐÑaÃ©先#とはÄ<たな「雪氷資源」の価値を<たな観光?dスタDルに
よ»て消費さ~るサー\スをÄ<たに,J7るÕとÁ成りoéçのÁÂるÃçLÑCÕのà
域においてçÄËïr°*の法Æのxyは不«ÿÁÂりÄ£¤的にîdとアDディアを¹å
ていくE要はÂるÃ 

しかしÄいè6にしてç価値多様化社会においてはÄÕの両§による<ö性のñさがÄ́
µのª%Âる「雪氷観光」創造のNSになるÕとをN]ÁÉるÃ±してÄFKの枠組みにR
わ6ない+<性のt求Õ±がÄÕの<r類sを活⽤したS[・未Ôa¥の「雪氷観光」創造
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への£¤的なµ戦ÁÂると本研究はíåるÃ±してµ戦の«$性はÄÕ6KÁ⾒てÉたよa
に雪氷学と観光学がÓ合7るà域にKÐ多く潜¤しているとíåら6るÃ 
 
（4）ï¨ と &'& による「雪氷観光」創造への©ª 

Ëï<r類sにおいてÄプロモーXsの「雪氷観光」はÄ¦間のYhとyにòーê÷öó
スsにöÄに移⾏していく#¥にÂるためÄ±6をöÿしÄó1エDXsにäづけていくî
dがñ要ÁÂると¼íたがÄça·ÊÄプロモーXsがÕのà域を!"さ~る⽅法がÂるÃ
±6はÄさらに⽬<しい潜在的な「雪氷資源」を観光資源として顕在化さ~る⽅法ÁÄ±6
はÄï¨ のアプローチの|g的な活⽤ÁÂるÃ 

雪氷学においてはÄ第 1 章ÁnÅしたよaにÄ未Ð潜在的な「雪氷資源」が多くK在して
いるÃKたÄアDスß#ルに[Öさ6るよaにÄいK観光資源化のhiにÂる雪氷çÂるÃ
±の価値を;く社会にÛý7るためにÄ|g的な ï¨ の実zがÕ6に©ª7るÃたとåî
<たな「雪氷資源」に対7る<たなネーQングçË¼のÝ*によ»て|gをm£7るÕとは
«$ÁÂるÃ 

Õ6と%様にÄ¦間のYhに対しÄó1エDXsの「雪氷観光」のà域を!"7るために
はÄ<しいスタDルの観光?dの創出を#£ン÷・エóDティとしてúoてÄ±6を ï¨ の
|%Á;く社会にy^していくÕとçñ要ÁÂるÃなおÄÕÕÁÄaà域の!"とはÄ7な
わL「雪氷観光」創造の£¤的なµ戦ÁÂるとç»ÄÁÉるÃ 

¯⽅ÄプロモーXsとó1エDXsにéいてはÄï¨ の中Áçとくに îï の^⽤性を活⽤
7る⽅法ç|g的ÁÂるとíåら6るÃ地域にK在7る<ö性のñい潜在的な「雪氷資源」
の½⽬と観光?dの創出はÄ地域住⺠にと»てçLしいとíåら6Ä±の価値が地域内Áy
^さ6ていない状態からのスターXとなる«$性はñいÃ±のためÄ本章Á¿Àしたよaな
îï のアプローチをåみñáるÕとはÄプロモーXsとó1エDXsの両形態のà域の!"
に©ª7るとíåら6るÃ 

·⽅Ä#HDóスルーsにéいてはÄ<ö性においては©ñ位ÁÄe<な観光資源と観光
?dの組合~による<たな観光スタDルの創造になるためÄîï の実zはçLÑCE要にな
ると:わ6るがÄÕÕÁは &'& の枠組みのñ要性をN]したいÃÕ6KÁ⾒てÉた地°雪
±アーÇf氷E)ーóに[Öさ6るよaにÄÕの#HDóスルーsのà域はÄとç7ると®
I度のñい観光?dになる«$性はÂるÃ±のためÄ科学に づく5⾒を社会実[さ~るた
めの &'& のíå⽅がñ要にな»てくるÃÕ6をåI的に»Ä76îÄ&'& の%öい>進は
´µさらなる「雪氷観光」の多様性の|}と<ö性の¥Ëに©ª7るとm£ÁÉるÃ 
#
9I$defgh'G:Ò±Ï/ÓÔ'Õ)#
 
（1）潜在的な「雪氷資源」への適⽤«$性 
 *åîÄ雪KりçはÄ58度がKÐ,いと⾒ら6Ä́ µの観光資源化の«$性をm£ÁÉ
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る§ñな「雪氷資源」ÁÂると⾒るÕとは«$ÁÂるÃ±してÄçしÕ6を観光活⽤してい
くと|定76îÄ本研究による本メカニズムの適⽤は¿ÀÁÉるÃ雪KりçはÄoÁKくら
6雪Æを移動して形成さ6た×さくてKいÜのfÁÂる（Ö 2-6 ¶Û）Ã 

Õのu8にÂる「Kりç」はÄ58度のñい道内­寒hの².¨çï念cをN7がÄ7Á
に観光資源化さ6ているためÄÕ6に関Ã7る⽂化的な要ÇÇ価値を雪Kりçに¦¹ÁÉ
るÕとは:·しÇ7いとíåら6るÃKたÄKりç¡?のg⼦が7Áに多くÂるよaにÄ雪
Kりçといag⼦のëÛç試⾏さ6ているÃ 

·⽅Ä科学的にはÄたとåî±の⽣成hi・n°に づくçè«$性なÎに©ªÁÉる雪
氷研究とÄ±の成gの観光分{への社会実[が¿ÀÁÉるÃÕ6はÄ条件不利なå雪寒冷地
においてçÄ雪Kりçといa<たな観光資源化がQÔ的にçたら7ÁÂÑa⽂化ûンTル
の構úÇ地域づくりとい»た社会的⽬äのx成をãåçéといa|gへのm£ÁÂるÃ 
 KたÄ第²章ÁnÅした中に「Ü活」といa動Éが⾒ら6たÃÕ6はÜáの}しさに づ
É &ü& ËÁR(を図るÇÉかけÁÂ»たがÄçしÕ6を観光資源化していくと|定76îÄ
Kè îï を実z7るÕとに·íのõ地がÂるÃéKりÄEF#ËÐけÁはなくÄÛý/が住
#地域内に¥けて±の価値をy^していく試みÁÂるÃ地域にK在7るìらかのDùンX
ÁÄたとå©Uは×É<ÁÂ»てçÄ⼦Îç(氷ûンÔûEムのよaにÄ地:の⼦JたLを
áÉ®CÐÑしいúFけによ»てç|gがm£ÁÉるÃçLÑC りにúoててç|g的
ÁÂÑaÃîï によ»て価値のy^/が地域内に-å6îÄôï へとÛÜ7る«$性はñK
»てくるÃ 

ÕÕÁÄX¿éりに対7る本メカニズムの適⽤«$性にéいてíì7るÃ]a*hÁはÄ
7Áに±の科学研究が進めら6ているがÄ観光資源にはKÐî»ていない状況ÁÂると⾒
ら6るÃÝ¼した⽂化の定義にはÄ|!Ç⽂学に\KらèÄ⽣活様ñÄwðÄýRÄ道SÄ
TUなÎの要Çが⾒ら6たがÄ\3hのX¿éりにおいてçÄË社のó¿がÞ社の)¿のと
ÕÑへ出かけたóといa⽂化的なw説が語り£が6ているÃ 

]a*hにおいてはÄたとåîÕ6をí⽤してÄhQ成ÇÇifÄの$利ðなÎに活⽤7
るアDディアがíåら6るÃÕのとÉ地域関係/がÄ地域内（ÕÕÁはj⼦]町⺠）に¥け
てÕのよaに⽂化的に意�づけしÄ⽂化ûンTル構úにéながる価値の創出とy^を⾏いÄ
地域がKèµりËがるÃ7なわLÕ6はÄX¿éりにçし出会åたらifÄの$利ðがÂるÄ
とい»た⽂化的なúFけによるçのÁÂるÃ 

·⽅Ä科学がÕ6をãåçéためにÄたとåîX¿éりの⽣成:ªなÎとい»た研究の>
進は|g的とíåら6るÃË¼のよaにÄ7Áに]a*hのf氷に対7る研究は進めら6て
おりÄÕの観光活⽤ÄéKり &'& をSじた地域づくりといa社会的⽬äx成のVンテóス
Xにおける©ªはÀ分«$ÁÂるÃさらにÄX¿éりが形成さ6るk間にはÄ±の「f氷é」
ÁÂる'%Âる}ÉなéがyÉéるÃÕのf氷éをÄ~?のlのよaにhQ成Çのさらなる
$利ðと⾒oてるよaなîdç<ö性¥Ëへの©ªとしてm£ÁÉるÃたÐしÄ;い]a*
hのhËにおいてÄX¿éりを観光?dÁÉるà[のz{ÇôるíÉルールなÎはÄアDス
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ホテルの)*のよaにÄÇはり科学的な雪氷研究による実³が求めら6ると本研究はíå
るÃ 
 ÕのよaにÄ]a*hÁは観光にと»て潜在資源と⾒ら6るX¿éりの活⽤促進にはÄý
RÇTUに づÉ価値創出を図る⽂化的な意�づけとÄ±の⽣成:ªÇâ⼼・âäといa価
値創出を図る科学的な実³との相}~⽤|gがÄj⼦]町内に対7る îï をSじた資源化Ä
çいては¯道内Ä国内Êに対7る ôï をSじた観光資源化へと繋が»ていくといa本メカ
ニズムの適⽤«$性を⾒出7ÕとがÁÉると本研究はíìしたÃ 
 
（2）雪氷の消­®uといa「<たな条件不利環境」への応⽤«$性 
 ÝËÄÕ6KÁ「雪氷観光」創造をSじた雪氷の価値形成を¿ÀしてÉたがÄいK「雪氷
観光」は地×温í化のxyによ»て<たな¬題にñÆ7るとíåら6ているÃ±6はÄÕ6
KÁ観光資源化さ6Ä価値が¥ËしてÉた雪氷の中pm的なôí・消­の®uÁÂるÃ本研
究はÄÕ6を本論⽂のü にÛらしÄ<¦[の「<たな条件不利環境」のùÔとÏåñしたÃ   

Õ6はÄ地域#£ン÷化さ6た雪氷の消­によ»て地域にª%的な観光資源がMしくな
るといa条件不利環境へのö¯とÏåら6るÃ±ÕÁÓ/はÄÕの中pm的な¬題のéêを
テーマにしたòン£Dンj)ー£ム（第ë章ÁÝ¼）をëUしÄ&'& の·環としてÕ6を&
論した!%#ÃÝÞの内ÂはÄCにúスX3êの·⼈ÁÂる mînè ®pのñáVbòの3çによ
るçのÁÂるÃ 

ñá（2023.62-64）によ6îÄòホー±óの(氷はÄlらかにôíの#¥をm»ているÃ
たとåî-ö地⽅´象Îによる(氷の?の観ªデータをグ£j化7るとÉÄøによ»て-
ôがÂるためÄ±のbý値を⾒6î3化の#¥を,-ÁÉるÃ本研究がñá（2023）による
@Aを要)してf論的に¼í6îÄ±のbý値のåはöÄにÞが»ておりÄ2055 øにおけ
る(氷のùÔ:ªは 50çのn°となりÄ2100 øÝ4ÁはÄ(氷は 16çしかÔない\-と
なるÃ7なわLÄÕ6は 6 øに 1 öのn度とな»た状況ÁÂるÃÕaした科学データÇ5
⾒はÄ実Ðに '½ñ½»½º»Ò ü¿ ½Â.（2011）に づいておりÄtメディアÁç@道さ6ryをr
CÐÃ 
 Õaした状況ÞÄ(氷観光の未ÔはÎaÂるíÉなのÐÑaかÃ7Áに観光のS[に⽣じ
ているoDの¬題ÄéKり(氷観光を?dしにわ÷わ÷36たのに(氷が不在といa.`
な»客Èà度の問題に対しÄÓ/はÄ+,道}学⽣から¡由なアDディアをß:した!&#Ã
±して本研究がÕÕÁ©ç½⽬したのはÄ「(氷になる」といa·ûのöãÁÂるÃÕ6は
e<なÛ·ÁÂりÄ価値多様化社会においては<たな±ー1ズムの«$性をzじさ~るç
のÁÂるÃD?的なDメーûはÄ観光客がÅÄにÞり®めるよaな£lなÄたとåî×?ÁÄ
(氷のよaに,にYかÄ進みながらÄ(氷の´"LになるといaçのÁÂ»たÃ 

「(氷の´"Lになる」とはÂくKÁ⽂化的なÛ·ÁÂるとíåら6るÃたとåî(氷æ
kの村úçかéては(氷との対çから「õ´（アE£）のよaなçの」をzじBりÄ±6を
(氷æにÖSしたか»たといa´"Lにéいて第ë章は¼íたÃ観光の創造にéながる⽂
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化的欲求においてはÄÕaい»た⼈間の"t的なà域にË求7る価値観がÄÕ6KÁの分析
からç|g的Ðとíåら6るÃ 

KたÄÕaしたe<な観光形態を実Sさ~るためにはÄÕ6に対応«$な科学技!%がE
要となるÃ±のËÁ &'& の観ÊからはÄ+⽅J国ÐûンÔûEムなÎをSじてÄÕの科学
技!ëÛの研究内Âを地域社会に¥け@AしたりÄさらに îï の観ÊからはÄ地:の+,⺠
;<=なÎにï)としてÿ*さ6たり7るÕとがÄ-.市⺠に¥けた<しい価値のy^に
éながるとíåら6るÃ 

ÕのよaにÄ科学と⽂化の両|%の相}~⽤|gÇÄîï の^⽤性を²³と7る本メカニ
ズムはÄ(氷の消­®uといa「<たな条件不利環境」に対してç±の応⽤«$性を⾒出~
るÕとを@したÃ±してÄ地×温í化による雪氷の消­®uを<¦[の条件不利環境として
Ïåñ7ÕとはÄ;く»Ä76îÄ中pm的な「雪氷観光」創造の"¤«$性として¬題ý
定したÕとにçなるÐÑaÃÕのÊにéいてはÄÝÞの「雪氷観光」創造の意義の5Êから
çíìを.めるÃ 
 
（3）「雪氷観光」創造の意義 
Ò地域Hùルにおける社会的©ª 

観光を創造7るÕとの·¾的な意義としてÄよ±の地域の観光/からのÊ¹òàをSじ
た地域へのYÈ¼¨|gがKè/Ìら6るÃ±6はUVのÛÜがIJとさ6る条件不利性
のñいO雪地PÁçÄÌ客%のÂる「雪氷観光」を創造76îÄ·定のYÈ|gによる地域
づくりをm£7るÕとは«$ÁÂるÃ 

=にÄR(⼈óの-¹Ç関係⼈óの|}がíåら6るÃÝ¼したスQスによる「ホスX½
úスX論」のよaにÄ観光/と観光地住⺠の相}~⽤が観光を構成7ると76îÄ±の|g
創出をSじてR(⼈óは-åていくÃKたÄ(氷ÇアDスホテルが地域#£ン÷化さ6Äメ
ディア2をSじてª%が;くy^さ66îÄ±の観光資源Ç地域のDメーûにN�をçé
jPンが地域Êに⽣K6Ä関係⼈óとして|}していく«$性çñK»ていくとíåら6
るÃさらにÄ両⼈óの-¹・|}の|gのÃpにÄ±の地域への移住B望/の-¹ç⾒®K
6るÐÑaÃ 

¯⽅Ä地域資源活⽤による観光の創造ÁはÄ7Áに地:にK在7る資源の¤Û⾒Ç¤8価
の|gçm£ÁÉるÃたとåî+⽅Jにおける雪氷はÄ地:住⺠にと»ては3たりÝのK在
ÁÂりÄKたÅÄの除雪の対象ÁçÂるためÄマDHスの8価をáける#¥にÂるÃしかしÄ
多様Á<öな「雪氷観光」の創造はÄÅÆ⽣活にはõ»てAてる¯ÎK在7る雪氷をH»た
5Êから⾒るÕとを«$としÄ±の意�ÁはÄ雪氷がvåるª%に1めて´づÉを1åてく
6るçのÁÂるÃ 

Õaした´づÉにはÄ地:へのÇりのc成に繋がるといa¦Ì的な|gçm£ÁÉるÃ(
氷çアDスホテルçÄ地域にと»ては±6KÁ条件不利な雪氷ÁÂ»たがÄI寒の中Äよ±
からわ÷わ÷観光/が±の雪氷を?dしに3問してくるのを⽬Ýに⾒6îÄ¡らが住#地
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域へのプ£D÷ÇQ½がBいてくる«$性はÂるÃ 
±してÕのHùルの意義として©çm£ÁÉるÕとはÄ季ë3動のpE|gÁÂるÃ条件

不利とさ6るO雪地Pの冬季間は地域UVçWX的となるためÄË⽤問題にñf7るÃたと
åîòýVなÎのÉVはÄ·¾に冬季間はú)がíないためåVËを·¦解Ë7るÃ±のå
VËはÄ出¬Ìに出るかÄKたはvV⼿3てをたよりに8kKÁ¤Ë⽤さ6るのを£éÃÕ
6がÄO雪地P²^のいわ5る季ëâÇ/ÁÂるÃÕaした中Äçし「雪氷観光」が´µと
な6îÄ観光V/のみならèÄ;く関Ã7るÉVÇǞ UVのÉVのY«多Ç化なÎをSじ
てÄåVËがSøË⽤さ6る«$性はm£ÁÉるÃ 

KたÄ·é¹åるならîÄ「雪氷観光」創造といa社会実[に©ªしàる研究はÄ⼈wë
Û・P成においてç意義がÂると本研究はíåるÃ*åîÄ条件不利な雪氷の活⽤促進メカ
ニズムÇÄ多様な<ö性を動的に@7「雪氷観光」の<r類sÄKたは⼈間の観光欲求Ç観
光の創造欲求の動的な関係性なÎÄÕaした「雪氷観光」創造の要因Ç¬題にéいての5⾒
がÄ研究の>進とÛýをSじて+⽅Jの地域関係/らに;K»ていくとíåるÕとは«$
ÁÂるÃ±のËÁÄ地域⼈wがt分{において価値創造アプローチを実z76îÄ中pm的
に価値のñい「雪氷観光」が創造さ6るといam£がçてるÃ 

 
%地×温í化のÑaìの意識のc成 

「雪氷観光」を多様にÄ<ö的に創造7るÕとはÄ雪氷¡?の価値を¥Ëさ~るÕとをÕ
6KÁnÅしてÉたÃ±ÕÁ本研究はÄ雪氷の価値¥Ë|gがÄ±の消­®uに置か6た状
況においてÄ雪氷を「qÑa」と7る意識を⼈間に§⽣åさ~ÄÕの意識のwV・|}に©
ªÁÉるといa意義の«$性にéいてíì7るÃ 

Õの«$性の源Fの·éにÄ「òホー±ó(氷X£スXb動」がÂるÃÕ6はÄ(氷òä
をGーùー÷として地×温í化防÷を⽬N7環境b動ÁÂるÃÕの動ÉからÄ条件不利とさ
6た(氷の価値が¥Ëして観光資源化さ6るÕとÁÄ+*×Áはî限とさ6るòホー±ó
ôõ地域の(氷の消­®uから±6をqÑaと7る意識がc成さ6Ä地域をC?として実
zさ6てÉたb動ÁÂると⾒るÕとがÁÉるÃ 

Õのよaな¼*を-KåÄ+⽅Jにおける´µの「雪氷観光」創造の£¤・"¤的なµ戦
はÄÕの地×Ëに住#より多くの顕在・潜在的な観光/をÌa7る観光?dをSじた雪氷の
価値をÄ;くÅ識してçらaÕとを«$に7るとíåるÕとがÁÉるÃ±してÄ±の価値を
_áした⼈間からíしèéÄ±してQÔ的にはグローßルなÉ<ÁÄ雪氷を温í化からqÑ
aと7るÑaìの意識がc成さ6る«$性を⾒出7ÕとがÁÉるÃ 

Õの«$性を「雪氷観光」創造の地×環境Hùルの意義としてÏåÄ雪氷をqÑaと7る
⼈間の<たなÅ識をÄ本研究は「q雪」とã7るÃ±してÄ雪氷と⼈間の関わりのÕ6KÁ
の39Ä7なわLÄæ雪Äé雪Ä利雪ÄÉ雪の·Ãの移⾏hiにÕのq雪をt¹しÄ第²章
Á}á¯かÙ（1984.55）がa⽤した GÁü¾»H û ¯か（1962.77）に づÉÄ±6l6のÅ
識がñな»てy在7るÕとを,jしたÃÕのq雪の概念はÄ;く「雪氷観光」創造の意義を
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象³ÁÉるçのと本研究はíåるÃ 
 

（4）「雪氷観光」から⾒る¯の条件不利環境への応⽤«$性と限界性 
ÒCな条件不利環境の状況整理 
 Õ6KÁの分析・íì内ÂがÄ「雪氷観光」ÝÊに応⽤«$かÎaかをlらかに7るため
にǞ にみるCな条件不利環境に対7る状況整理を1めて⾏aÃ序章Á@したよaにÄ本研
究はより.`な条件不利環境の分析によるÁ⽤性のñさを·ãして-KåたËÁÄ±のv
ñ構造の条件不利性をç»ていたóò町の)*に本メカニズムは応⽤«$ÁÂるÕとはF
にíìしたSりÁÂるÃ=にÄ先⾏研究Á⾒たスDスの)*ÁはÄかéてÈ{にx6ら6て
いたといa観光にと»て不利性が·ñの状態においてÄ7nは対象化さ6Ä⽂化と科学の両
アプローチから観光資源化さ6たÕとをnÅしたÃ 
 =にÄ%じく序章Á¼íたd⼦（2010）が分析したhカ®村とYg市の状況を¤nÅ7
るÃd⼦（2010）によ6îÄhe®村は¯ÕhiサDóルÑýがK在7るÕとÁ観光MNに
と»てマDHスDメーûの条件不利環境Ð»たがÄäøÁは3問/に対7るªÛを図»て
対象化さ6たÄ「Eしい理解」をCな観光資源としたÏ合的な観光ëÛを>進しているÃK
たÄYg市ÁはÄÚ害のe害によ»て.`な条件不利環境が地域内Á¤いてÉたとíåら6
るがÄ´は±の「hÒのÄr」をCな観光資源とした地域づくりをÜëしているÃ 
 ëà的にÄÓ/がhÒに調査した条件不利環境を¹åて整理76îÄ道内ÁçエÑûカに
よるZ~c2e害が.`な­寒町はÄäくに^8な­寒h温FがÂりÄ±の意�Áは⽣活環
境にと»ての·ñの条件不利環境とÏåら6るがÄ±のエÑûカのãの資源化Ç観光資源
化（エÑûカjPームなÎ）の>進に成&した)*ÁÂるÃ本)*にéいてはÄhÒの分析
によ»て本メカニズムが応⽤ÁÉるÕとを(氷の)*と£~てnÅしているÃ 
 
%本メカニズムの応⽤«$性と限界性 

ÁはÄ「雪氷観光」の創造)*からV出した本メカニズムの応⽤«$なz{はÎÕKÁな
のかÃ±6はÄ条件不利環境を対象化したçののD性のHいが境界åになるとíåら6るÃ
本論⽂が序章Á「環境」の語を定義した内Âを-Kå6îÄòホー±óの(氷ÄXルネeの
雪氷Äóò町の7#÷EÄ­寒町のエÑûカはÄ±のÎ6çが·ñÄvñを問わè条件不利
環境を対象化したçのが^形のçのÁÂ»たÃ 

·⽅Äd⼦（2010）が観光資源として分析の対象としたhe®村の「Eしい理解」ÇÄY
g市の「hÒのÄr」はÄいè6çù形のçのÁÄ*åî±6は意識ÇÅ識とい»た¾¿的
なà域にDさ6るÃÕのよaに⾒6îÄ「雪氷観光」の創造)*に づく本メカニズムはÄ
条件不利環境を対象化したçのが^形・ù形によ»てÄ応⽤«$性の境界åがaか6ると⾒
るÕとがÁÉるÃ 

&論を進めÄ本章Á⾒てÉた(氷の消­®uといa「<たな条件不利環境」の*を¤í7
るÃÝÄ'Á¼íた<たな「(氷になる観光」創造に対してはÄ本メカニズムの応⽤«$性
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を@7ÕとはÁÉたÃÕ6はÄ(氷のK在をÂくKÁ形の^ùとしてÏåた観光資源化の応
⽤«$性ÁÂるÃ,にYかNÞりcçÄ̂ 形な(氷の[°cとして観光対象になりàるとい
a⾒⽅はÁÉるÃ 

しかしÄçし-.市がYg市のíåをí⽤しÄ「未Ôへのcl」とい»た環境òäに関7
るªÛの意識Ä7なわLù形のçのを観光資源にしよaと76îÄÕ6はS段階Áは本メカ
ニズム応⽤のz{Êとなるとíåら6るÃ本研究はÄ±ÕKÁのz{を¿ÀしていないÃ 

ÝËがÄ本研究における「雪氷観光」の応⽤«$性に関7る&論の限界性ÁÂるÃÕaし
たÊにéいてはÄ本論⽂においてはlらかに7るÕとがÁÉなか»たÃしたが»てÄ́ µの
¬題としたいÃ 
 
 ÝËのよaにÄ本章ÁはÄ本メカニズムのu$分析から îï の^⽤性をíìしたËÁÄ条
件不利環境の観光資源化のプロWスにはÄîï と ôï による資源化と観光資源化がÄ概án
omKÁと成pmÝ4に±6l6⾒ら6るといa²³をlらかにしたÃ 

KたÄ「雪氷観光」の²性としてlらかにな»た多様性と<ö性にéいてíìしたfgÄ
価値多様化社会においてはとくに<ö性の価値がñいÕとを@しÄ「雪氷資源」と観光?d
の両<ö性8価をv§としたS[・未Ôa¥の動的な<r類sを,@したËÁÄtà域のタ
DXルと概念を定義づけたÃ 
 「雪氷観光」創造の意義にéいてはÄ地域（⼈w）・地×環境のtHùルにおいて地域活
性化と環境òäの両5Êから¼íÄ雪氷の価値¥Ëがçたら7⼈間の「q雪」のÅ識のc成
の«$性を@したÃ±のËÁÄ雪氷の消­®uといa「<たな条件不利環境」に対7る本メ
カニズムの応⽤«$性にéいてCにíìしÄ¯⽅Ä「雪氷観光」ÝÊへの本メカニズムの応
⽤«$性と限界性にéいてはÄ観光資源化の対象のD性のHいに づくÕとをlらかにしÄ
´µの¬題としたÃ 
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本研究はÄ雪氷と⼈間の関わりの歴史のなかに「雪氷観光」を位置づけÄ±して対象化さ
6た条件不利環境の観光資源化の·ÃのプロWスのln化に¥けた「雪氷観光」創造の諸相
を&論7るといa問題意識を出ÛÊとしたÃ 

Õの背景にはÄÕ6KÁ⼈間が雪氷に対しÄæ雪Äé雪Ä利雪ÄÉ雪といaÅ識の39を
^してÉたÕとがÂるÃÕのUmにおいてÄ条件不利とさ6るO雪地PÁはÄ地域住⺠はI
寒のなかÁ雪氷にæåるよaな状況ÁÂ»たと·¾にíåら6ているÃしかしÄのLに⼈間
はÄ科学技!のÛxととçに地域社会Ç⽣活環境にwのxyをçたら7雪氷災害をéê7
る!を6にéけてÉたÃ±してS[ÁはÄ利雪ÇÉ雪に象³さ6るよaにÄ多様Á<öな雪
氷Ç雪氷S象が|g的に観光資源化さ6ているÃÕaした実zはÄ+⽅Jにおける地域活性
化に繋が»ているÃ 

±ÕÁ本研究はÄÕの分{におけるÙ§的な学!研究を&論のテー#ルにÞ~るためÄK
è「雪氷観光」を定義しÄ±の²性をlらかにしたËÁ類s化を試⾏したÃ「雪氷観光」創
造の·ÃのプロWスにéいてはÄ資源論を中⼼にÄ⼼理学ÇマーケティングÄ±して &'&
なÎの関Ã7る諸理論を⽤いて多Æ的な分析を⾏»たÃとくに資源論においてはÄûンマー
マンが@した資源化の要因ÁÂる「⽂化的な欲望」と「科学技!を"#$%」を本研究の分
析のQÎに位置づけたÃ±のËÁ本研究はÄ⼈間のÇÉかけによる雪氷の活⽤促進メカニズ
ムÇ±のâçに⾒ら6る⼈間の欲求の動的な関係性の分析を¹åÄ条件不利環境としての
雪氷の観光資源化プロWスの²³をlらかにしたÃ 

ÝÞにÄ本研究が「雪氷観光」創造に関7る分析とíìをSじてV出したf論を 4 éの5
ÊからKとめるÃ 
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 道内 179 市町村の冬季観光の概要調査からはÄ658 件のD?のB組みを²定ÁÉたÃ±
して「雪氷観光」の定義づけに¥けÄ観光⽬的と観光資源の消費スタDルのð合的な²³を
分類NäとしてÄÕ6らのB組みはÄ「s.çè系観光」「{.スÔー±系観光」「ï. り・Dù
ンX系観光」「ð.².?d系観光」にr類s化ÁÉるÕとを@したÃ   

=にÄ観光/による雪氷の観光消費にかかる⾏動因⼦を抽出して分析したfgÄ±6らはÄ
雪氷の消費形態がñÓ的なçの（15 '⽬）と間Ó的なçの（19 '⽬）にv分ÁÉたÃÕの
間Ó的な⾏動因⼦はÄ雪氷をさらに「·?的条件」と「¦¹的条件」と7るçのにæ分さ6
るÕとç分か»たÃUしÄ雪氷を対象としない観光のB組みçK在しÄ本研究はÕの形態を
9なる冬季観光としてÄ「雪氷観光」のà域Êに置いたÃ 
 ÝËの分析からÄ「雪氷観光」のà域はÄ雪氷を「不«p条件」としてñÓ消費7る形態
とÄ「·?的条件」「¦¹的条件」として消費7る間Ó消費の形態の\ 3 éの類sがD7るz
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{ÁÂると;義にÉ定したÃÝËをç»て本研究はÄ「雪氷観光」を「õú¦間における⽣
活の3化を求める⼈間の⽂化的な欲求をáà7る⾏LのaLÄÅÆ⽣活JをL6Äc¦・S
象としての雪氷をÄñÓ・間Ó消費7る多様な·Ãの⾏動」と定義づけたÃ 
 éÌに本研究はÄ「雪氷観光」が多様性と<ö性の 2 éの²性をvåるÕとを⾒出したÃ
多様性にéいてはÄ観光/によるËï 34 îの⾏動因⼦と 56 îの「雪氷資源」の両多様性
lらかになりÄÕ6らの資源と観光⾏動因⼦がf合7るÕとÁÄ「雪氷観光」の多様性ç|
}さ6るÕとを@したÃ 

Kた雪氷学から⾒てÄ雪氷には±ç±ç¡çS象としてLしいî類が多くK在しておりÄ
Õ6は「雪氷資源」の<ö性を客観的に8価ÁÉるÕとを@しているÃさらにÄ地°雪±ア
ーに[Öさ6るよaにÄ雪氷災害をçたら7よaな¡çS象をñÓ?d7るといaLしい
「雪氷資源」と観光⾏動因⼦の組み合~ç多くnÅさ6たÃfg的に本研究はÄ定?化ÁÉ
る多+の多様性の要Çの組み合わ~のß1エーûüンが定性的な<ö性をñめるといa論
法からÄ「雪氷資源」と観光⾏動の両<ö性の分析をñ5したÃ±して<ö性はÄS[の価
値多様社会においてはñ=な欲求をçé観光/にと»て価値がñいÕとをÄõ⾏/モチù
ーûüンのíåに づいて@7ÕとがÁÉたÃ 

·⽅Ä「雪氷観光」の定義のための²Ôsのr類s化はÄE要な分析~VÐ»たとはいå
FKのíå⽅にúÉしhÌたためÄfg的にFKの観光資源論のよaなä的な分類にな»
たÃ±ÕÁ本研究はÄ´µç価値Âる「雪氷観光」の£¤的な創造に©ª7るといa意図を
ç»てÄ動的Á<しい類s化を⾏»たÃ±6は「雪氷資源」と観光?dの両<ö性の8価を
v§として⽣K6た<たなr類sÁÂるÃ 

ÝËから本研究はÄ「雪氷観光」を「Ò#HDóスルーs」「%ó1エDXs」「áプロモ
ーXs」「àòーê÷öóスs」に類s化ÁÉたÃ#HDóスルーsはÄ資源ç?dç<ö
性がñいà域ÁÄ±のÛ·は<しくÄÆ識ÇFKの枠組みからaÄ7るよaな価値をÕiと
7るDÚùーûüン的なà域ÁÂるÃó1エDXsはÄ資源はLしくないがÄ?dの<ö性
がñいà域ÁÄÅ$Ñ⾒U6た雪氷に対してÄいかにアDディアをb出7るかが問わ6創出
さ6た観光形態ÁÂるÃ 

プロモーXsはÄ「雪氷資源」の<ö性はñい·⽅Ä±の消費スタDルはLしくないがÄ
資源¡?のLしさにネーQングをÑ7なÎÄ;く社会にDンÇóXを1åるÕとÁ資源価
値がy^さ6Ä観光資源化がm£ÁÉるÃòーê÷öóスsはÄ資源ç?dçLしくはない
à域ÁÂるÃUしÄÕのà域の価値は決して,いといaçのÁはなくÄ±のwð性からâ定
Çc実とい»た8価が«$ÁÂるÃ 

ÕÕÁ©çñ要なÕとはÄS[の価値多様化社会においてはÄ<r類sÁ@さ6る両<ö
性のñさÕ±がÄ´µの「雪氷観光」創造のNSとな»ていく«$性ÁÂるÃ±してÄÕの
<r類sの実zはÄFKの枠組みにRわ6ないS[・未Ôa¥の「雪氷観光」創造に求めら
6る+<性Ç£¤性にéながるÕとを@したÃ 
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 本研究はÄ条件不利な雪氷の活⽤促進メカニズムをlらかにしたËÁÄ±の分析においてÄ
構成要Çのtu$がÛ動しÄ相}~⽤|gを創出7るÕとÁ「雪氷観光」が創造さ6るとい
a·ÃのプロWスçlらかにしたÃ±のhiにおいてÄ(氷観光とアDスホテルの創造に⾒
ら6た地域関係/らのB組みをÄ¦間§とアプローチのu$の5Êから分析したÃ 

Kè¦間§においてÄòホー±óの(氷とXルネeの雪氷の価値形成hiはÄ価値創出と
価値y^のð合的な進Ü状況の²³からÄ「1. klm」「2. nom」「3. 成pm」「4. 成q
m」の 4 éのjFーズにø分ÁÉたÃ 

両)*とçÄjFーズ 1 ÁはÄS念化さ6ていた条件不利な雪氷に対してÄ<しい利⽤価
値を創造しよaと7る⽂化的なÇÉかけがÅÄに試⾏さ6たといa<¦[のùÔが@さ6
たÃjFーズ 2 ÁはÄ±の雪氷の活⽤⽅法が定KりÄ地域関係/はÃoを図りながらÄ雪氷
の<たな¦¹価値の創出とÛýの?ßをよりö]なçのにしてい»たÃ 

jFーズ 3 ÁはÄ多様なC?によ»て多Æ的に価値創造のアプローチが£¤Üëさ6Ä
;いz{に±の¦¹価値がy^さ6るÕとÁ価値形成の促進が¹7しÄ観光資源としての
成pを実Sしてい»たÃjFーズ 4 ÁはÄ観光資源としての雪氷の活⽤状況は±6l6â
定の域にà»たÕとが@さ6ÄÝËのよaにÄ(氷観光çアDスホテルçÄ雪氷が潜在資源
ÁÂ»た状態からÄ地域の⼈間によるÇÉかけが9&しÄ±の|gを-öさ~ながらÄr段
階をYて価値が顕在化・形成さ6てい»たÕとをlらかにしたÃ 
 =にÄ地域関係/による価値創造アプローチの¶なるu$の5ÊからÄ本活⽤促進メカニ
ズムはÄ⽂化と科学の分{にv分さ6たtà域内ÁÄ±6l6価値づけ（創出）と価値wx
（y^）のアプローチのHいによ»てさらにv分さ6Äfg的にÄ±のf合形態によ»て¶
なるu$.のr類sÁ構成さ6るÕとが分か»たÃÕのr類sとはÄ±6l6「⽂化的#£
ンディング」「⽂化的マーケティング」「科学的#£ンディング」「科学的マーケティング」
ÁÂるÃ本研究はÄÕのu$.のr類sを対象化さ6た条件不利環境としての雪氷の活⽤促
進メカニズムとf論づけたÃ 

「⽂化的#£ンディング」はÄ⽂化によ»て⼈間の¦ÄÇ>かさを_áÁÉるu会を多様
に創出しÄ価値の¥Ëを試みるÕとÁÄ「⽂化的マーケティング」はÄÕaした⼈間による
⽂化的な欲求をÈたしàるu$ÇÄ±の8価価値を;く社会にy^していくÕとÁÂるÃ·
⽅Ä「科学的#£ンディング」はÄ科学によ»て社会のýþをàてÄ8価価値のE3化を試
みるÕとÁÄ「科学的マーケティング」はÄ科学的な実³によ»てE3化さ6た8価を;く
社会にy^していくÕとÁÂるÃ 

本研究はÄÕ6らの価値創出・y^のアプローチはÄ⽂化と科学の「両分{」からÄ±の
ÎLらçpくÕとなく実zさ6たといaÊをö調したÃÕのö調はÄ⽂化と科学の両|%の
相}~⽤|gが雪氷を活⽤促進したと7るÝÞのvÊの分析fgとfÄéいているÃ 

·Ê⽬はÄ⽂化の|%ÁÂるÃ本研究はÄ⽂化を「ù意識のöß%」としたªßのíåに
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 づÉÄ本メカニズム中の⽂化的アプローチを分析したfgÄホスXÜの地域による⽂化的
#£ンディングが「⽂化ûンTル」を構úしÄ±6をN?としてÄさらに実zさ6るホスX
Üの⽂化的マーケティングがÄúスXÜÁÂる観光/の観光動uをÌÖ7るÕとを@したÃ 
Õの⽂化に づく分析はÄûンマーマンによる「⽂化的な欲望」のíåをÛÜさ~たçのÁ
ÂるÃ本研究ÁはÄÕaした関係性を⽂化の|%に づいた⽂化的欲求の%学として@7Õ
とがÁÉたÃ 
 vÊ⽬はÄ科学の|%ÁÂるÃ本研究はÄXルネeの雪氷の活⽤促進メカニズムにはÄò
ホー±ó(氷の±6と°±しÄ科学的アプローチがíないといaHいをKènÅしたÃ±ç
±ç科学の|%とはÄ科学的な実³によ»て8価価値を社会的にE3化7るu$ÁÂりÄÕ
6は⼈間のçé不âÇ不n実さをY:7る|gがÂるとíåら6るÃå»てÄ条件不利性の
ñい潜在資源の活⽤はÄ度合いの,い±6と°±してÄ科学的アプローチを多くE要と7る
といa|説を@したÃÕの|説¿³にéいては=ëÁKとめるÃ 

本ëにおいてはÄ1い2cとrî6る¯ÎマDHスに8価さ6ていた(氷を資源化7る
hiにおいてÄ科学の|%を0»た価値創造アプローチが多く実zさ6てÉたÕとを分析
ÁÉたÃ±して本研究はÄ⽂化と科学の両|%の相}~⽤|gが資源活⽤を促進7る«$性
を@7ÕとがÁÉたÃ 
#
4I$defgh'°±ijzØ7åQR_`sÙÚÛê'×Ü#
#

ÝËのよaな本メカニズムにおける⽂化と科学の両|%のy在性の意義と相}~⽤|g
はÄ条件不利環境としての雪氷の観光資源化プロWスに⾒出した 1 é⽬の|説ÁÂるÃÕ
6に対し本研究はÄ資源論に づく⽂化と科学の|%に⼼理学の5Êを¹åÄûンマーマン
とマズローによる理論をð合的に⽤いてÄÝÞのよaにÕの|説を¿³したÃ 

DングùòÇò中らがÄ⽬のÝにK在7る条件不利な雪氷を資源化しよaしたÇÉかけ
はÄ⼈間のçé「⽂化的な欲望」にÖ因していたÃûンマーマンはÄÕのよaなÅ⼈がçé
資源8価の欲望はÄ社会的欲望（⽬ä）のáàにÛÜしていくとN]したがÄÕ6は村úÇ
ªòÄ±してÄアーネòÇアöケòを"めÄ両)*の地域関係/らがºいていたÅ⼈的な⽂
化的欲求をáàしよaと7るÇÉかけがÄfg的にÄ地域社会をáÉ®CÐ「雪氷観光」創
造による地域づくりに繋が»たÕとを説lÁÉるçのÁÂ»たÃ 
 ·⽅Äマズローによ6îÄñ=の¡¢実S欲求をÈた7ÕとはÄ利¯性の|}をçたらし
社会性はñKるÃÕのよaにÄ⼈間による⽂化的Áñ=の¡¢実S欲求はçはÇÅ⼈Hùル
に\KらèÄ地域社会が⽬N7⽬äにéなが»たÃÅ⼈と社会の両Hùルにおける⽂化的欲
求のáàÇ社会的⽬äx成の5ÊからÄûンマーマンとマズローのíåはÕのよaに·¼
しておりÄÕ6は+⽅Jに住#地域関係/の欲求と冬季の地域社会の⽬äの動的な関係性
を«5化さ~るçのとな»たÃ 
 ¯⽅Ä「科学技!を"#$%」はÄマズローの@A7るñ要Á,=なâäの欲求をáà7
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るÕとを,-したÃ±のËÁÄKèñ=な¡¢実SをB求7る⽂化的欲求がÖ出さ6Ä±の
実zへと動uがÛ動7るためにはÄâäの欲求がáàさ6ているといa状態がE要なÕと
を@したÃ 
 =にÄたとåÅÆ⽣活がâäな状態ÁÂるとはÄåÄñ=な「雪氷観光」創造のà域にお
いてç%じ¯理がÇくためÄたとå先に⽂化的欲求が実z・áàさ6てçÄ科学の|%によ
るâä欲求がµからtいかけてáàさ6るÕとをN]したÃしたが»てÄÕ6KÁ⾒てÉた
利雪・É雪はÄâä欲求に づくCにé雪による冬季のâäな⽣活環境のnòが社会的にã
åçéと%¦にÄよりñ=な「雪氷観光」創造のà域においてçÄ社会的⽬äにÓä・r応
7る¡¢実S欲求はñ要Á,=なâä欲求のáàがãåçéといaëì的な相}~⽤|g
を段階的に@7ÕとがÁÉたÃ 
 ÕのÊにおいてÄ本研究は &'& の枠組みのñ要性をíìしたÃたとåî科学/によるÅ
⼈Hùルのé雪のための雪氷研究の動uがñ=の¡¢実S欲求へとHùルがaÉËÌら6Ä
&'& の枠組みに適⽤さ6るÕとÁÄ±の適応対象は社会Hùルへと|}しÄÕのよaにÅ
⼈的欲求と社会的⽬äはÓä・r応7るÃさらにÄ&'& の実zによる|gを社会へ¢£さ~
るためにはÄ地域内に¥けた îï アプローチが^|ÁÂるÕとç@7ÕとがÁÉたÃ 

ÝËに づÉÄXルネeの雪氷に°íÄ(氷の¯aがより地域に実害を1åていたÕとか
らÄ-.市においてはÄ地域社会が科学の|%を「求めていた」ÕとをN]したÃ7なわLÄ
GルH市より-.市の)*に科学的アプローチが多く⾒ら6たのはÄ科学分{におけるÅ
⼈Hùルのéê欲求が &'& をSじて社会にaÉËÌら6Ç7い状況ÁÂ»たÕとによると
íåら6るÃÕのよaにÅ⼈と社会的⽬äのÓäとr応状況を@したÕとÁÄ条件不利性が
ñい¯Î科学的アプローチを多くE要と7ると7る|説を本研究は¿³ÁÉたÃ 

Õのよaに社会的⽬äの実SはÄñ=の¡¢実S欲求をáàしよaと7る利¯的Áñい
意識をç»たÅÄの地域関係/らの実zとÃoによ»てx成さ6るÕとを本研究は@7Õ
とがÁÉたÃ±してÄÕのよaな地域VンテóスXにおいてçÄÅ⼈と社会の両Hùルにお
いて⽂化と科学の両|%の|gは創出さ6ておりÄ±の創出状況はÄ科学の|%が⽂化の|
%をãåçLÄ⽂化の|%は科学の|%をE要と7るÄといa相}ëì的な関係性をQÎと
してt|%がÛ>さ6るÕとが@さ6たÃ±してÄ動的なÕの関係性Õ±がÄ本研究が@7
「ÎLらçpくÕとがない」⽂化・科学のy在性と±の両|%による相}~⽤|gÁÂるÕ
とをËï|説の¿³として@7ÕとがÁÉたÃ 
 =にÄ本研究はÄ雪氷の観光資源化プロWスの²³の 2 é⽬としてÄマーケティングが¥
けら6たùóXルのHいに½⽬しÄîï と ôï による資源化と観光資源化のv段階hiをl
らかにしたÃ本研究が½⽬したのはÄ地域内にÇÉかけが¥けら6た îï の^⽤性ÁÂるÃ
(氷ÁはÄアDスホテルと°í îï のアプローチが多か»たÕとを-KåÄÕ6をo?的に
íì7るためにÄ7#÷Eの活⽤促進からùDンの観光KLづくりを成&さ~たóò町の
îï のB組みと°±分析しÄÝÞのfgをV出したÃ 

D?的にはÄ両地域にySしてÄ「地域内Áの意識・価値観のy^」「地域内Ö%/のâ⽤・



! *#&!

P成」「地域内の=T[への⽂化£C」「⾏öCVによるß度2のVà」が±6l6u$して
いるÕとをlらかにしたÃ中Áçとくに=T[への⽂化£Cがñ5さ6ておりÄ両地域ÁはÄ
⼦Jの¦[からt地域資源の価値がtÅ・£Cさ6るよaな îï の実zが顕bに⾒ら6Ä中
pm的に±の|gを創出していたÕとが分か»たÃ 

さらに両)*とçÄGーÇーêンらによるB組みが価値形成を0a資源化を促進7る
と%¦にÄ⾏öによるtîß度のVàがjFーズ 3 ÁÕ6らとr応7るÕとによ»てÄ
資源の活⽤促進と観光KLづくりが進Ü7るÕとçlらかにしたÃ±のËÁ本研究はÄÕ
の両Hùルの îï がy在しÄVQ!ニケーûüンしÄ±してñめ合aÕとÁ相Þ|gが⽣
K6るÕとをN]したÃ 

Õのよaな îï のíìからÄ¦間§における îï と ôï のËïv段階による潜在資源の
活⽤促進hiを⾒出7ÕとがÁÉたÃ対象化さ6た条件不利環境はÄKè îï によ»て資
源化が概ánomKÁBり組K6ÄéÌに ôï によ»て観光資源化が概á成pmÝ4に
Bり組K6るといa}枠Áv段階のプロWスをYて観光資源にùxしたといa²³を本
研究はlらかにしたÃさらにGルH市の)*ÁçÄ±ç±çnomのm間が-.市の*分
ÁÂるÕとを¤nÅしÄfg的にはアDスホテルにおいてçÄÕのv段階プロWスが3て
はKるÕとを@7ÕとがÁÉたÃ 
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 本研究はÄ条件不利環境としての雪氷の活⽤促進メカニズムの応⽤«$性を¿ÀしÄ±の
限界性にéいてç´µの¬題としてlらかにしたÃ±してÄ「雪氷観光」創造の意義を¼í
たËÁÄ環境3化に0a雪氷の消­®uを<たな条件不利環境とÏåñしÄ本メカニズムの
応⽤«$性ç¿ÀしたÃ 
 先èÄ潜在資源としての雪氷に対7る本メカニズムの適⽤«$性にéいてはÄ雪KりçÇ
Üáの)*をú»て±の;3性がnÅさ6たÃKたÄ]a*hに⾒ら6るX¿éりの観光資
源化にéいてçÄ語り£が6ているw説からÄたとåî⽂化的なhQ成Çの$利ðの_áとÄ
科学的な±の⽣成:ªÇâä性のnòといa本メカニズムu$のÛ動においてÄ両|%の
相}~⽤|gと地域内に¥けた価値創出とy^のÇÉかけが©ª7る«$性を@7Õとが
ÁÉたÃ 

=にÄ雪氷の消­®uのâÉとなる科学データを-KåÄ本研究ÁはÄ観光のS[がñÆ
7る´µの(氷観光のÂり⽅の<$といa¬題éêのためÄ+}⽣からアDディアをß:
しÄ×状のÞりcにÞ»て,にYかÄ「(氷になる」といae<な観光形態の,jをàるÕ
とがÁÉたÃÕの+<的なアDディアはÄ本研究によるr類sの#HDóスルーsの観光形
態に位置づけら6Ä¦[の©先#を1ー÷7る«$性がÂるÕとを@したÃ±してÕのÛ·
をÄ雪氷の消­®uといa<しい条件不利環境の観光活⽤の)*として¿ÀしÄ本メカニズ
ムの応⽤«$性を@したÃ 
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さらに本研究はÄ「雪氷観光」創造の意義にéいて¼íたÃとくにÄ地×環境Hùルにお
ける温í化のÑaìの意識c成への©ªに½⽬したÃ「雪氷観光」の£¤的な創造によ»て
雪氷の価値が¥Ë76îÄ±の消­®uから雪氷を⼈間がqÑaと7る意識がc成さ6る
といam£に づÉÄ雪氷と⼈間の関わりの歴史のなかにÄ「q雪」の概念を<たに¹åる
ÕとÁÄ±のñ層的な39hiのu<を,jしたÃ 

©µに本研究はÄ「雪氷観光」の)*分析から⾒る±の¯の条件不利環境の観光資源化へ
の応⽤«$性と限界性をlらかに7るためÄ活⽤促進に¥けて対象化したçののD性の5
ÊからÕ6を¤整理したÃfgÄ雪氷Ç7#÷EなÎに⾒ら6た^形とÄYg市のよaな「h
ÒのÄr」を観光資源と7るù形の間に境界åを⾒出したÃ7なわLÄ「雪氷観光」からV
出した本メカニズムはÄ対象化7る条件不利環境が^形のçのÁÂ6î±の応⽤«$性を
¿ÀÁÉるがÄù形のçのÁÂ6î±6は境界åのÊとなるÃ   

Õ6がÄ本研究における「雪氷観光」の応⽤«$性に関7る&論の限界性ÁÂるÃÕaし
たÊにéいてはÄ本論⽂においてlらかに7るÕとがÁÉなか»たためÄ́ µの¬題としたÃ 

 
 ÝËÄäてをMりò6îÄ本研究は·ãして条件不利環境の観光資源化プロWスを論èる
「資源ëÛ」の5ÊにocしÄ分析とíìをñáてÉたÃ±の意�ÁÄ第ì・6 章はÄFK
の観光資源論に·³を+じたçのとíåるÃ 

しかしÄÕ6に¹åÄとくに本章 4 ëをMりò6îÄ本研究は環境3化にáâに対応した
「雪氷観光」創造¡?の"¤«$性の5Êを¹åて本論⽂をÜëÁÉたと⾒るÕとがÁÉ
るÃ7なわLÄ雪氷をÕめ地域資源Ç観光資源が3化しÄとÉにôí・消­7るよaな状況
ÞÄ観光対象±のçのをvu応3にÏåñしÄ⽂化と科学の相}~⽤|gをáâにÛ>さ~Ä
潜在・顕在資源を活⽤7る観光¡?を中pm的に創造し¤けていくといa⾒⽅ÁÂるÃ 

Õの意�においてÄ本研究はÄ条件不利環境の観光資源化の「£¤」«$性に\KらèÄ
「観光創造」±のçのの「"¤」«$性をwくめた<たな資源ëÛのíå⽅を¿Àしたとい
a.の·³ç+じら6たとíåるÃKたÄíなくとç本研究はÄ¡ç科学と⼈⽂社会学のÓ
合à域における理論的íìといa学!的な<É性をºL出7ÕとはÁÉたÁÂÑaÃ 

¦[は3化7るÃいK¦[はÄhÒからS[にかけて価値が形成さ6た雪氷の地×温í化
による消­®uといa<たなîÆをÚåているÃ±してÄS[から未Ôへ¥けた<たな資源
ëÛのíåに づくÄ£¤・"¤«$な「雪氷観光」創造が求めら6ているのかçし6ないÃ  

±のためにçÄ本研究が分{<ý的にB組CÁÉた「雪氷観光」創造の·ÃのプロWスに
関7るさらなる研究の>進とûåが求めら6るÐÑaÃより多くの)*分析はÄ;く多様な
条件不利環境を観光資源化7るための本メカニズムの·¾化にÄ進化しながらäづいてい
けるçのとíåるÃ 
 ±の·歩としてÄ本研究がÄ条件不利環境にèKさ6る地域の戦略・éê的な観光ëÛ
Ç±のMNìにíしÁç©ªÁÉ6îïいÁÂるÃ 
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óのìの構úにVいてくÐさ»たV_論⽂のNVÄËのGòà実先⽣に.くz¹ÈしËÌ
K7Ã「wのK在」の資源化による地域づくりといa未5のà域における論¼の道úを 本
から}çして$NVいたÐÉKしたÃ 

±してÄ本研究に対7る}3§ñな$ÙÄをÇりKした観光学ñ2研究Wンター・Wンタ
ーpの7村ñ§先⽣ÄおよÄメディア・VQ!ニケーûüン研究sのËòV⽂先⽣に.くz
¹ÈしËÌK7Ãとくに本s論のタDXルにÂる「条件不利環境」はÄËò先⽣からの$>
Ëに づいて決定さ6たçのÁÂりÄÕ6によ»てä?のü に·ã性をòéÕとがÁÉ



! *$)!

KしたÃおv⼈には$多Ìの中§ñな$ÙÄをいたÐÉ.くz¹ÈしËÌK7Ã 
©µにÄ本研究に対7る}çした$ÙÄをÍæöく1åてäÉKした観光学ñ2研究W

ンターのm7Sl先⽣にはÄÎ6Ðけz¹のÄÐをñáてçàりない¯Î}3おTçにな
りKしたÃ$ÙÄの内Âは論⽂の»ÓにとÎKらèÄ研究/として´µ社会に出ていくÐの
}(な⼼構åをÄとÉにÎ4をRåてスXHーXにNéけていたÐÉKしたÃs¡6Ä·¦
は研究/として»ÏさをvいかけていたとÕÑをEÆに¿していたÐÉKしたÃ研究/と
してのsの⼈⽣Á·µ}(なÕとをm7先⽣から学NÕとがÁÉKしたÃÕÕÑから.¹
ÈしËÌK7Ã̂ Ja$÷いKしたÃKたÄpøおéÉÂいäÉKしたm7ÐQのメンßー
のöさKにçお¦ÈしËÌK7Ã 
 本s論がÄ+⽅JにおけるI寒とÍÐの中Ä雪氷にèKさ6るt地域にと»てÄçいては
より多様な条件不利環境にèKさ6るt地域にと»てíしÁç©ªÁÉるÕとをwいK7Ã
±してÕ6KÁの3òしとしてÄ́ µçÕの<たな分{における研究を£¤的に>進ÄûåÄ
ÛýしていくÕとをÑいK7Ã 
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